
    
      
        
      
    

  
ご利用の端末によっては、文字サイズを大きくすると本文の表示が途中で止まることがあります。


その際は、文字サイズを小さくしてお読みください。
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Mardock City【マルドゥック市シテイ】


港湾型重工業都市。政令中枢に設置された〝天国への階段〟と呼ばれる螺旋階段状のモニュメントを都市名称の由来とする。





Mardock Scramble【マルドゥック・スクランブル】


マルドゥック市における裁判所命令の一種。人命保護を目的とした緊急法令の総称。





Mardock Scramble‐09【マルドゥック・スクランブル‐０９オー・ナイン】


緊急法令の一つ。非常事態において、法的に禁止された科学技術の使用が許されることをいう。





マルドゥック・スクランブル




The 3rd Exhaust──排気




〔完全版〕







登場人物




ルーン[image: ]バロット………未成年娼婦


ウフコック[image: ]ペンティーノ………委任事件担当官


ドクター・イースター………同


シェル[image: ]セプティノス………賭博師


ディムズデイル[image: ]ボイルド………委任事件担当官


ベル・ウィング………スピナー


マーロウ・ジョン・フィーバー………ディーラー


アシュレイ・ハーヴェスト………ディーラー


クリーンウィル・ジョン・オクトーバー………オクトーバー社重役





ちっぽけな残骸ですら雄弁に語り出し、




生命は悪運から立ち上がって不滅の価値を歌う。




葬ることのできない憎悪と、




よみがえることのできない愛と。




それらが絶えず暗い影となって忍び寄り、




悪運は不当に招かれ続けるとささやきかけたが、




いかなる敗北も彼女を振り返らせはしなかった。




卑しい苦痛から去り、彼女は進み続ける。




その良心を手放さず。




長い道のりを、ただまっすぐに。







第１章　曲軸　Crank Shaft









　　　　　１







　生き残る。


　ゲームが新たな段階に入ったときバロットが強く思ったのはそれだった。二度と抵抗できずに殺されるつもりはなかった。何としてもゲームを生き残るのだ。シェルという男の心臓をつかみ取り、仕掛けられたこの事件を、自分のゲームにするために。今、助けがあり、チャンスがあった。その手にやどって自分を守り、導いてくれる存在が。


『ランニングカウントを表示する』


　シャッフルが終わるとともに、ついにウフコックがその指示を出した。


　バロットは両腕を抱いていた手を離し、にわかに変化する手袋の数値表を感覚した。


『プランを進めるぞ。そのことをドクターにも教えておくんだ』


　ドクターが赤いカードを山に差すのを待ち、バロットは指で何気なくテーブルを叩いた。


　ドクターはすぐに気づいてくれた。娯楽に慣れた者が持つ当然の気遣いのように、


「カードが待ち遠しいのかい？」


　と声をかけてくれた。


《うん。だんだん面白くなってきた。もう少し工夫してやってみる》


　勝負に酔ったようなドクターの顔の中で、その目だけが、ちらりと、冷静に動いた。


「そいつは強気な発言だ。実に頼もしいじゃないか」


　ドクターは徹底して頼もしい隠れ蓑みのを演じてくれた。隣の少女が、ゲームを支配する機会を虎こ視し眈たん々たんと狙っているとは、フロアの誰にも想像すらさせないように。そもそもバロットが勝ちを狙うことは場違いでもなんでもない。客は全員そうだからだ。ただ確実な手段がないだけで。それを持つとはどういうことか、バロットにもまだわからなかった。


　ドクターとバロット、そして婦人がチップを置き、ゲームが開始された。


　数値表がブレスレットのようにバロットの手首をぐるりと取り巻き、次々に数字を変えていった。現在のポイント数とカードの内訳、そしてポイント数ごとの出資の上限と下限である。ポイント数が高ければチップを増やし、低ければ減らす──エース・ファイブ・カウントと呼ばれる、初歩のランニングカウンティング・システムだった。


　プレーヤーに最も有利なカードはＡエース、カジノに最も有利なカードは５フアイブという観点により、その二種のカードの残り枚数から有利不利を判断する。Ａが場に出たら一枚につきマイナス二点、５が出ればプラス二点、２から６が出ればプラス一点、７・８・９はゼロ、10と絵札はマイナス一点と、点数を加減する。そして、プラス十点以上、五点以上、五点未満、ゼロ、ゼロからマイナス五点、マイナス五点以下、と場合分けし、賭け額を上下させる。基礎戦術も参照するし、右腕の資金管理表も賭け額の根拠となる。これらの数値を把握することで、これまで運頼みだった局面で、ゲームが大幅に有利なものとなるのだ。


　バロットが場に出したチップは、三百ドル。


　最初の二枚のカードが全員に渡った時点で、ポイントはプラス二点。バロットが得たのは、８と６で合計14。ディーラーのフェイスカードは９──戦術表の選択はヒット。


　婦人が16から果敢にヒットした。来たのは２で、合計18。ポイントが変化し、三点に。


　ドクターが13から４を引き、合計17。ポイントは四点になった。


　バロットがヒットし、６を引いて、合計20。すかさずステイ。ポイントは五点に。


　ディーラーが伏せカードを開いた。カードは９。ポイントは変わらず。


　ディーラーは合計18──婦人とバロットの勝ちだ。


　ディスカードされ、バロットはチップをつかんだ。ここで初めてポイントが意味を持った。ポイントは五点。それに従い、三百ドルから六百ドルへチップを増やした。


　バロットのカードは６と７で合計13。婦人とドクターにも、２から６までの小さなカードが来ていた。フェイスカードは６。婦人もドクターもヒットしてバスト。


　バロットは戦術表に従いステイ。開かれた伏せカードは２。カードを引き、４を出した。さらに引き、ぴたりと５を叩き出して合計17。バロットも負けた。小さなカードが連続することでプレーヤーに不利な状況が生まれていた。いわゆる耐えどころだが、ポイントは八点に増加した。耐えるべき状況のどこかで、勝負どころが来ることが予想された。


　バロットはポイントに従って六百ドルを出し、チャンスを待った。


　ドクターは16からヒットし、３を得てステイ。大したものだった。ウフコックの助けなしでバンクロールも戦術表もチップの増減も、全て頭の中で弾き出しているのだ。


　バロットはドクターと同じように16からヒットして８を出し、バストした。


　ポイントは五点の上下を行ったり来たりしている。いっとき九点になり、すぐにマイナスに転じた。勝負どころが来ないままゲームが一巡するのかという不安を抱きながらも、バロットはまっすぐ戦術とポイントに従い、カードを捌さばいた。


　中盤に入った頃、婦人が大賭けを続けてきた甲斐があったのか、なんと千ドル以上の額でブラックジャックを引き当てた。爆発的な大勝だ。ディーラーが祝福し、その隣で無惨にバストしたドクターに、惜しかったというようなことを言った。


「勝負どころは限られた席のようなものさ。勝つ人間の隣には、必ず負ける人間が座ってるもんだ。ただ一つ手があるとすれば、その逆もまた然りってことでね」


　ドクターはさらりと言い、大きく賭けてみせた。バロットは、ウフコックに干渉した。


　──ドクターは、わざとああ言ったの？


『そうだ。獲物を選別するディーラーを、ドクターが逆誘導した。婦人かドクターの、どちらかが敗れることで、もう一方に勝運が舞い込むという発想だ。今後、婦人が負ければその分だけドクターは大きく賭けに出ると予告した。ディーラーの狙いは婦人に絞られた。その上でドクターから搾り取る気だ。君は一番最後ということになる』


　一番最後──それはバロットに不快な喩たとえを連想させた。


　デザートとか甘い物を。雛料理バロツト。美味な名だと客の誰かが言った。それなら、そういう顔をして待ち構えてやれ。リンゴに差し込まれた鋭い剃刀かみそりを、相手に食わせるために。


　そんな容赦のない思いが首をもたげるのを覚えながら、ポイント増減を生真面目に追った。傍はたからは何を基準にチップを上下させているのかわからない。そのため婦人が、


「移り気が激しいのね。私にも、そういう時期があったわ」


　そんなふうに口を出した。バロットは逆らわず微笑んだ。婦人はにっこりし、


「勝てる波が来たかしら？　波を感じるわ」


　そんなことを言って、チップをポットに放り込んだ。まるで肉厚の餌を、獰どう猛もうなピラニアに投げ与えているようだった。沢山餌をくれてやれば自分にだけはなつくとでもいうように。実際は、より食い応えのある餌の在あり処かを教えるだけだった。


　だが確かにバロットも、波を感覚することはあった。スロットとは異質な波を。ときおり予感めいたものを感じるのだ。銃の射撃とも違ったし、ルーレットでボールを追うのとも違う。同じものが異なる順序で並べ替えられることで意図せぬ模様が浮かんでは消えてゆく。その流れをつかむにはどうしたらいいか。バロットは深く静かに感覚していった。


　中盤が進み、ポイント数がにわかに増大した。十一点から十三点になった瞬間、来た、という感覚があった。バロットは初めて、婦人と同じようにチップを積んだ。


　婦人がこちらを見た。ディーラーも見た。バロットはただ感覚した。小さなカードの波が引き、プレーヤーに有利な状況が生まれる光景を。


　バロットが得たカードは９と９。フェイスカードは７。


　婦人が15からヒットし、バスト。ドクターも13からヒットし、バスト。


　バロットは、この席に座って初めて、カードに手を触れた。


《分割スプリツトです》


　両手の人差し指でカードを左右に分けた。それから同額のチップを一方のカードのもとに置きながら、自分がどんな模様の上に立っているのかを感覚しようとした。


　ディーラーが新たなカードを引いた。バロットの右手の９のカードに、Ｊが重なった。


《ステイ》


　左のカードにＡが重なった。


《ステイ》


　右手に19、左手に20。客の誰もがバロットの勝利を確信した。バロットはただ波の推移を感覚した。そして開かれた伏せカードは８。合計15。それも全体の模様の一部だった。ルールによってもう一枚引かねばならないということも。出たのは６。


　合計21──バロットの両手はまさかの敗北を喫した。チップが消え、カードが消えた。だがバロットはそれらを見ていない。全体の模様が細密画のように組み合わされていること、何の隙間も存在しないことを感覚した。決して塗り重ねられることのない細密画。こうむった負けが消えることも、手に入れた勝ちがなくなることもなかった。


　ディーラーが何かを言った。惜しかったとかそういうことを。そしてバロットに対しては、何の誘導も必要ないとばかりにゲームを進めた。


　ポイントが推移した。六点から十点、十点から十四点へ。遠目には何だかわからなかった影が近づいてきて輪郭を浮かび上がらせてゆく気がした。


　やがてディーラーが５と４からＡを引いて全員に勝った。このときポイントは十二点。


　波を感覚した。上限額を確かめ、チップを積んだ。下限の出資単位ユニツトは三百ドル。上限はその十倍だ。婦人がぎょっとした。隠れ蓑役のドクターが口笛を吹いた。ディーラーはさも一流らしく微動だにしない。バロットは三千ドルの賭金の背後でカードを待った。


　婦人とドクターのもとにそれぞれ10が来た。ポイント数は、十二点から十点へ。


　バロットのもとに５が来た。ポイント数は十二点に。二枚目のカードが配られる間、ポイント数は増え続けた。そしてバロットの前に再び５が現れ、十七点になった。


　フェイスカードは２。婦人がヒットし、14から８を引き、バストした。


　ドクターがヒットし、16から２を引き、ステイ。


　ポイント数は過去最大の十九点に。バロットのカードは５と５──合計で10。


　ディーラーがこちらを見た瞬間、バロットは自分の有利さを知った。トゥイードルディが告げたように。僕は呼吸しないんだ。それに等しい有利さを。バロットは喋るときに息を吐かずに済んだ。自分の呼吸を守ることに集中しながら告げた。


《倍賭けダブルダウン》


　ディーラーが目を細めた。バロットが一瞬で分割スプリツトを選択肢から外したという以上の意味を瞬時に汲くみ取ったのだ。この上なく正確に基礎戦術を守り通したということを。


　婦人が呆然となり、ドクターが歓声を上げた。バロットはチップを積み上げるのに少し苦労した。チップの山にディーラーの目が引き寄せられるのを感覚した。最後にとっておいた獲物の甘い中身を確認するように。その手が滑らかにカードを放った。仕込んでおいたカードを抜くというような怪しい動きはなかった。


　カードが来た。ずっと無視してきた印スーツが目を打った──[image: ]のＱだ。合計20。それが、甘い中身に仕込まれた剃刀の刃となってディーラーに突き刺さった。


《ステイ》


　伏せカードが開かれた。[image: ]のＡ。何かがぐるりと巡る感覚があった。合計で13。さらに10を引き、Ａを１と数え13ソフト・サーテイーンに。そしてディーラーが引いた四枚目が勝敗を決した。


　[image: ]Ｊ──黒い片目のジャックワン・アイド・ジヤツクだった。


『勝った』


　ウフコックが告げた。鋭い短剣を思わせるそのカードがディーラーをバストさせた。そのジャックの横顔を見つめながら大きく息をついた。バロットは勝った。





「これは参ったな！　いったい、どういう魔法を使ったっていうんだ？」


　ドクターが煙幕のためにわめいた。ドクターもバロットも唯一の選択だったことはわかっている。カードの並びは──Ａ（前回のディーラー札）、10（婦人）、10（ドクター）、５（バロット）、Ａ（伏せカード）、４（婦人）、６（ドクター）、５（バロット）、２（フェイスカード）、８（婦人のヒット）、２（ドクターのヒット）、Ｑ（バロットのダブルダウン）、10（ディーラー）、Ｊ（ディーラー）だ。


　カードが一枚前ならバロットはＡと２で、フェイスカードは８。戦術に従ってヒットし、２、Ｑ、10、Ｊの並びのどこから引いても結果はバスト。


　逆にカードが一枚後ろならバロットは10と６で、フェイスカードは５。戦術はステイ。ディーラーは５と５から、２と８か、８か、Ｑか、10か、Ｊを引いて勝つ。完全に手も足も出なくなっていた。むろん並びが事前にわかるわけではなく、蓄積された数値と戦術の積み重ねが、最も勝つ可能性の高いタイミングを示したのだ。


　これぞカウンティングの強さだった。だがバロットは首を傾かしげ、あえて婦人を真似た。


《勝てる波を感じたの。でも、怖かった》


　それがディーラーの目をくらます最高の煙幕になった。婦人をその気にさせたのだ。


　以後、婦人は千ドル単位での賭けを厭いとわなくなった。ディーラーにしてみればバロットが労を省いてくれたようなものだ。ディーラーはいっそう狙いを絞り、ことあるごとに婦人を慰め、誉め、アドバイスを与えるようになった。


　いわく、「今夜の波は移り気が激しい。カードを一番大事に扱う人が最後に勝ちます」


　いわく、「みなどうにかして勝ちの波に乗ろうとします。急がねば乗り遅れるでしょう」


　いわく、「どこまでが本当の勝ちかは、誰にもわからないものです。だからこそ、誰もが、その人にとって一番の勝ち方を目指すのでしょう」


　ときには婦人のほうからディーラーに質問を投げ、


「私、勝ちの波が、遠のいてしまうようなことをしているのかしら？」


「波に乗っているとき、波と自分の差はわかりません。恋人と一緒にいるときのように」


「別れた後で、自分の気持ちに気づくみたいにね」


「その通り。あなたはその点では、もう十分に経験を積んでいるようだ」


　などとディーラーがささやくや、婦人はもう新たなチップを握りしめている。先ほどの片眼鏡の男にも増して崩落を速めていったが、婦人にその自覚はなさそうだった。


『なかなか上手いな』


　ウフコックが評した。プロのスポーツ選手が、子供の駆けっこを誉めるみたいだった。


『このディーラー、天分がある。人は操作できて当たり前だという臭いがする』


　──呼吸法とか、ダブルバインドってやつをやっているの？


『違う手法も組み合わせている。たとえば、今夜のとか、最後にという言い方で、バンクロールの現状から意識をそらせる。分離法というやつだ。どうにかして、というのは要するにもっとチップを出せという隠された命令だ。恋人の喩えは上手いな。あの女性の思考パターンでは、チップを積むことでしか自分のもとに留まってくれないというわけだ』


　──きっとあの女ひと自身がそうなんだと思う。


『あるいはその逆も経験したんだろう。このディーラーは、客の現状を肯定してやることで、上手くチップを吐き出させている。実に効果的だ』


　──このディーラーの人、そんなに言葉が上手なの？


『誘導の本質は言葉ではなく、空想だ。脳裏で思い描いたことが現実の行動に影響を与える。誘導とは、いかにして相手に架空のものごとを意図的に想像させるかという技術だ』


　終盤に入った頃、ふいに老紳士がテーブルに戻ってきて婦人の後ろに立った。


　まるで婦人の負ける姿が見たくてそこに座らせているというようだった。自分がいなければこの婦人は駄目なのだという一点において、老紳士のプライドは盤ばん石じやくなのだ。


　その結果、女性は肥え太ってゆくし、老人は瘦せてゆく。そういう二人だった。


　ゲームが一巡し、シャッフルに入ると、婦人が重たそうに席の背もたれに手をかけた。


「良い晩を、みなさん」


　蕩とう尽じんと呼ぶべき表情だった。ドクターもにこやかに別れの挨拶を返した。婦人が去る際、バロットは左腕の戦績表を確かめた。婦人の負け額は十万ドルを超えていた。それが彼女の唯一の成果なのだ。その表を消し、もっと有意義な情報を表示するスペースを空けた。


「僕らだけになってしまったが、まだ君とのゲームは楽しめるのだろう、マーロウ？」


「もちろんですとも」


　ディーラーが微笑み、ちらりと腕時計に目をやった。料理の煮込み具合でも見るように。ウフコックなら見逃さないものを、バロットも男の眼まな差ざしに感じた。この男の貪欲さを。


　バロットは、じっとシャッフルを感覚した。男の指が丹念に作り出そうとする模様を。


　──このディーラーの人、ただカードをかき混ぜてるんじゃない。模様を作ってる。


『カードの順番を操作してるのか？　だがカードの全配置を記憶できるとは考えにくい』


　──どんな模様を作るかくらいは考えてると思う。私、それが何かわかる気がする。


『本当か？』


　ウフコックが手袋の内側で仰天したように返してきた。


　──あなたみたいに計算ずくってわけじゃない。ただ感じるの。


　少しばかり意地の悪い言い方になったが、ウフコックは気にもしないようだった。それどころか一瞬、渋い笑みを返された気がした。何かを企むような、頼りになる笑みを。


『戦術に応用できそうか？』


　──もう少し練習すれば、ちゃんとできると思う。


『よし。俺は数値と臭いで読む。君は君自身の感覚で読むんだ。相手の意図と、もし本当に可能なら、カードの順番を。プランの進行と同時にやるぞ。できるか？』


　──うん。


　シャッフルが終わり、再びバロットが赤いカードを受け取った。山の形に何かを感じた。ディーラーの意図と、その指先がしてのけた仕事を。ある一点への影響が、全体に作用するという認識があった。バロットはその一点に赤いカードをすっと差し込んだ。そしてディーラーが滑らかにカットし、バロットの影響を消すため切り返したのを鋭く感覚した。


『現在のシステムを継続しつつ最終段階に入る』


　ウフコックが告げた。ドクターが意気揚々とチップを場に出した。バロットもそれに倣ならった。ディーラーが微笑み、するりとカードを抜き放った。ゲームが開始された。


　勝つためのゲーム。


　バロットのゲームが。










　　　　　２







『トゥルーカウントを表示する』


　ウフコックが告げ、左腕の表がまたもや変貌した。これまでの戦績表に加え、より高度な戦術表とポイント数の増減表が現れた。他の客の戦績表が消えた分、かえってシンプルになった感じがしたが、その内容たるや人間の計算能力を遙かに超えるしろものだった。


　ポイント増減も、単純なプラス一点、マイナス一点という方式ではない。９はマイナス一点、10はマイナス三点、Ａはマイナス四点、その他、プラス四点からマイナス四点までを各カードに配分する。その合計点数をもとに、すでに出たカードと残りのカードの組み合わせから詳細な確率を弾き出す。


　そしてその確率にもとづき、一ゲームごとに最適な賭け額と戦術を詳細に算出する。


　特にこれまでと違うのは、既出デイスカードの一覧があることだ。カードは六つの組デツキで、三百十二枚。そのうち使われない部分が三十枚前後生じるため、残りの二百八十枚を全て把握し、真に正確な勝率を割り出して必勝の瞬間を見極める。これこそゲームが始まる前にドクターが口にした無粋な手口そのもの、最高の必勝法たる最上級トウルーカウントだった。


『全額を賭けて良い瞬間が必ずある。それまでバンクロールを絶対に維持するんだ』


　バロットは了解の合図として手を握った。ディーラーのフェイスカードは８。ドクターは15から３を引き、合計18──ステイ。バロットは16からヒット。８が来てバスト。


　伏せカードは９。８との合計で17──ドクターの勝ちだ。


　もう負けることには慣れっこだった。あっさりチップとカードから目を離そうとすると、だしぬけにウフコックから指示が来た。


『自分が勝ってると主張しろ』


　──負けたのに？


『負けることが我慢ならない感じで振る舞うんだ』


　バロットは困惑してドクターを見た。ドクターはすぐに気づいて話を振ってくれた。


「どうだい。今の僕のカード捌きは。なかなか見事だったろう？」


《別にいいの。だって……ほら、カードの数では勝ったから》


「なんだって？　何を言ってるんだ？」


《私、24だった。叔父さんのカードは、18》


「それは……君、ルールがわかって言ってるのかい？」


　ドクターがきな臭いものでも嗅いだように鼻に皺を寄せた。


《いいの。気持ちの問題。次は勝つから》


　恥ずかしくなって話題を打ち切った。ドクターはディーラーに向かって肩をすくめてみせた。ディーラーは無難な笑みを返し、カードを配った。


　バロットはますます恥ずかしくなってウフコックに問いただした。


　──何か意味があったの？


『もちろん。ディーラーを操作するためだ』


　──どうやって？


『女性が不可思議で神秘的であるところを見せてやろう』


　それこそ、どうやって、と訊きたかったが、そこでバロットが選択する番になった。


　バロットは13からヒットして10点札を引き、バスト。緒戦から守りどころだった。プレーヤーに有利なはずのカードが、逆に敵になる流れだ。大事なのは負けて当然と考えることだった。でないとカードに振り回されることになる──というドクターの教えを思い出すうち、ふいにぴんときた。


　──私が、あのディーラーの人を混乱させればいいの？


『そうだ。タイミングと内容はこちらで指示する。無邪気なところを見せてやれ』


　銃で一発脅しつけてやれ、というような言い方に、バロットはちょっと目を丸くした。


　カードが来た。Ｑと６で合計16。フェイスカードも10点札。勝率は低く、出したチップの額と出すべきだったチップの額との差額が、早くも損失として計上された。厳しい流れだが、一方では別の可能性を示す数値も示されている。


　かと思うと、ウフコックから質問が来た。


『どんなカードが来たと思う？』


　──クラブのクイーンと、ダイヤの６。


『いや。君の素直な印象のことだ。ほら、君がオリジナルの辞書を作っているように』


　──絵が綺麗。黒いクイーンが好き。６のダイヤは、クイーンのアクセサリーみたい。


『では、自分の番になったら、それをドクターにも教えてやれ』


　──他にも何か言う？


『思いついたら何でも言っていい』


　果敢なヒットで生き残ったドクターの腕をバロットがつついて、こう訊いた。


《ねえ、叔父さん。このカードの絵、可愛いと思わない？》


　ドクターが覗き込んだ。まるでその絵を描いたのがバロットだとでもいうように。


「ふむふむ……？　ああ……うん、わかるよ、君好みのカードだ」


《もう一枚のカードと、よく似合ってる。あんまり崩したくない感じがする》


「なるほど」ぼんやりドクターが呟いた。「まあ、そうだね」


　ウフコックの指示が来た。


『だから』


《だから、ヒット》


　ディーラーはわずかに虚を突かれたが、長年の訓練のたまもので、さっとカードを抜き放っている。５だ。合計21。別の可能性が、ぴたりと実現した。守りどころの逆転現象だ。本来カジノに有利に働くカードがプレーヤーを助ける。その典型がこれだった。


　だがバロットが会心の勝利を味わう間もなく、


『絵にこだわれ。否定的意見を混ぜろ』


　厳命だといわんばかりの指示が来た。バロットは眉をひそめてカードを指さした。


《残念。ほら。こうなるとは思わなかった。絵が似合わない》


「うーん。そうか。崩したくなかったという理由がわかったよ。君には絵の感性があるな」


　意味はない。意味を求めるディーラーの目が、バロットとドクターの顔を、騙し絵の秘密を探るように見比べるばかりだ。バロットはひょいと顔を上げてディーラーを見た。


《ステイ》


　当然の選択だがディーラーは少し驚いたようにうなずき、フェイスカードを開示した。


　絵札だ。合計20。勝利者はバロットだけ。一・五倍の配当が来たが、それを脇に放ほうるように扱った。内心では勝負に勝ち、相手を惑わしたことで二重に会心の気持ちを抱いた。


　以後、バロットは、カードが配られるたび、思いつく限りのことを言ってやった。


　いわく、《鳥が飛んでるみたい。もっと飛ばしてあげたい》


　いわく、《ちょっと尖りすぎてる気がするから、丸くしたい》


　いわく、《柔らかすぎるけど、これくらいがちょうどいいかも》


　そして──しかし、ヒット。そして──だから、ステイ。そこで──でも、ヒット。


　自分でも何がしたいのかわからなくなるほどだ。完全無比のトゥルーカウントがなければ、すっかり自分を混乱させていたに違いなかった。フォローを入れるドクターも、途方に暮れた顔をしてディーラーに共感するかと思えば、一転してバロットに同感を示し、ディーラーを煙に巻いた。


　中盤に入り、クラブの２とスペードのＡから、ハートの５を引いた。バロットはステイし、


《スペードは邪魔するけど、クラブと仲がいいから、ハートに賭けるべきだと思ったの》


「そいつは僥ぎよう倖こうだ」


　ドクターはあっさり受け流し、真剣な顔でディーラーの開示カードを見つめている。


　ディーラーは５と７から、絵札を引いて、バストになった。ドクターがしみじみ言った。


「君はカードと会話する天才かもしれないな。僕には予想もつかなかったよ」


　ディーラーは、人間と会話をしてくれと言いたげな戸惑いの笑みを浮かべている。


『そろそろ、ほころびが見えてきた。彼は、君を勝ち気の強い人間だと思っている。ほしいものは全てねだる前に与えられてきた人間だとも。だから彼は、君が何かをほしがる前に、あらかじめ用意することで頭がいっぱいになっているんだ』


　バロットは心の中で肩をすくめた。見当違いもはなはだしかった。


　このディーラーのプライドは、相手の内面が読めるという一点に礎いしずえがあるのだ。相手がどんなに意味不明なことをしでかしても、理由くらいはもちろんわかるのだと。だが今のディーラーにわかるのは、バロットがいきなりお喋りになったことくらいだった。そこで諦めて相手ごと自分の思考を放り出せば良いものを、執念深くバロットの意図を読もうとし、その柔和な微笑みを強こわ張ばらせてゆくのだった。


　──この人、まだ私をどうにかしようと思ってるの？


『そのようだ。むしろますます気負い込んだ臭いがする』


　──なんで、そこまでこだわるの？


『そういう性格なんだ。本来、ディーラーに場を操作することなどできない。有利に設定されたルールがあるだけで、ただの傍観者だ。しかしその有利さを盾にして足を踏み出す者もいる。このディーラーは優秀で、支配欲が強い。つけいる隙は、いくらでもある』


　そのうちドクターも惑乱戦法にのってくるようになり、バロットと意味不明の根拠を並べ立ててはうなずき合い、かと思うと反発し合った。挙げ句の果てに、


「君がこんなにもこのゲームに合っているとはね。強敵を連れてきてしまったもんだ」


　ドクターが手放しで誉めるものだから、ディーラーも合わせねばならず、かといって何を誉めれば誘導のフックになるかわからないため、さすがです、とか、素晴らしい、などと抽象的な言葉しか吐けなくなっていた。


『仕草にも変化をつけよう。次のカードが来たら、足を組んでみてくれ』


　やがてウフコックからまた別の指示が来た。言われた通りカードを確認しながら足を組むと、ディーラーがバロットの姿勢の変化を注意深く見つめる様子が感覚された。


『カードを視界の左右に持ってくる感じで、常に、顔や身体の向きをずらすんだ』


　ドクターがヒットし、合計17となってステイ。その間、バロットは体の向きを変え、ドクターに半ば背を向けた。バロットの番になり、14からヒットして18に。すぐには反応せず、足を組み直してカードが視界の左側に来てから、ステイ。ディーラーは、バロットの動作を目で追いながら伏せカードを開示した。


　９の二枚組で18。ドクターは敗れ、バロットは引き分けた。


　──今の、どういう意味があったの？


『人間は空間をイメージで位置づける。視覚的な情報に対し、内面的統一をするんだ』


　──どういうこと？


『たとえば、好きなことを考えるときは目が左を向き、苦手なものは右上、嫌悪は遠い位置の右に焦点が来るなど、無意識に目が動くんだ。個人によって動きは異なるが、統計的には一定のパターンが生じる。熟練すれば、相手が黙っていても、目と体の動きだけで、思考や感情を読めるようになる』


　──このディーラーの人、それをやってるの？


『高度なマインド・マッピングを行っている。目の動きの他、手や足の位置、顔の向き、肩の角度などから、どういう心理状態で何を考えているかを地図のように把握する』


　眉をひそめた。そんなふうに内面を覗かれていたかと思うと、かなり嫌な感じがした。


　バロットは、ディーラーが丹念に描くその地図を大いに踏みにじることに努めた。


　意図して視点をずらし、体の位置を変え、反応を消して同じ姿勢を保った。そんなちょっとした仕草で、場を支配し続けてきたディーラーが面白いように惑乱された。こちらが意味もなく笑えばディーラーも急いで笑顔を作るし、嫌な顔をすれば真剣な顔で不機嫌さの理由を探ろうとする。両手を上げろと言えば素直に上げるのではないかと思われるほど、こちらの意図にはまってゆくのだ。


『そろそろ、ドクターを援護するぞ』


　ウフコックが告げ、手袋の左肩に近い位置にドクターの分の最適戦略を出現させた。


《私のほうが、カードを読むのが得意みたい。どうすれば勝てるか教えてあげる》


　ドクターがバストするのを見計らって言いながら、爪先でそっとドクターの靴に触れた。


「けっこう。今は負けているようでも、この後はわからないよ」


　ドクターはそう言いつつ、かすかな力を足先にこめてバロットにＯＫの合図を出した。


　ディーラーの目も天井のカメラも、テーブルの下まで届くわけではない。そのはずだった。バロットは次のゲームで、さっそくウフコックの指示をドクターに伝えた。ドクターの靴を一度だけ横から押したのだ。ヒットの合図である。ドクターが、うーんと唸る。


　ディーラーがイヤホンに触れ、小声でマイクに向かってささやいた。バロットは反射的にその通信を盗み聞いた。肌で電波を受信し、聴覚情報に変えたのだ。そして愕然となった。ディーラーは管理室へ、カメラをチェックしろ、と指示を出していた。バロットがサインらしきものを隣のドクターに出したかどうか。


　頭上のカメラが六台、まっすぐ射るように自分に向けられるのが感覚され、一瞬、ディーラーの表情を窺おうとしたが、ウフコックが、すんでのところでそれを止めた。


『ディーラーを見るな。やましいところがある人間を、いぶり出すための牽けん制せいだ』


　さすがに優秀なディーラーだった。ほとんど勘だけでドクターへのサインを察したのだ。


　だがこちらが尻尾を出さない限り、疑わしいだけでは何もできないようだった。バロットは怯ひるまず、要所でドクターにサインを出した。ステイの場合は二度、ヒットで一度、足を押す。ダブルダウンは三度。スプリットは急せかすようにドクターの腕を二度叩く。


　ディーラーのほうも、勘違いだったと判断したらしく、何も反応しなくなった。それまでさんざん惑乱させたのが功を奏したのだが、一方でディーラーに理性を取り戻させるきっかけにもなった。そのためウフコックからの指示に従い、再びハウス・コメディが開幕した。バロットは、ドクターの腕をつついて言った。


《私、必ず勝つ方法を考えついたの》


　ドクターが驚いたように目を丸くした。ディーラーもつられて同じような顔になった。


「どんな方法だい？」


《その前に、両替したいんだけど》


「それは相手が違ってるな。こちらのミスター・ハンサムに頼みなさい」


　バロットはディーラーに向かって、千ドルチップを一枚、掲げてみせた。


《全部一ドルに替えたいの。そうすれば、このチップだけで、千回賭けられる》


　ディーラーはバロットではなく、ドクターのほうをまじまじと見つめた。なんとかして今すぐこの少女にＶＩＰルームの作法を教えてやってほしいというように。


　ドクターがその視線に応えるようにしてわめいた。


「それじゃ、勝負にならないよ。リスクを背負ってこその賭けなんだ」


　バロットはむっと頰を膨らませてみせた。自分でもなかなか上手いと思った。多分、ウフコックと出会ってからできるようになったことの一つだ。


「頼むから、いくら残ってるではなくて、いくら勝ったかという勝負にしてくれないか」


《わかった。じゃあ、沢山勝つ》


　ドクターはあからさまにほっとした顔をしてみせ、ちらっとディーラーに向かって肩をすくめた。困ったもんだ、というふうに。ディーラーはかろうじて微笑み返したが、こちらの狙い通りの惑乱に陥ったようだった。際どいところで必ず大賭けを仕掛けてきたくせに、いきなり一ドル賭けを敢行するような相手の意図を、まるでつかめないのだ。


　守りどころでぼんやりするかと思えば、耐えどころで躍起になる。勝っても負けても感情的になるが、いったい何に対して感情的になるのかまるで不明。会話もちぐはぐで、そのくせディーラーには理解のつかないルールを二人だけで作ってゆく。


　そして何より、不気味なほど着実に勝っている。こんな不可解な客は他にいない。全ての会話を放り出して結果だけ見れば、カウンティングのプロとみなすべきなのだろうが、このディーラーにとっては会話を通した誘導にこそプライドがあった。何がなんだかわからない状態には我慢ならなかったし、徹底して少女と男の正体を見極めたがっていた。


　だがディーラーの惑乱に成功したものの、勝率が大幅な勝ちを示すようになったところで赤いカードが現れていた。勝負どころを前にしてゲームが終了してしまったのだ。


　バロットは残念な気持ちでこの一巡の勝率を確かめた。ドクターと合わせて六割強。圧倒的だ。単純計算で、十ドルが、十ゲーム後には七十ドルになる。現在、バロットとドクターのバンクロールは合計九十万ドル超。勝負どころに入り込めていたら、もっと勝てたのに。もしかすると四つの百万ドルチップを全て手に入れられていたかもしれない。そう思ってますます悔しい気持ちになった。


　しかしドクターもウフコックも焦りは見せず、必勝の瞬間を目指して前進し続けている。


『今のうちにチップを替えてもらうんだ。全部一万ドルで』


　バロットはそうした。たちまち一万ドルチップが恐ろしい高さで積み上げられていった。


　ディーラーがまたイヤホンに手をあてた。奪われた分のチップの補給を頼んだのだ。


　応答する係の者が何か言うのを遮さえぎり、ディーラーは、すぐに取り戻してやる、と早口で言い放った。その傲然とした言いざまをバロットだけが感覚した。


　バロットは、心の中で眉をひそめるのと鷹おう揚ように肩をすくめるのとを同時にしてのけた。










　　　　　３







　シャッフルに入り、ディーラーの指先を感覚した。なりふり構っていられない印象だった。おかげで上下左右に振り分けられる複雑なカードの動きが、はっきりとわかった。


　──この人、10のカードを最後のほうに入れようとしてる。


『何枚入れるかわかるか？』


　──きっと入れられるだけ入れると思う。ゲームで使わない部分に。


『では、その分を既出デイスカードとして計測する。できるだけ正確に枚数を教えてくれ』


　ディーラーの指の動きは正確で、その分、感覚しやすかった。ドクターが赤いカードを山に差し込み、ディーラーが迅速にカットし直した。もちろんバロットの目がその様子をとらえたわけではない。全身の人工皮膚ライタイトを通して、精密に、電子的に感覚していた。


　──三十二枚。全部、10のカード。


『カード二組分の10点札を丸ごと取り除いたか。やってくれたな』


　ポイント数はいきなりマイナス八十点を下回った。チップの出動額が激減し、極端な守りどころとなった。バロットはチップを出しながら、ディーラーが最後にカットしたときの感覚を詳細に思い出そうとした。


　上下していた10点札の塊の行方を。入りきらなかった余剰分のありかを。


　カードが来た。６と３。小さなカードだ。ドクターのほうを見ると、２と５だ。そこから二度ヒットし、ようやく17になってステイした。バロットも二度ヒットし、合計で19になった。フェイスカードは６。開示されたのは２。三回引いて19になり、ドクターは負け、バロットは引き分けた。


　次のゲームでバロットは12から５を得た。合計17──一心に感覚した。自分のカードではなく、ディーラーが片づけたディスカードと、カードシューの残りのカードの厚みを。


　そして、山がカットされたときに移動した塊の位置を。それらをはっきり感覚し、ヒットを告げた──ウフコックの戦術ではステイだ──しかし戦術は問題ではなかった。


　10点札が来た。自滅のバストだ。ディーラーが11から10点札を引いた。合計21。


　ドクターの19は敗れた。バロットは素早くバンクロールを確かめ、山積みのチップの一角をもぎ取り、賭金ポットの枠内に、どさりと置いた。


　ディーラーが演技抜きでぎょっとなった。バロットはドクターに告げた。


《沢山使わないと、チップが可哀想》


　ドクターは、唸るような声を洩らして考え込む素振りをしたが、


「よし、ここが勝負どころだ」


　無茶苦茶なことを吠え、一万ドルチップを束で置いた。


　これまで二人とも、序盤では少額で賭けてきている。カウンティングの精度がゼロに等しいまま大きく賭けるわけにはいかず、それを二人して何とかごまかしてきたのだ。ディーラーも、カウンティングが理由だと確信できないまでも、二人の賭け方を見越して、カードの山をカットしていた。だが最後の最後で見越したのは自分のほうだ。バロットはそう思った。いつの間にか勝ち気な態度が、演技以上の自分を作り上げるのを感じた。


　ディーラーは不吉なものを感じたように、かすかに顔をしかめてカードシューに触れた。


　カードが来た。ドクターに10点札。バロットに10点札。伏せカードが置かれた。


　二枚目が来た。ドクターに10点札。バロットに10点札──フェイスカードは10点札。


　五枚の10点札が並び、ドクターが口笛を吹いた。その腕をバロットが二度叩いた。


《チップを沢山使わないと、私に勝てないよ》


　ドクターはにやりとなると、ヒットとステイ以外の、第三の選択を告げた。


「分割スプリツト」


　ドクターが両手の人差し指でカードを二つに分け、賭けと同額のチップを置いた。ディーラーは何とか微笑を絶やさぬまま、一方のカードに三枚目を乗せた。10点札だった。


「ステイ」


　四枚目が配られた。さらに10点札が現れた。バロットがドクターの腕を二度叩いた。


《ほら、まだ使える》


「なるほど」


　ディーラーの肩がぎくりと強張った。ドクターが言った。


「分割スプリツト」


　チップを積み、さらに10点札が来た。


「これは、ステイかな」


　ディーラーがもう一方のカードに二枚目を配った。10点札だった。


「分割スプリツト」


　どっとチップを積み上げた。ディーラーが苦しげに喘あえぎ、カードを引き抜いてドクターの前に開示した。またもや10点札だった。ドクターはステイ。さらにまた10点札が来た。


「まあ、ステイだなあ」


　ドクターがのんびりと言って、バロットに向かって鷹揚に笑いかけた。


「見なよ。僕は、これだけ使ったぞ」


《私も、分割スプリツト》


　10点札が来た。ディーラーは完全に表情を失っている。シャッフルで数十枚もの10点札を一箇所に集めれば、さすがに三十数枚の不使用枠に収まらない余剰分が出る。ディーラーはその余った塊をいくつかに分け、少額の賭けが予想される序盤に埋めたのだ。そうすることで中盤以降のゲームをプレーヤーにとってきわめて不利なものにするために。


　だがバロットがそれを掘り起こした。ディーラーが自ら作った金鉱脈を。無慈悲に。


《ステイ》


　一瞬、ディーラーがほっとした顔になった。ところがもう一方にも10点札が重なった。


　バロットは再分割リ・スプリツトし、10点札を得てステイ。他方にまた10点札が重なり、再分割リ・スプリツト。


　それが延々と続き、なんと六度目で、ようやく10点札に７のカードが重なってやめた。


　ディーラーは警官隊に包囲された銀行強盗のごとき有様だった。事前に通報された間抜けな強盗だ。しかも通報者はディーラーが震える手で開く伏せカードに他ならなかった。バロットが自滅のヒットで引き寄せたもの──山のカットの際、エレベーターの床のように10点札の塊の一つを運んだカードだった。


　開かれたのは、８。ディーラーは合計18。バロットたちが放った十発の弾丸は、うち最後の一発が外れ、残り九発が命中した。ディーラーはほとんど即死だった。










　　　　　４







『これで、手が届く』


　ウフコックが祝福するように文字を浮かび上がらせた。バロットは、ウフコックがこのゲームの間、ずっと自分の行動を黙って見守っていてくれたことに、感謝した。


『チャンスはあと数回あれば十分だ。確実に狙って行ける』


　青ざめたディーラーが、五十万ドルを超えるチップを配った。いよいよ目的のチップが現実味を帯びる一方、ディーラーのイヤホン越しにフロアマネージャーがわめき立てている様子が感覚された。チップの補給を頼まれた係の人間が管理室に事態を報告したのだ。


　リストにない予期せぬ大口の客ハイ・ローラーだ、というのがフロアマネージャーの見解だった。つきまくった挙げ句に勝ち逃げする大金持ちも、いかさま師と同じくカジノにとって面倒な相手だ。ディーラーの交代時間まで、プレゼントでごまかしながら、マキシマムを下げろというのがフロアマネージャーの命令だった。ホテルの無料宿泊券や飛行機のファーストクラスのチケットなどで。そんなものでごまかされては、たまったものではない。


『ディーラーを釘づけにするぞ。我々が扱いやすい客であることをアピールする。さもなければディーラーが交代させられるだけでなく、我々も席を立たなければいけなくなる』


　バロットは、ウフコックから具体的な指示を受ける前に、ふとディーラーが今最も欲しがっているものを思いつき、それを与えることにした。


《ねえ、叔父さん。ここからは、どれだけ使い切ったかで勝負しない？》


「……なんだって？」


《チップを先に使い終わったほうの勝ちってこと》


　ちょっと甘えたような口調を作り出すのに苦労しながら、そう声を放った。


　ドクターがぽかんと虚脱した。ディーラーは正真正銘の驚愕に打たれている。


「そりゃ……君、ゲームの趣旨から外れてるぞ。チップを増やすのがカジノのゲームだよ」


《だって、このままじゃつまらない》


「困ったな……。よし、じゃあ、ハイ・ロー・スプリットといこう。勝った分での勝負と、使った分での勝負だ。どちらかでも僕に勝ったなら、帰りに好きな物を買ってあげるよ」


《うん。それでいい。頑張って勝つ》


　不可解きわまりない会話だが、ディーラーにとって一つだけ確かな事実があった。


「この客は上玉のカモです」


　欲しがっていた確証を手に入れたディーラーは、勢い込むあまり掠かすれ声になってイヤホンに告げた。その通信をバロットだけが聞き取った。自分の獲物だといわんばかりのその言動に、バロットの中で、容赦という言葉の綴りスペルがねじれて消えた。


『よくやった。このディーラーは、カジノにおける責任も義務も忘れている』


　その言葉を握り、もう一方の手でチップを置いた。ドクターもチップを置き、ついにディーラーはマキシマムを下げる最後の機会を棄て、自ら致命的な泥沼に飛び込んだ。


『勝負に出る。戦略を三つに分け、一ゲームごとに戦略を移動する』


　ウフコックが告げた。バンクロールが三分割され、左腕の戦術表も三段階にわかれ、それぞれ全く違う指標のもとで管理された。三戦略の同時並行である。手持ちのチップを三つに分け、あたかも三人のプレーヤーであるかのように振る舞うのだ。


　一人はタイミングを計る負け役。一人はチップを維持し、稼ぐための補助役。そして最後の一人は、必勝の局面で全額を賭ける突破役だ。


　ドクターへのサインをふくめると四つの戦略ラインが実行されることになる。バロットも急に忙しくなった。次々に三つのプレーを入れ替えながらゲームを行うのだ。バンクロールが潤沢だからこその芸当とはいえ、もはや人間の脳が管理できる戦略ではない。ウフコックだからこそ瞬時に計算可能なのであって、ディーラーが見抜くのは不可能だった。


　高い勝率でゲームを消化する中、ウフコックの指示が来た。


『そろそろまた、ディーラーを刺激したほうがいい』


　終盤にさしかかっても、まだ必勝の局面が来ないゆえの判断だった。このままでは次のシャッフルで再びフロアマネージャーから指示が来る。その前にディーラーに打ち込む釘が必要なのだ。そしてウフコックの指示は、バロットが驚くほど、きついものだった。


　──本当に、そんなことを言って大丈夫なの？


『それくらいでちょうどいい』


　バロットはドクターを振り返り、教えられた通りに、その刃物のような言葉を放った。


《私、他の席に行きたいな》


　ドクターの顎がかくんと下がった。一瞬、ディーラーの表情が完全に凍りついていた。彼にしてみれば驚天動地の事態である。この何もわかっていない少女が、いきなり自分のテーブルを全否定したのだ。しかも馬鹿みたいに勝っているときに。


　ドクターが、ディーラーの気持ちを代弁するように異議を申し立てた。


「そりゃないよ。せっかく勝ちの波が来てるんだ。ここで忍耐を持たないと。だいたい、もっと使い切らないと勝てないと言ったのは君だろう？」


　ドクターは十分にバロットの意図を汲んでくれていた。ドクターが本当に席を立ってしまったらどうしようかと思っていたが、むしろ梃て子こでも動きそうになかった。


《じゃあ、もう少しだけ、ここで勝とうかな》


　これもウフコックの指示だ。その業腹な言い草に、ディーラーがぐっと息を詰まらせるのが感覚された。間もなく赤いカードが現れ、ディーラーがバストして一巡を終えた。


　バロットは敗れたディーラーに向かって、にっこり微笑んでやった。同情をこめて。


　ディーラーは暴徒に叩きのめされすっかり傷だらけになった鎮圧用シールドみたいな、ほころびだらけの笑みを返しながら、素早くカードをかき集めた。


　勢い込んで銃に弾丸を装塡するようだった。どうやって撃ち殺してやろうかという気配が指先からぴりぴり伝わってくる。ただし速いゲーム進行はカウンティングに非常に都合がいい。この点でもディーラーがカジノ側のセオリーを逸脱しているのは明らかだった。


　バロットがシャッフルに全神経を集中する間、ドクターはしきりに相手に声をかけていた。「君」とか「マーロウ」とか、とにかくディーラーを同僚か友人のように扱うのだ。思えばここに座った当初からそうだった。バロットもようやくその理由を理解した。ディーラーを個人として扱うことで、カジノでの職業的な責任を忘れさせるのが目的なのだ。


　驚くべき速さでシャッフルが終わり、ディーラーが赤いカードをバロットに手渡した。


　バロットはそのときすでに、カードの山において、最も死角となる一点を感覚している。


　ディーラーのシャッフルが全く想定していないその一点に、バロットは赤いカードを、ぽんと乗せた。差し込んだのではなかった。山の一番上に、重ねて置いたのだ。


　ゲームの習慣を馬鹿にしているともとれる態度だったが、事態はいっそう深刻だった。


　ディーラーの手が戸惑うように宙をさまよい、かろうじて滑らかさを失わない手つきでカットし直した。だが狙いが大きく外れたのがディーラーの手の震えからも見て取れた。念入りに弾丸を装塡した銃が、どういうわけか相手の手に渡っているようなものだった。


『今のは、君の判断か？』


　──うん。あれが一番良かったと思う。小さなカードが最後の部分に沢山入ったから。


『枚数は？』


　──三十枚。全部、７より小さいカードのはず。


　手袋の内側でウフコックが笑みを浮かべた気がした。優れた相棒を称賛する笑みを。


『よし。では、さっきのように君の言葉で、このディーラーを刺激してやろう』


　──今度は、なんて言うの？


　訊くのが怖いような気持ちだった。実際、とどめともいえる指示が来た。ウフコックの狙いは無慈悲なほど的確だった。バロットは思わず干渉して告げた。


　──あなたの名前を忘れそうになる。


『俺の名前？』


　──煮え切らない人ウフコツクって、いったい誰のことだろうって。


『やりすぎかな。しかし必要なことではあるんだ』


　言い訳がましい返答だった。バロットはくすっと笑って手袋を握り、指示に従った。


《ねえ、叔父さん》


　ディーラーの呼吸を読み、息を吐ききった最も抵抗の弱い瞬間を狙って、こう告げた。


《退屈だから、もっと素敵な男ひとがいるところに連れてって》


　先ほどのような場の否定ではない。個人の否定だ。ディーラーの表情に変化はなく、代わりに呼吸が止まった。息の根を止められたみたいに。事実、場を支配するという点で、この瞬間、マーロウ・ジョン・フィーバーという名のこの男は、死人同然となった。


　ドクターが気まずそうな顔で、バロットをあやすように説得した。


「彼ほどゲームを楽しませてくれるディーラーは他にいないよ。ほら、せっかくこんなに勝ってるんだから。ここでやめてしまったら、せっかくの勝利感を味わい損ねるよ」


　それから、ディーラーに向かって、肩をすくめてみせた。たっぷり同情をこめて。


「至らないことをお詫び申し上げます、レディ」


　ディーラーは奇跡のような自制心でしおらしげに詫びつつ、耳からイヤホンを外し、テーブルの下で握りつぶした。通信が断絶され、バロットはその様子を詳細に感覚した。


　ディーラーの耳元でわめいていたフロアマネージャーの最後の言葉は、マキシマムを下げられないなら、今すぐローテーションを繰り上げて他のディーラーと交代しろ、だった。


　かくして驚異的なまでに心のこもらない笑顔を浮かべ、羞恥と憤怒の溶岩で満たされたディーラーは、理由もわからず負けつくすための急角度の坂道を自ら転がり落ちていった。


『下手に有能なディーラーであるだけに、カジノ側も対応が後手に回ったな。このディーラーが駄目になったのか、勝算があるのか、フロアマネージャーも判断がつかないんだ』


　バロットは心の中で肩をすくめた。客をカモ扱いすることに慣れた男が、人を落とすためにせっせと掘った穴に自ら落ちたところで、いささかの憐れみも感じなかった。


　勝率は六割から下がらず、９のカードが出尽くした。10点札とそれ以外のカード比が激変し、Ａの塊という別の金鉱脈が現れては消えた。バロットは穏やかな呼吸で、波立つ心を抑えた。嵐の到来を予兆するように小さなカードの凪なぎが連続し──やがて、来た。


『全額勝負だ』


　指示に応えて、バロットはそれまで伏せ続けてきたバンクロールに手を伸ばした。


　三つに分けたうちの一つ。必ず勝つ瞬間に賭けるため温存し続けた伏兵だった。チップ一枚の額の大きさから、それほどの山にはならない。だがその桁を見て取ったディーラーが、体に電流でも流されたかのように、びくっとカードシューから手を離した。


《沢山使わないと、ちっとも減らない》


　バロットが告げた。ドクターがポーカーのレイズに応えるようにチップの山をつかんだ。


「よろしい。受けて立とうじゃないか」


　バロットの前に五十万ドル。ドクターの前には三十万ドルが積み上げられた。


　通りがかった客たちがその様子に気づき、次々に足を止め、ひそひそとささやきを交わして勝負に注目した。周囲は一転してざわめきに包まれ、ディーラーはどうにかカードシューへ手を戻した。そして、渾身の微笑みを浮かべてみせながら、カードを抜き放った。


　８だった。誰のカードが、というのでもない。大半がそうだった。


　ドクターは８と８で、16。バロットは８と７で、15。そしてフェイスカードも８。


「ステイ」


《ステイ》


　ドクターとバロットが即座に告げた。ディーラーが息をのんだ。まさか、という驚愕に今さら襲われたらしい。だが何もかもが遅かった。戦慄わななく手で、伏せカードを開示した。


　７だった。さらに一枚引いた。８が現れ、合計15のカードに重なった。カードシューには、赤いカードがぴたりと現れている。


　バストした手を前にしてディーラーがその場で失神しそうなほど顔を青ざめさせるのをよそに、わっと客たちが沸騰した。


　７と８の魔法だ、という言葉が何度か背後から聞こえてきた。客の中にも一連のカードの意味を知る者がいるのだ。一枚の過不足もなく完璧な勝利をもたらした配札を。


　残りカードが、二枚の７と、四枚以上の８の場合、どんな引き方をしようともルール上、必ず勝つ。プレーヤーはただステイするだけでいい。14であれ、15であれ、16であれ、どんな組み合わせでカードを引いても、必ずプレーヤーは生き残り、必ずディーラーは次の一枚でバストする。まさしく一〇〇％の勝率だった。カジノ側に有利に設定されたはずのルールが完全にひっくり返り、ディーラーに必敗をもたらす超ショートレンジで引かれる銃の引き金だ。しかもまたもや引き金を招いたのはディーラー自身だった。カードシューの最後にある三十数枚が全て７より下ならば、当然、残りカードを完全に特定できる。


　ドクターがひょいと手を上げ、意味深な笑みを浮かべた。バロットも咄嗟に手を上げ、ぱん、と音を立ててドクターの手を叩いた。無邪気な笑顔を作り、にっこりと告げた。


《使い切らずに増えちゃった》


「まったくだ。では一つ、こいつをひとまとめにできる、大きな器を用意してもらおう」


　静穏が身上のＶＩＰフロアに、客たちの歓声とざわめきが広がった。フロアワーカーやフロアマネージャーたちが驚きの顔で寄ってくるのを、他ならぬ目の前のディーラーが手振りで止めた。誰も、その売れっ子ディーラーの襟首をつかんでテーブルから引き離すような真似はしなかった。代わりに、ディーラーがフロアワーカーの一人を手招くと、ドクターの要求を叶えるよう命じた。このカジノにおける、最高の宝箱を運んでくるように。


　フロアワーカーは目を白黒させながら命令に従い、足早に去った。


　間もなくフロアマネージャー格の一人が、複数のワーカーを引きつれ、両手に朱色の箱を抱えてやってきた。どうやらディーラーに命令していたマネージャーではないらしい。むしろ特別なショーが始まって、自分も出番を与えられたというような嬉しそうな顔でテーブルに歩み寄り、その場にいる人々に向かって、うやうやしく箱を開いてみせた。


　たちまち箱から輝きが溢れた。十二枚の金色のチップが放つ夢のような黄金色の輝きが。


　興奮の声を洩らす客たちを振り返ってドクターが会釈し、それからバロットを促した。


「さあ、どれでも好きなのを一枚選んでごらん」


　バロットは箱に手を伸ばし、チップの表面を撫でていった。選えり好みするように。オクトーバー社の社章が刻まれた四つのチップだけが、他とは違う材質であることがはっきり感覚された。バロットはしっかりと確信をもって、その一つをつまみとった。


「残りも、そこに置いといてくれないか。まだいくつか必要になるかもしれないからね」


　ドクターの言葉に、どよめきが起こった。百万ドルチップを賭けた勝負など、普通はショーの中でしかお目にかかれない見せ物だった。たまたま通りがかったテーブルで、ショーではない現実の巨額の賭けを見ることができるという幸運に、客たちが沸いた。


　ディーラーは、この前代未聞の失態を嘆くどころか、むしろますます怒りを溜めて、すぐに奪い返してやる、という目配せをマネージャーに送り、テーブルの端に箱を置かせた。


　その間にもウフコックは密かに、チップの中身を摘出している。


　バロットの手を拳の形に固定し、その中に超小型の加工室を出現させた。極小のカメラとレーザーカッターが数ミリの隙間を移動し、チップ内部をスキャンしながら切り開く。そうして目的の品が難なく取り出されるのをバロットも感覚した。


『あったぞ。シェルの記憶が記録された媒体だ』


　記録媒体チツプが抜き取られ、手のひらに作られた小さなポケットに収められた。ポケットの口が塞がれ、衝撃吸収材と電磁波防止材で覆われた。チップを加工した痕跡が消され、全てが二分ほどで終わった。殻にも白身にも手をつけず、まさに黄身だけ奪ったのだ。


　バロットは解放された右手をゆっくりと開き、空っぽになった金色のチップを見つめた。


『まずは、一つ目だ』


　バロットは、ウフコックの言葉が浮かび上がった左手を握りしめた。


　そのとき、突如として、これまでにない感覚に襲われていた。不思議な衝撃だった。ウフコックからの文字は常に手袋の裏側に表示されている。にもかかわらず、そのとき確かにバロットは、ウフコックの言葉を、自分以外の誰かに見られた気がしたのだった。
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「誰がカモだかわからんなぁ、こりゃあ。見ろ、フロアマネージャー」


　男がモニターを指さし、のんびりとした口調で言った。いかつい男だ。肩が広く、体のどこもかしこも分厚かった。厳いかめしいひげ面だが、表情には妙な愛嬌がある。フェイクレザーを張った回転式のアームチェアに深々と座り、長い両脚を伸ばして左膝に右膝を置き、壁一面に設置されたモニターに向かって〝面倒だからこっちに来ないでくれ〟と言いたげに靴底を突き出している。ドアのプレートには『チーフ室』とあり、大勢の人間が詰める監視フロアではなく、この男個人の職場らしかった。


「いいように遊ばれてるって感じだ。今にもローストされそうなのはどっちだと思う？」


「は……、はい、チーフ」男の後ろで、焦りと不安におどおどしながら立っているフロアマネージャーが答えた。「どうも、私には、マーロウのほうかと思われます……」


「うん。俺にも、そう思われるよ。なのに君が交代しろと命じるや否や、マーロウと通信できなくなった。マーロウは、どうやら君が考えを変えたに違いないと判断し、いまだにあのテーブルにいるが、実はそうではない君がここにいる。ポーカールームといい、ルーレットといい、なんで今日はこうも解雇者が多いんだろうな、フロアマネージャー？」


　解雇者という言葉にフロアマネージャーがぎくりとなる。ディーラーの暴走など、管理を任されたフロアマネージャーからすれば自分まで道連れにされかねない脅威の事態だ。


「まあ仕方ない。この客が映っている画像を、グラフィックス検索にかけて収集してくれ」


　男は、さもやる気がなさそうに黒く艶めく口ひげをいじりながら言った。


「で、ではチーフは、この男と娘が、クロだとお思いで？」


「いざというときのオーナーへの言い訳さ。放っておいた後で、クロだと判明してみたまえ。俺と君まで、マーロウと一緒に仲良く就職斡旋所ダツク・パツカー行きのバスに乗らなきゃならん」


「は……で、では、チェックに入るスタッフは何名ほど……」


「君だけで十分だろう。ファイルを二十個ほど作って俺に転送したら、あとは寝てりゃいい。一応、何十人もでチェックしたってふうにしておいてくれ」


「はい。あの、寝ていればいいというのは……」


「そうしてくれれば、いざというときに俺のほうの言い訳が立つさ。君はこれだけど」


　男が指で自分の首をかき切る真似をしてみせた。フロアマネージャーが慌ててうなずき、きびすを返した途端、その眼前にぬっと現れた人影に、凍りついたように立ち止まった。


「俺が大事な取引をしている最中に、お前らに呼ばれるとはどういうことだ!?」


　ヒステリックな声が、わんわん部屋に反響した。その顔を飾る変光カメレオンサングラスが、今はコマドリの卵の殻のような碧みどり色をしている。


「ええ、どういうことなんだ？　ハウスリーダー？　チーフ？　特別顧問どの？」


　全て男の肩書きであり、他にもっと呼んでほしい名はあるかと詰問するようだった。


　男はくるりと椅子を回転させ、突然現れたシェル[image: ]セプティノスに向かい合い、降参するようにぼんやり両手を上げつつ、フロアマネージャーのほうに、ぼそぼそと訊いた。


「呼んだの？」


「は、はい……そ、そういう規則でしたので」


「そうだね。そういう規則だったね」


　男が、小学生を誉めるような口調で言った。フロアマネージャーは、男とオーナーの間で板挟みになって、一回り小さくなったように肩をすぼめている。


　ずかずか部屋に入ってきたシェルが、二人を睥へい睨げいするような視線を叩きつけて吠えた。


「で、どこの金持ちが馬鹿勝ちしているせいで、お前らの背骨がのけぞってるんだ？」


「女の子連れの、キザ野郎ですよ。別に女の子を連れてるからキザ野郎だってわけじゃなくて。要するにキザ野郎です。叔父と姪めいらしいというのが、現場からの報告です」


「勝率は？」


　男は、さも大したことはないというように肩をすくめて答えた。


「六割強から七割弱」


　シェルがサングラスを外し、驚きと怒りでぎらぎらした皇帝緑エンペラーズ・グリーンの瞳を男に向けた。


「六割？　六割と言ったのか？　ゲーム数は？」


「最後に確認した時点で、二百十六ゲームですな」


「どんな賭け方をしてるんだ？」


「セオリーも何もなし。意味不明です。ときどき基礎戦術ベーシツクを使いますがね。それ以外は、ただ単に素人が好き勝手にチップをばらまいているようにしか見えませんな」


「好き勝手にチップをばらまいた結果、百ドルが十ゲーム後に七百ドルになるわけか」


「まあ、そういうこともあります」


「確かに俺にも経験がある。だが無作為にチップをばらまいて勝率が六割を超える確率が、どれくらいあると思ってる？」


　男は面倒くさそうに口をへの字に曲げながら、右手の人差し指と親指でＯＫサインのような円を作ってみせた。円に意味はなく、指と指の隙間に言わんとするところがあった。


「そうだ。数千分の一の確率だ」


「ゼロじゃあないですな」


「ふざけて言ってるのか、アシュレイ？」


　シェルが獰どう猛もうな声を放った。フロアマネージャーは震え上がったが、男は叱られても反省のない子供のように相変わらず両脚を伸ばしたまま、円を作った指で髭を引っ張った。


「そいつらを、カウンティングのプロとして今すぐ処理しろ。命令だ」


「プロ、ねえ……私には、あんまりプロのようには見えないんですが」


「それを判断するのは俺だ。どれだ、見せてみろ。そのキザ野郎を」


　シェルがチェッキング・モニターに歩み寄り、呆れた表情を浮かべた。


「こいつか。なるほど、キザ野郎だ。どこかのボンボンが勘違いしてポン引きの格好をしたみたいだ。確かに、プロだったらこんな馬鹿げた格好は……」


　その声が尻すぼみになり、消えた。いっとき電子機器の低い唸り声だけが部屋に響いた。その沈黙に耐えきれなくなったフロアマネージャーが、おそるおそる呼んだ。


「オーナー……？」


「なんだこれは!?」


　シェルが爆発した。フロアマネージャーが跳び上がり、男もさすがに眉をひそめている。


「なんだってここにいるんだ！　しかもあの女が、俺のチップに手を触れてるだと!?」


　度肝を抜かれた蒼白の顔でモニターを見つめるシェルに、


「お知り合いで？」


　男がとぼけた調子で訊いた。シェルは顔を引きつらせ、手にしたサングラスのレンズとつるの接合部で、右のこめかみを搔き、埋め込まれたインプラントに当たってかりかり鳴った。まるでサングラスを梃て子こにして特大のかさぶたでも剝がそうとするようだった。


「何をしてる。今すぐこいつらを殺せ。カードで切り刻め、アシュレイ。お前がいつもやるように」


「は……？　それは、非合法的に？」


　男が、指を銃の形にかたどり、銃身をあらわす人差し指をモニターに向けてみせた。


　フロアマネージャーがぽかんとなった。シェルは尊大に首を横に振ってみせ、


「それはお前の仕事じゃない。合法的にだ。連中の運を根こそぎにしろ。こいつらが持ってるちゃちな勝負心を踏みつぶせ。この先まともに生きられないほど、徹底的に」


　サングラスでこめかみを搔くのをやめ、ぎゅっと髪の生え際に押しつけた。それが拳銃であり、これから自分の頭に向かって発射するというように張りつめた表情になった。


「とうとう俺の時間を真っ黒に塗りつぶしに来たってわけだ。時間は重要だ。過ぎてゆくとか、もったいないとか、そういう問題じゃない。過去の時間が、人生の残りの時間に影響を与えるからだ。わかるか？　俺は時間の呪縛から逃れたおかげで、ここまで登りつめることができた。だが完全じゃない。こういう状況になることだってある。忘れたはずのものがフラッシュバックになって戻ってくることが。それは最悪の呪じゆ詛そだ。その呪詛を吹き消すために、お前のような男を雇っているんだ。カードの殺し屋を。わかるな？」


「はい、まぁ……わかったような、わからないような」


　男がぼそぼそ答え、ふと思い出したように別のことを言った。


「ところでオーナー、今日の解雇者のことなんですが」


「なんだ？　ポーカールームのいかさま野郎メカニツクがどうした？」


「いやいや、あんなじゃり垂れどもは、どうだっていいんです。それより今夜、ルーレットのほうで、解雇者が一名ほど出たんですがね」


「ああ。あの女がどうした？」


「ベル・ウィングをクビにするようなカジノは、このあたりの業界ではあまりない」


「はっきり言え」


「解雇を取りやめてもらえませんかね。従業員を代表して、お願いします」


　シェルは白い歯を剝き出しにし、せせら笑って男を見た。


「どんな従業員の代表なんだ」


「もちろん、オーナーに忠実な従業員の代表ですな」


「いいだろう。考えてやる。ただし、お前が仕事をしたらだ。俺は大事な取引相手を接待しなきゃならん。その間に仕事を片づけろ。そのための高い金を貴様には払ってるんだ」


「了解です、ボス」


　男がうやうやしく頭を下げた。とはいえ椅子に座ったままだったが。


　シェルはもう男には目もくれず、自分を鼓舞するように背筋を伸ばし、


「これ以上、あいつらを俺の懐に潜り込ませるな」


　そう命じて再びサングラスをかけ、ドアを蹴り破りかねない勢いで管理室を出ていった。


「なんだかわからんが、実際に引き金を引かされる仕事にだけは就きたかないねえ」


　男はしみじみとした様子で椅子を回転させ、フロアマネージャーに向き直った。


「ああ、君。さっきの話だが、ファイルを二千個にし、待機中のディーラーを総動員して、あの二人が現れてから今までの行動を追わせろ。判明したことは全て俺の耳に報告だ」


　そう言って自分のイヤホンを叩いてみせる。フロアマネージャーの顔が引き締まった。まるで突撃を命じられた兵士さながらの表情だ。それも必ず勝つとわかっている戦争で。


「俺がこの二人の相手をする。生かして帰すな」


　フロアマネージャーは敬礼じみた動作をし、今度こそきびすを返して部屋を出ていった。男はその背を見送り、くるりと椅子を回してモニター群に向かい合い、溜め息をついた。


「犬が尻尾を振ってるのか、尻尾が犬に振らせてるのか。どっちにしろ面白くもない」


　ますますふんぞり返りながらコントロール・タクトを振った。赤いポインターの光点に反応し、モニターのビューが次々に切り替わっていく。それぞれのモニターが時間を逆行させ、あるいは行きつ戻りつする。ふとその一つを停止させ、ついでコマ送りにした。


　男はモニターに映る少女の、一瞬一瞬の動きをしげしげと見つめ、


「左利きか」


　臭いを嗅ぐ犬のように鼻を鳴らした。だが少女は右手でチップを握りしめている。それもずいぶん長い時間。マルドゥック市シテイに存在する中でも最高額を誇るしろものを。


「ふうん……そういうことか」


　欠伸あくびでもするように独りごちつつ、目はぴたりと少女の左手にあてられている。


「何の仕掛けか知らないが……よく出来た手袋だな」


　口調は面倒くさそうなままだったが、にわかに表情は生き生きとし、興味深い玩具を見つけた子供のようにぱっと立ち上がると、男──アシュレイ・ハーヴェストは、ぶらぶらとした足取りで自分も部屋を出ていった。





　シェルは自分のオフィスに飛び込むと、ホラー映画で追い詰められたヒロインが部屋に閉じこもるときのように、もの凄い音を立ててドアを閉めた。それから部屋に並ぶマイクの一つをひっつかむと、自分がホスト役をしている重要な客を今しばらくスタッフに任せるよう指示を投げながら、もう一方の手で携帯電話のリダイヤルボタンを押し続けた。


　回線がつながった。シェルがフラッシュバックを消すために雇った、もう一人の男に。


《俺だ。取引の最中ではなかったのか、ミスター・シェル》


「ボイルド！　こんな大変なときに、お前はいったいどこにいる！」


《捜査中だ。どうした》


「捜査？　捜査だと？　あいつらがいるんだ！　パーティに出るって感じで着飾って！」


《やはり、そうか》


　ぼそりとした声が来た。シェルが意表をつかれて沈黙した。


《あんたの店を捜査中だった。『エッグノッグ・ブルー』だな？　至急、向かう》


「わ……わかっていたのか？　俺のカジノのどれかに、あの連中が来ることが？」


　この状況が何を意味しているか察したシェルの目が、サングラスの奥でみるみる恐怖に見開かれていった。


《あるんだな？》


　だしぬけにボイルドが訊いた。シェルが、びくっとなって誰もいない部屋で後ずさった。


《あんたの取引の鍵を詳しく話す必要はない。今そこにあるかないかだけでいい》


　シェルは、口を開いたり閉じたりし、胃を絞り上げられるような呻うめき声で言った。


「ここは……俺が最初にショーに立った店だ。全てはここから始まるんだ。ここは血で汚すな。絶対に。もし汚せば、綺麗にするために俺の記憶をさらに削り落とすことになる」


《……一時間で着く。あんたが最善の選択をしたことを証明するのが、俺の有用性だ》


　通話が切れた。シェルは、ひくひく喉を震わせ、ヒステリックな笑い声を漏らした。


「有用性。そう……なくてはならない存在だ。俺の汚い過去ジヨツシユを粉砕する本物の鉄槌だ」


　口に出して言うことで、遙か彼方に遠ざかっていた自信が再び戻ってくるのを感じ、にんまりと笑った。サングラスの色は、いつの間にかシャープな赤い色に変貌していた。





「ここを立ち去るのは、少し早いんじゃないか？」


　まさにちょうど控室で手荷物をまとめ終えたベル・ウィングは、自分を呼び止めた男を涼しげに見返した。


「アシュレイ・ハーヴェストは、解雇者に余計な気を遣うような男だったのかい？」


「なに、本当なら俺以外の高給取りには全員辞めてもらうに越したことはない」アシュレイは恐れ入ったように肩をすくめてみせた。「だが、あんたは業界に名だたるスピナーだ。大事な客寄せだし、業界での責任ってものがある。後継者も育てずに去るのか？」


「あんたがいつから経営者気取りになったかなんて興味がないけどさ。あたしは別にこの解雇を不当だとは思っちゃいないんだよ」


「おや、それは初耳だ」


「そうかい。だったらよく聞きな。これは、あたしの意志なんだ。誰にも文句を言われる筋合いはないんだよ。だいたい、あたしがこれで引退するだなんて、誰が言ったのさ」


「別にそうは言っていない。ただ、あんたが自分の後継者の目当てを付けちまったっていうんで、ルーレット台のヒヨコどもが泣いてたんだがね」


　ベル・ウィングは、しみじみとした様子で、うなずいてみせた。


「確かに、あの子は、そうさね……一流と呼ばれるヒヨコどもが、まとめてかすんじまう逸材だ。別にヒヨコどもが悪いってんじゃない。あたしの目にそう映ったってだけさ」


「あんたの目に映りたがってる人間にとっちゃ残酷な話だよ。それで？　その子を育てるつもりで、ここを出るのか？」


「あの子はそんなこと望んじゃいない。あたしはただボールを投げ続けるさ。右回りになることを期待して。もしかすると、あの子が来るかもしれない……そう思いながらね」


「だったら、もうしばらく、ここでそうしていてもいいんじゃないか」


　アシュレイがさらに言い返す。ベル・ウィングは何も言わず、かぶりを振ってみせた。


「全従業員を代表して、俺とオーナーの間にオッズを成立させたと聞いてもか？」


「あんたがあたしに恩を売る理由は？　あんたが正式な経営者になれるよう、カジノ協会で推薦する人間の頭数に入ってほしいのかい？」


「いやはや……あんたは根っからのギャンブラーだ。というより高利貸しみたいだ。いちいち俺の言葉の担保価値を調べちまう。大した博打屋の鑑かがみだよ」


　アシュレイは宣誓するように右手を上げ、ささやくように告げた。


「相手の正体が不明なんだ。今までに見たこともないパターンだ。仕掛けの目星もついている。ただ、解析にあたらせてはいるが、スタッフがグラフィックス検索のフルマラソンを走り終える前に、相手はゴールインしてる可能性もある」


「そんな強敵が？」


「ブラックジャックで百万ドルチップを要求してきた」


　ベル・ウィングが、聞き損なったとでもいうように、眉をひそめた。


「しかも残り十一枚の金貨を、テーブルに置いておけと言ってきているそうだ」


「あんた以外に、そんなことができるやつがいるとはね」


　ベル・ウィングの目が控室のドアのほうを向いた。従業員のための裏口のドアではなく、そこから出てカジノフロアへ続く廊下に出るほうのドアを。


　アシュレイがにやっと笑った。


「見ておきたいだろう？」


　ベル・ウィングは横目でじろっとアシュレイをにらみつけた。


「相手を見てから決めるさ。つまらなさそうな相手だったら、さっさと帰るよ」


　大して期待していない様子で告げ、私服のままフロアに向かって歩き出している。


「相手が強敵だから、次にそいつらが来るときのためのチェッカーが必要ってわけかい」


　アシュレイは鷹おう揚ように肩をすくめ、ベル・ウィングの隣に来ながら言った。


「そういうことだ。百万ドルチップに手が届いた仕掛けとなれば、真似する連中がいる」


「封じ手を考えついたとして、どこに提出する？　まさか、うちのオーナーかい？」


「馬鹿言っちゃいけない、ベル・ウィング」


　アシュレイは蠅でも追い払うように手を振った。


「協会の理事会につてがある。封じ手が協会全店で使われれば、まとまった金が入る。そうすりゃ、あんな馬鹿なオーナーのために仕事をしてやる気も起こらなくなるだろうさ」


「あんた、ここが気に入ってたんじゃないのかい？」


「大したトラブルもなく、高給が入るんで目をつぶってたがね。さすがにやってられんよ。十五の少女を養育権もなく同居させた上に、車のエンジントラブルで焼き殺したがるオーナーだぞ。なんで協会がまだあの狂犬みたいな男に仕事をさせるのか不思議で仕方ない」


「確かに大いなる不思議さね」ベル・ウィングは冷ややかに突っぱねた。「オーナーの本当の仕事なんざ知りたくもないよ。そんなことに首をつっこませて、老い先短い命を縮めさせないでほしいね。とにかく相手がつまらなければ、あたしはさっさと帰る。あたしの息子どもは、もう養ってやる必要もないんでね。あたしは多分、老いさらばえた者の最後の生き甲斐を探してたんだろうよ。そいつが見つかれば、ここには何の用もないのさ」


　アシュレイは、自分が代わりにもっと素晴らしい生き甲斐を与えてやるとばかりに、ベル・ウィングとともにＶＩＰルームへ乗り込み、うやうやしげな調子で一角を指さした。


「あのテーブルだ」


　ベル・ウィングがぴたりと足を止めた。


「あの子かい……」


「あの子？」


　アシュレイが訝いぶかしげに繰り返した。それから、ベル・ウィングの表情を見て、呆あつ気けに取られたようになった。ベル・ウィングはアシュレイを見ずに、うなずいてみせた。眼まな差ざしはじっとその少女に向けられている。ＶＩＰテーブルで、ディーラーのシャッフルに一心に注意を向けている少女に。


「あの子？　ベル・ウィングの後継者とみなされた子？　これは参った、とんだ強敵だ」


　そう言いながらアシュレイは張りきったように浮き浮きと指の関節を鳴らしてみせた。


「さあ、どうする、ベル・ウィング？　さっさとバスに乗って帰るか？」


　ベル・ウィングは厳粛な面持ちで、挑発するアシュレイを無視して低く呟いている。


「十五の少女……。車のエンジントラブルで焼き殺された……そうかい。大きなことをしようってのはそういうことだ。あの子の前に、あんたが立ちふさがるってことは、聖霊があの子にお与えになった試練だ。そして、あたしは証人としてここに導かれたんだ」


　アシュレイはびっくりしたように、こわごわとベル・ウィングの顔をのぞきこんだ。


「啓示でも受けたのか？　スピナーをやめて次は預言者にでもなるつもりか？」


「願わくば、あんたに信心があってほしいよ。ここに呼んでくれたことには感謝するけどね。ただし、あたしはただのチェッカーだ。一切、手は出さない」


「もちろんそれで十分だ。あんたが証人なら協会だって納得する。しかし、ベル・ウィング……あんた、あの二人のことをどれだけ知ってるんだ？」


「何も知らないさ。そう……何もね。せいぜい、あの子の名前くらいだよ」


　アシュレイが、それだけでもいいから教えてくれ、というように両手を広げてみせた。


「ルーン[image: ]バロット──それが、あの子の名前さ。誰がつけたんだか知らないけどね。殻の中で死んだ鳥の名前をつけるなんてさ。哀しい名前、切実な名前だよ」





「マーロウ・ジョン・フィーバー」


　ディーラーが、ぞっとした顔で振り返った。バロットに最初の収穫をもたらしてくれたディーラーは、その厳めしい呼び声によってシャッフルを止められていた。


「雇用推薦状だ」


　いかつい男が大股で歩み寄り、一通の封筒をディーラーの胸に押しつけた。ディーラーにとっては銃で脅されるのと同じくらい屈辱的で、そして否応がなかった。


「宛名は書いてない代わりに俺がサインしてある。何通でもコピーしていい。それを持って、オーナーに見つからないうちにさっさとバスに乗りに行け。お前は、ここでスターになることには失敗したが、次の職場で再起すればいい」


　マーロウという名のディーラーは完全にうなだれた。バロットやドクターのほうは見ようともしなかった。躍起になってシャッフルしていたカードを置き去りに、面白い見せ物でも眺めるような目つきの客たちに見送られながら、何か大きなものでも背負ったように、がっくり肩を丸めて去っていった。敗退という言葉がこれほど似合う退場もなかった。


「私に言ったのとは、だいぶ違うね。本当にあんたのサインかどうかも怪しいもんさ」


　老婦人が現れた。ベル・ウィングだ。バロットの視線は、新たに現れたディーラーらしき男や、去りゆく敗者ではなく、もっぱら老婦人の凛りんとしたたたずまいに向けられた。


「こんばんは、淑女と紳士の方々」男がテーブルの向こう側に立ち、丁寧にお辞儀をして言った。「うちの小僧っこが駄々をこねましてね。いつまでもあなた方と遊びたがってたが、規則ってものがありますので。今からカードを替えますが、よろしいですかな？」


　そんなふうにディーラーの交代を告げられ、ドクターも鷹揚な素振りで問題はないというようなことを返した。男はうなずくと、全カードをテーブルの下の使用済みカード入れに放り込んでしまった。そして新しい組デツキを六つ取り出し、封印紙を丁寧に破って新たなカードをあらわにした。ドクターが、いいだろう、というようにうなずくのを確認してから、丁寧な仕草でシャッフルに入った。


　そこでベル・ウィングがバロットを見た。笑みはなく、しかし十分に親しみをこめて。


「こんばんは、ルーン[image: ]バロット。また会ったね」


《はい、ベル・ウィング。また会いました》


　思わず笑顔になった。なぜ彼女が現れたかという疑問より、また会えた嬉しさのほうが強かった。何より安心していた。ベル・ウィングの服がカジノの制服ではないと知った上での安心だ。その姿が解雇を明白に物語っていたが、不思議と罪悪感は感じなかった。このカジノでの彼女との勝負は決着がついたのだという確信だけがあった。


「やっぱり、あんた、ここで何か大きなものを狙ってたってわけだね」


　ベル・ウィングの口調は、敵意や痛つう悔かいとはほど遠い、清せい々せいとしたものだった。バロットはまたまた嬉しくなって、つい賢さかしげに応えてみせた。


《遊ばせてもらってるだけです。何か学べる気がして》


「あんたは何だって学んじまうだろうさ。そういう顔をしてるよ」


　ベル・ウィングがシャッフルの様子に目を向けた。バロットにもよく見ておけ、と忠告するように。むろん、バロットは新たなディーラーのシャッフルをしっかり感覚している。丁寧で無駄がなく、滑らかというより、ずいぶん無造作だ。先ほどのディーラーが滑らかに見せていたのとは違い、淡々と自分の仕事をこなしているようだった。


《あなたも、ブラックジャックを？》


　バロットが訊くと、ベル・ウィングはシャッフルを見つめたまま小さく顎を振った。


「いいや、私はこの男にそそのかされて、あんたたちの勝負を見物するところさ」


《あなたのお知り合いですか？》


「アシュレイ・ハーヴェスト。業界の用心棒さ。この男が出るってことは並大抵のこっちゃないんだ。あたしは、この男相手にあんたがどれだけ頑張れるか見たくて、こうして突っ立っているんだ」


　アシュレイがちらりとバロットを見た。


「彼女はフェアな勝負のための立会人です。まぁ、お気になさらずに」


　先ほど去っていったディーラーのように気負い込んでもいなければ、これまで見てきたどのディーラーよりも不敵な感じがした。それこそ、ベル・ウィングよりも。


「この男の運は、あたしみたいに左に回りはしない」ベル・ウィングが完全な断定口調で告げた。「この男には弱みってものがないのさ。それを覚えておきな」


《はい》


「あたしは後ろで見守るさ。勝負の全てをね。それでいいんだろう、アシュレイ？」


　アシュレイがベル・ウィングに向かって大きくうなずき返した。そして驚異的な速度で仕上げたカードの山を場に積み、低いが、よく通る声で告げた。


「今からここはあんた方の貸し切りテーブルだ。ポーカーでのいかさま野郎メカニツクどもや、こちらのベル・ウィング、ならびにここにいた優秀な若造を、まとめて失業させてくれたことへの、ささやかなお礼だよ」


　足取りはつかめている、といわんばかりだった。宣戦布告に等しいその口振りに、背後でいまだに観戦している客たちも、いよいよ百万ドルチップを賭けた真剣勝負が始まる期待から、しきりにささやきを交わした。誰もバロットのいるテーブルに座りたいと不服を申し出たりはしなかった。


『予想された反応だ。君は相手にするな。ドクターに任せておけばいい』


　ウフコックが告げた。ドクターは不敵に肩をすくめて笑っている。


「貸し切りとは、豪勢じゃないか」


「そのほうが勝ちやすいでしょう？」


　アシュレイがにやりと笑ってみせた。まるで共犯者のように。カウンティングには勝負数が必要であることを、こんなふうにずばりと口にするのが驚きだった。


「というわけで、ミニマムは十万ドルくらいで、よろしいでしょうか？」


　ドクターも負けじと腕を組み、まるで野菜の値下げ交渉のように首を振ってみせる。


「それが、このテーブルのルールかね？　ちょっと高いな。他に移りたくなったよ」


「では、ミニマムは十ドルということにしよう」


　アシュレイはあっさりと訂正した。


「そうすれば、あんたのそのチップだけで、十万回は賭けられるじゃないか？」


　とバロットの手にした百万ドルチップを指さして言った。ドクターが素早く言い返した。


「では、十ドルで商談成立かな」


　アシュレイはうなずいて赤い透明なカードを場に置いた。バロットとドクター、どちらが差し込んでも良い、というように。ドクターが率先して手を伸ばし、


「ずいぶんとまた破天荒なディーラーだが──見かけ倒しでないことを期待するよ」


　相手をいなすように、赤いカードを手にすると、丁寧に山に差し込んだ。


　アシュレイが、ひょいひょいと山をカットし直した。山がカードシューに収められ、アシュレイの無骨だが余計な動きは皆無と言っていい手が、ぴたりと一枚目に当てられた。


　ドクターとバロットがチップを置いた。アシュレイが、さっと最初の一枚を抜き放った。


　ゲームが開始された。


　生き残るべき最後のゲームが。










　　　　　２







「引き分けドロウですな」


　アシュレイが言い、手をさっとひと振りしただけで、場のカードがすっかり廃棄されている。他は何も動かなかった。チップも、戦略も。時間とカードだけが消えていた。


　ドクターが、ゆっくり二度まばたきしてから、さらにチップを場に積んだ。


　バロットは呆然となって置かれたままのチップを見つめている。


　カードが配られた。アシュレイのフェイスカードは、７。


　ドクターは９とＪで19──ステイ。


　バロットは７と３──ヒット。９が来た。合計19でステイ。まずまずの手だ。そのはずだった。


　伏せカードが開示された。９だ。合計16。ルールにより、さらに一枚引かれた。


　現れたのは３。アシュレイが場を見渡した。


「引き分けドロウですな」


　周囲の客が、感嘆すべきか呆れるべきか、反応に迷うような溜め息をこぼした。


　実に十六回目のゲームだった。勝率はゼロ。金額増減もゼロ。バロットもドクターも何も失わず、ポイント数だけが変化する中での、連続十六回の引き分け。


　ドクターが、ぐっと喉を鳴らし、どうにか言葉を絞り出した。


「なんとまあ……珍しいこともあるもんだ。全く微動だにしないなんて……」


「あなた方の運が、このカジノに匹敵している証拠ですな」アシュレイが真面目な顔で言った。「実に素晴らしい。あなた方は強敵だ。私も気が抜けませんな」


　ほとんど愛想のような口調からは何を考えているのか全くつかめず、


　──この人、どういう人なの？


『読めない』


　というウフコックの信じがたい返答に、バロットは愕然となった。


『わからない。何を意図しているんだ？　楽しんでいるのか？　怒り？　君がカードを引くことを悲しんでいる？　訳がわからない。ごたまぜだ。何の臭いなんだ、これは』


　悲鳴のような言葉がバロットを不安にさせると察したか、すぐに全て消えた。それから、


『分析する。最適戦略でしのげ。カウンティングが封じられたわけではない』


　バロットは、かろうじて了解の合図として、膝の上で軽く左手を握りしめた。


　十七回目のゲームも引き分けで終わった。異様な緊張と疲労があった。どうやっても紛らわせない、体に粘りつくような疲れだ。


　ブラックジャックは長い道のりを延々と歩き続けるゲームだ。ただしその道のりにも起伏はある。決して平坦ではない。だがこれでは何の目印もない砂漠を歩くようなものだった。道のりは見えず、風景は刻々と変化するが、しかし結局は何も変わらない。ただ茫漠としたゼロの地平があるだけで。


　二十二回目のゲームで明らかな勝負どころが来た。ドクターはＡとＱ。バロットは５と６からヒットしてＫを引いた。21ブラツクジヤツクが二つ並んだのだ。


　フェイスカードは、２。このときアシュレイが初めて、ゲーム中に呟きをもらした。


「楽なもんだ。何もしないでいいというのは。あんた方を楽しませる必要も、だまくらかす必要もない。あんた方の戦略は、どうやらきわめて正確だ。こちらも余計なことを考えなくて済む。まったく、俺もずいぶんと楽な仕事に当たったもんだ」


　その手が伏せカードに伸びた。バロットは嫌な予感で背が粟あわ立だつのを感じた。


　４だった。２と４で６。そこから一枚引いた。４だった。さらに引いた。５だった。


　呆然とするバロットとドクターの目の前で、アシュレイは淡々と無駄のない手て捌さばきでさらなるカードを開示した。６だった。２と４と４と５と６──合計、21。


　バロットの胸の奥で何かが悲鳴を上げた。微動だにせぬカードに完全に翻弄されていた。ひどく狭い部屋に閉じ込められたような重苦しい圧迫感から逃げ出せないことで、心と体が軋きしむのを感じた。


　二人の背後ではベル・ウィングが透徹した顔でテーブルを見つめている。


　二十七回目の引き分けののち、アシュレイは荷を運び終えたボーイのように両手を重ねて会釈した。


「これで、ひと段落というわけですな」


　ぴたりと一枚も余さずにゲームの終了を告げる赤いカードが現れていた。


　バロットはいよいよ呆然となり、それを差し込んだドクターも、初対面の占い師に自分の全生涯を言い当てられたような顔でカードシューを見つめている。そこからカードが取り出され、アシュレイがシャッフルに入った。


「あんた方は素晴らしい運を持っている。いったい、どちらの運かな。そちらの紳士？　それともお嬢さん？　あるいは運をもたらしてくれる、もう一人の誰かがいるのかな？」


　呟くアシュレイの耳に、イヤホンを通して続々と情報がもたらされているのをバロットは感覚した。バロットとドクターが何のゲームでどれだけ勝ったか。どういう賭け方が顕著か。どういった場面で勝負をつけるか。スロット、ポーカー、バカラ、ルーレット、そしてこのブラックジャックのテーブルでの全勝負の情報から、アシュレイは第三者の存在を敏感に察知しているのだ。


『相手の言動に呑まれるな。ただのいぶり出しだ』


　当の第三者たるウフコックはそう命じている。バロットは合図抜きに両手を握りしめた。


　アシュレイがシャッフルを終え、今度はバロットが赤いカードを差し込んだ。そしてアシュレイの無造作なカットが、バロットがカードの山に与えた影響を、ものの見事に飲み込んだ感覚があった。


　ベル・ウィングと多くの客が見守るなか、二巡目のゲームが始まった。


　最初のフェイスカードは２。ドクターは、８と10を引き──ステイ。


　バロットは、３と５。一瞬、このままステイしたらどうなるかと考えたが、結局、ヒットを告げていた。来たカードはＪ。合計で18。またもやドクターと同じ数字だった。


　伏せカードが開示された。カードは６。合計で８──そこからＱを引き、合計18。


　信じがたいカードの並びだった。ステイを敢行していたらバロットだけが負けていた。


　ドクターがチップを上乗せした。バロットもチップの額を上げた。三千ドルから六千ドルへ。ウフコックの指示だったし、バロットの気持ちでもあった。気の滅入るような停滞感を振り払うため、何か操作できるものがほしかった。そして今は、積み上げるチップの額しか自由になるものがなかった。


「厳しい運勢だ。あなた方の勢いに、私も押されている」


　アシュレイが言った。実際、バロットたちはどんどんチップの額を上げている。ディーラーにとって正念場だ。それでいてアシュレイのカード捌きにはほんのわずかな動揺すら見られない。むしろ巨大なタービンが猛烈に回転しているような迫力があり、身を乗り出したら即座に引き込まれてずたずたにされそうな怖い印象さえあった。


「これまで、私の運と拮抗するプレーヤーはいなかった。だから私はあらゆるカジノで金庫の扉のように扱われていた。だが今、金庫の鍵を持つ者が現れたのかもしれない」


　アシュレイが慇いん懃ぎんでいて小馬鹿にしたような調子でたびたび口にするのは運という言葉だが、バロットもドクターも、これが運や偶然であるなどとは微塵も考えていない。あるのは計算しつくされたカードの並びと、それを実現できる男の手だ。三百枚以上のカードの並びを操るシャッフル──カードシューに予備のいかさまカードを仕込んでいる気配もない──それは明白な意図であり技術だ。わざわざ新しいカードを使った理由もわかる。開封前のカードの並びはどれも同じだから、それを特定の配札にシャッフルすることは事実上、可能だ。ただそれが信じがたい技術であるというだけで。


　問題は、その技術が何を誘っているかだ。プレーヤーを疲れさせ、追い返そうというのか。だが奪われた百万ドルチップを取り戻すことが男の使命なら、それはできないはずだし、そもそもなぜプレーヤーが連敗するよう仕向けないのか。


　わからない──ウフコックがそう告げるのも道理な気がした。


　このアシュレイという男は、自分たちが仕掛けない限り、何もしないのではないか。鉄壁ではあるが、それ以上ではないというように。むしろそれまで思考を読まれないよう、心の中では全く違うことを考えながら、熟練した技を延々と行い続けている感じがした。


　心を嗅ぎ取るウフコックの力を知っているとは思えないが、心をごたまぜの感情で覆って隠すことが最善であることくらいは見抜いているのではないか。


　つまりこの男は待っているのだ。じっと気配を殺して。バロットたちが勝ちに来るのを待ち構えている。そのあらゆる仕掛けをつぶさに見抜き、叩き潰すために。


　ここまで来て引き下がれるわけがないという思いが、ますます男の存在感を大きくさせていた。あるいはそれも男の狙いだろうか。


　目的の四つのチップのうち一つを手に入れただけでは何にもならなかった。記憶は多体情報なのだから、とドクターは言った。どんな記憶も別の記憶と密接に結びついて初めて意味が成り立つのだと。チップが四つあるということは、四つの時間軸が存在して初めて一つの記憶が──十八年分のシェルの人生が──再現されるということだ。チップ一つ一つは、神経系の成長過程を示すアルバムにすぎない。目的は脳研究じみた情報ではなく、あくまでシェルの悪事ビジネスの中身だ。それなくば、ここでの戦いは、何もかも無意味だった。


「これは、戦略を変えるべきかもしれないな」


　ドクターが呟いた。場に積んだチップを手元に戻し、それを半分にして置き直した。


　カードが来た。フェイスカードはＱ。ドクターは５と７で、12。バロットはＫと４で、14。


　ドクターがヒットを告げ、追加されたカードは、８。合計、20。


「ヒット」


　ドクターが言った。ギャング映画で、銃をつきつけられた三さん下したが、撃ってみろと叫ぶのに似ていた。アシュレイが、追加カードはそれだ、というように手のひらを上にして８のカードを指さした。だがドクターは指でテーブルを叩き、強引にカードを要求した。


「ヒットだ」


　その自滅の選択に対し、アシュレイはちょっと肩をすくめ、カードを放った。


　ドクターの目の前に示されたカードは、６。


「バストですな」


　当然のように淡々とアシュレイが宣告する。ドクターも肩をすくめた。


　事態は単純だった。誰でも思いつくことなのだ。このテーブルの周囲にいる者たちなら誰でも。問題は、踏み込んだということだった。完璧な配札にあやをつけたのだ。これで相手がどう動くか。全てはそれ次第だった。


　客たちが固唾かたずを呑むのがわかった。バロットがヒットした。来たカードは６。合計、20。


　──ヒットする？


『君は最適戦略を守れ。強行突破はドクターに任せろ』


　ステイを告げた。アシュレイが伏せカードを開示した。４である。Ｑとの合計で14。


　そこからカードを引いた。２だ。さらに引いた。４が来た。合計で20。


「引き分けドロウですな」


　アシュレイはバロットにだけ言って、カードをさっと廃棄した。


「一枚くらいじゃ駄目かな」


　ドクターが淡々と口にした。ヒットしようが、ステイしようがまるで変わらなかったのである。びくともしない、という言い方が相応ふさわしいカード並びだった。


　ドクターがチップを置いた。先ほどのさらに半分の額だ。バロットは同額をキープした。ベル・ウィングは静かに場を見守っている。アシュレイが遅滞なくカードを抜き放った。


　フェイスカードは７。ドクターは、８と５で13。バロットは、Ｋと３で13。


　ドクターがヒットした。その要求によって招かれたカードは、４。


　さらにドクターがヒット。２のカードが来た。これで合計19。


　そこからドクターは当然のごとくヒットを告げた。


　アシュレイが何の表情もなくカードを放つ。Ａだ。合計で20──


「ヒットだ」


　ドクターは言った。一瞬、アシュレイが怒り出すのではないかとバロットは思った。だが違った。アシュレイは微動だにしていなかった。淡々とカードを抜き放って告げた。


「おめでとうございます」


　カードはＡだった。８と５と４と２とＡとＡ──合計21。


　ドクターが咄とつ嗟さにバロットのほうを見た。アシュレイが不審な動きをしたか、と無言で訊いていた。バロットは小さくかぶりを振った。アシュレイがいかさまをした気配など、まるでなかったのだ。


「ステイで、よろしいですかな？」


　21からカードを引くことはできない。ドクターは唸るような声を漏らしてうなずいた。


　バロットはヒットを告げた。来たのは８。合計で21。ドクターが、本当に不審な動きはないかと目でバロットに問いかけてくる。バロットも愕然としていた。いったいこれは何なのか。


「どうしますか？」


　アシュレイが訊いてきた。そのダークブラウンの瞳に見据えられてぞっとした。微笑みながら生きた人間を解剖しているような目だ。バロットは歯を食いしばってステイした。


「大した封じ手じゃないか、アシュレイ」


　静かに観戦していたはずのベル・ウィングが口を挟んだ。


「協会にそいつを売り込む？　いったいあんた以外の誰に、そんな真似ができるんだい」


「練習次第さ」


　アシュレイが、さらりと言い、伏せカードを開示した。９だ。７との合計で、16。さらにカードを引く。バロットはスローモーションでそれを感覚した。ぴたりと５が場に出た。


「引き分けドロウですな」


　バロットはめまいに襲われそうになった。


「退屈な勝負だね」


　ベル・ウィングが言った。バロットが反射的に振り返ると、じろっと厳しく睨まれた。


「ルーン[image: ]バロット。あんた、誰かの言うことをきいて生きてるような子だったのかい？」


　一瞬、何を言われたのかわからなかった。


「チップなんて、あんたにとっちゃ木こっ端ぱくらいのもんだろう。あんたが誰に遠慮してるかなんて、あたしは知らないよ。けれどもあたしが投げたボールを片っ端から撃ち抜いてくれたあんたにしちゃ、ずいぶんつまらないものを見せてくれるね」


　引き込まれるようなベル・ウィングの言葉を、ウフコックが妨げた。


『勝負に集中するんだ。彼女もカジノ側の人間だということを忘れるな』


　バロットは慌ててテーブルに向き直った。カードが配られた。


「あんたはあんただよ」


　ベル・ウィングの言葉が、バロットの心臓を背後から貫いた。


「誰にも遠慮する必要なんてないんだよ。特にこういう大きな勝負ではね。遠慮なんて、勝負の上ではクソみたいなもんさ。ひどく臭くって気が散るもんだよ」


　それを最後に、ベル・ウィングがまた沈黙するのがわかった。


　ドクターはまたもや無謀なヒットによって、やっとバストを得た。そのドクターの背後に隠れるようにして、バロットはヒット。２とＱから、７を得て、19──ステイ。


　アシュレイが伏せカードを開示した。４とＪからカードを引き、５を出して19。


　バロットは無意識に下唇を嚙んだ。引き分けを告げるアシュレイの声が、どこか遠くから聞こえてくるようだった。次の勝負でまたドクターが率先してバストした。バロットは２と９から倍賭けダブルダウンを行い、８を引いて19。だがフェイスカードは９。伏せカードはＪ。


　呆気ない引き分けだった。


　また唇を強く嚙んだ。次のゲームでもドクターがバストした。アシュレイが伏せカードを開示し、バロットと引き分けたところで、乾いた歯が唇に食い込む痛みで我に返った。


　ゆっくりと歯を唇から離し、唇を湿らせながら、自分が選んだゲームだという気持ちが湧き起こるのを感じた。ベル・ウィングもそう言っていた。これは自分が死ぬか生きるかというゲームだ。そのことが、なぜ自分なのかという問いに、新たな答えをもたらしてくれているはずではなかったか。


　そんな考えに意識を取られたせいで、カードの変化に一瞬遅れて気づいていた。


　変化は、ドクターが最適戦略に立ち戻ったそのときに起こった。


　バロットの目が、急にアシュレイが開示した伏せカードに焦点を合わせた。９だ。フェイスカードは５。そこから３を引き、17。アシュレイが場を見渡し、言った。


「負けと──引き分けですな」


　慌ててドクターのカードを見た。Ｊと３と３で、16。


　バロットのカードは、５と７と５で、17。ドクターだけが負けていた。


　ドクターが無言でチップを置いた。バロットはまたもや唇を嚙んだ。


　アシュレイがカードを配った。いっそう集中したが、その指先を感覚してもバロットには何も明らかにならなかった。代わりにバロットの中で痛烈な疑問が生じた。自分はいったい何と戦っているのか。アシュレイの指先か。この男が手にしたのがカードではなく銃なら自分はどうしたか。その指先が引き金を引くのを、ただじっと見つめているだけか。


　バロットはこのゲームの開始以来、初めてカードを感覚した。残りカードと、今あるカードを。ウフコックが示す情報とともに、どんなパターンが成立しているかを考えた。


　ドクターがステイを告げる声が、バロットの耳を打った。


　ドクターのカードは、７と６から６を引いて19。フェイスカードは、８。


　バロットのカードは、Ｊと３。すぐさまヒットし、現れたカードは、７。


　バロットはじっと感覚した。自分がテーブルの一部になった気がした。テーブル全体に自分の神経が行き渡り、カード一枚一枚の重さに、全身の肌が敏感に反応していた。


「もう一枚引くかね？　もしそうしたらどうなるか、隣にいる君の叔父さんに聞いてみるといい。本当に君と血のつながりのある叔父さんかどうかは知らないがね」


　アシュレイが言った。こちらを挑発し、何かを誘っているような雰囲気だった。


　バロットはゆっくりと顔を上げ、男の存在を感覚した。途端に、これまでその指先にだけ気持ちをとらわれていたことも、この男が仕掛けた戦術の一つだったのだと思われた。


　ウフコックに対し、混乱するような感情の匂いを嗅がせ、心の防壁を築いたのと同じように。バロットの力を知らないまま、その力が発揮できなくなるほど感覚範囲を狭めさせるよう仕向けていたのだ。信じがたい考えだったが、信じるべきだと思った。なぜならこの男はほとんど無意識に、相手に対する最善の防御策を講じることができるのだ。


　なぜそんなことが可能かなど、わかるわけがない。ただ確信が湧いた。


　この男はバロットのことはまだ何も知らない。しかしどうすべきかを知り尽くしている。


《ステイ》


　バロットが静かに告げた。アシュレイが淡々と自分の伏せカードを開示した。


　４だ。８との合計で12。そこからＡを引き、さらに７を引いた。


「負けと──」


《引き分けドロウ》


　バロットが言葉を続けた。アシュレイの反応が見たかった。その動作や、目つきや、雰囲気といった何もかもを感覚し尽くすべきだった。アシュレイは肩をすくめた。


「その通り」


　バロットは、にこっと笑った。アシュレイは、おや、という顔をし、それから微笑みを返してきた。その手はカードとドクターのチップを、テーブルの上に落ちた煙草の灰でも払うように片づけている。


　カードが来た。フェイスカードは、Ｊ。


　ドクターのカードは、５と９。ヒットして８を引き、バスト。その間、バロットはアシュレイを感覚し続け、気づいたことを全てウフコックに伝達した。ルーレットの台テーブルの特徴を暴き出すように。ウフコックは何も言わず応えてくれた。バロットの左腕には、トゥルーカウントと戦術の他、アシュレイについての情報が記されるようになった。


　バロットのカードは、８とＪ。何かがアシュレイの脈動から感覚された。


《ヒット》


　アシュレイの反応は遅れなかった。前のディーラーとは一段も二段も上だった。どんなときでも淡々と遂行できる、習熟をきわめた技術こそ鉄壁だった。そしてバロットが引きつけたカードは、２。


《ステイ》


　バロットが告げた。アシュレイが伏せカードを開示した。


　ＪとＪ──合計20。


　何かが匹敵した、という感覚があった。続くゲームで、ドクターはバストこそしなかったものの、Ｊと８のままステイ。バロットとアシュレイ両者の20の前に敗退した。


「運に振り分けられた者が出始めたようだ。運は、ささいな道の違いですぐに離れる。それをつかみ取ることは至難だ。誰も、運に見放された者を嘲あざ笑わらうことはできない」


　アシュレイがカードを廃棄しながら呟いた。ドクターが勝てなくなったことさえ、自分の意図だというように。少なくとも、このアシュレイという男の範疇であるのだ。


　だがドクターもまた自分の役割をよく知っていた。何をすべきかということを。ドクターはチップの額を引き下げ、果敢にバストを求め続け、ことごとく手に入れた。


　カードが配られた。フェイスカードは６。ドクターには、３と９が来た。


「倍賭けダブルダウン」


　ドクターが冷静に告げてチップを重ねた。アシュレイは問答無用でドクターに向かって引き金を引くようにカードを放った。カードはＱ。いかにも無惨なバストだが、ドクターは負けたことなど考えてもいないようだった。


　バロットは４と７から６を引き、合計17。アシュレイが伏せカードを開示した。５だ。そこからＡを引き、さらに５を引いて──引き分けとなった。


　ドクターは勝負を見届けると、ゆっくりと椅子を後ろに押しやり、立ち上がった。





「僕の運を、彼女に譲ろう」


　ドクターが、積み上げた自分のチップの山を、ごっそりバロットのほうへ押しやった。


　そしてバロットの肩に手を置き、アシュレイに向かって笑いかけながら言った。


「僕の負け運を、そちらに差し上げよう」


　まさに分岐点だった。カードが、そう告げていた。配札は３、４、６、９、７、５、Ｑ、６、Ａ、５──ドクターがヒットせねばバロットが４と７にＱを得て合計21ブラツクジヤツクとなり、アシュレイの６と５と６に勝っていた。ドクターがいなければ、３と６と７と５か、ＱとＡの、いずれにせよブラックジャックの配札をバロットが得ていた可能性が高かった。


　それを見極めた上での退席だった。


「今から僕は、ただの野次馬だ。とはいえ場に相当な影響を与える野次馬だがね。遠くにある事象が、より巨大な結果を引き起こす。僕の敗北は、バタフライ効果のその蝶だ」


　アシュレイが眉をひそめた。


「蝶──？」


「大陸の西の海岸で蝶が飛べば、東の海岸で台風が起きることを証明した理論だ。その多体問題への、これまでにない解明の方法が、証明されることになるだろう」


「いつでもまた参戦をどうぞ」


　アシュレイは気がなさそうに肩をすくめて言った。


　ドクターはバロットの肩を軽く叩いた。もう盾はない。そのことを無言で告げていた。


　バロットはドクターを見上げ、一番気になることを素直に訊いた。


《私、勝てると思う？》


「彼は一人で、こちらは二人だ。二人の勝運をもってすれば必ず勝てる」


　バロットはうなずいた。ドクターは、バロットとウフコックの二人のことを言っていた。


　ドクターは椅子を戻すと、一歩下がってベル・ウィングと並んで立ち、バロットの背後からゲームを見守るかたちとなった。


　十数人もの客に見守られながら、アシュレイとバロットだけが──いかついディーラーの男と、テーブルに座る着飾った女の子だけが──真正面から向かい合っている。そのいかにも奇妙な構図に興味を惹かれ、周囲で足を止める者が一人また一人と増えていった。


　ベル・ウィングは、もう何も言わない。


　カードが配られた。フェイスカードは６。バロットのカードは、Ｑと４。


　こうまで変わるのか。バロットは驚愕し、感動もしていた。これまで、まるで選択に迷わない配札だったのに、ドクターが席を立つや否や、難解な並びになったのだ。


　とはいえウフコックが示す戦術は揺るぎない。まっすぐ歩くだけだった。バロットはヒットした。カードが来た。２のカードである。合計16。しかしまだ足りない。


　さらにヒットした。アシュレイの手がさっと動き、カードを明らかにした。４である。


《ステイ》


　アシュレイは遅滞なくゲームを進めた。伏せカードは３。さらにＡを引き、合計20。


「引き分けドロウですな」


　バロットは静かに呼吸を整え、次のゲームを待った。


　続いてのフェイスカードは、Ａ。バロットは８と３。ウフコックの戦術では倍賭けダブルダウンだが、すんでのところでとどまった。それ以上、カードが引けなくなるのはまずい気がした。ただ引けなくなるならいい。自ら引けなくすることで、楽をするようアシュレイに仕向けられている感覚があった。前のディーラーが言葉で誘導したように。この男はカードを用いて、バロットが孤独な勝負の緊張から逃げ出すよう誘導しているのではないか。


　バロットは、いつか裁判所で世界全部を睨んだときのようにカードを見据えた。


　恐怖で身動きできなくなっていた自分を乗り越えたときと同じだった。それまで想像もしなかった戦い方を今ここで学ぶのだという思いでヒットを告げた。


　５が来た。それが正解だという確信があった。さらにヒットした。５だ。合計で21。


　どっと溢れる安堵の気持ちを必死に抑え、ステイを告げた。


　アシュレイが伏せカードを開示した。Ｊである。ブラックジャックだった。


　ひゅっとバロットの喉が鳴った。たった今、得たばかりの確信がぐらつき、声をなくしたはずの喉が叫ぼうとするように筋肉を緊張させるのを感じた。


　アシュレイが引き分けを宣告し、新たなゲームの準備をまたたく間に整えた。


　フェイスカードはＪ。バロットのもとに来たのはＱとＫ。


　左腕の戦略はチップの勝率をすぐに算出し、負ける確率と、負けた場合の出動額の変動を計算している。アシュレイの呼吸も脈拍も微動だにしていない。先ほど自分が乗り越えたところを、すかさずアシュレイが埋めたのだという感覚があった。つまり、またしても、動けなくさせられたのだ。


　バロットはステイ。アシュレイがカードを開示した。Ａが鋭い角をバロットに突き出した。またもやブラックジャックだ。初めてのバロットの敗退だった。チップを奪われた。そのことはいい。出すべきチップの額が、がくっと減った。それも許されることだった。


　だが次のゲームでアシュレイが示したフェイスカードとその印スーツだけは許せなかった。


　[image: ]Ａ──バロットは胸の内側で心臓がぎゅっと縮こまり、軋んだような感覚に襲われた。


　バロットのカードは[image: ]Ｊと[image: ]４。前々回のゲームでヒットをせねばスペードのブラックジャックを得ていた。十一倍の配当を。制止できないところで声なき悲鳴が上がった。決して選択を間違えてはいない。だがそれでも間違えたとしか言えないのではないか。


　少なくとも、このアシュレイという男のテーブルでは間違いだったのではないか。


　わずか一枚のカードの差が、決定的な敗北へ自分を追いやっているという気がしてならなかった。バロットは気持ちを振り絞ってヒットした。示されたカードは、２。合計で16。その数字がやけに重たく感じられた。戦術はステイ。トゥルーカウントをもとにした戦術表である。それに従わずに、いったい何に従うというのか。だが重苦しさはごまかせなかった。喉がまた筋肉を緊張させた。


　バロットはステイし、アシュレイは鷹揚な仕草で伏せカードを開示した。


　２だ。Ａとの合計で13ハード・サーテイーン。さらに引いた。またもや許されざることが起こった。５だ。合計18。バロットが引いていれば21だった。


「ご愁傷様ソーリー」


　アシュレイが言った。


『聞くな。誘導だ。君に敗北感を植えつけるための』


　ウフコックが厳しく戒いましめる。だがそれでもバロットは耐えがたい何かを感じた。


　バロットは、かすかに手が震えるのを覚えながらチップを置いた。


「どんな人間も、未来を予測することはできない。だが近似は出せる」


　ふいに、ドクターが声を上げた。


「それが動物との最大の違いだ。人間と他の動物を区別する方法の一つに、双頭であるという考え方がある。古臭い、そして常に新しい考え方──すなわち、左脳と右脳だ」


　何を言っているのかもわからない、野次馬の気楽さに満ちた、唄うような調子だった。


「人間に左右の大脳が出来たのは、第一に、脳の発達が急激で、左右の融合が間に合わなかったからだ。そのため脳幹と脊髄の融合部にしまわれていた神経細胞が、外部にせり出し、脳の皮質になった。そのおかげで、我々の脳は巨大化を可能とした」


　アシュレイはドクターを無視している。


　客たちが、勝負の邪魔をする人間を煙たがるようにドクターを見た。ベル・ウィングだけが、ドクターの隠された真剣さを見抜き、すっと表情を消した。


　カードが来た。フェイスカードは、Ｑ。バロットのカードは、４と６。ウフコックが示す戦術はヒット。バロットはヒットを告げた。ドクターは朗々と喋り続けている。


「だが左右の脳が奇形的に巨大になったため、発達がアンバランスとなった。左大脳では流動型知能であるデジタル化が進み、右大脳では結晶型知能であるアナログ化が進んだ。原因を辿れば神経細胞の発達にある。無脊椎動物の時代からあった裸電線、即ち無髄神経では、シナプスのアナログ型のホルモン作用が主体だったが、被覆電線、即ち有髄神経では、デジタル型の神経電流を流す神経回路が主体となった。人間の脳は本来、アナログであるにもかかわらず、その中にデジタル型が発生し、両者が同時に働くことになった」


　来たのは９。合計で19。ウフコックが示す戦術はステイ。バロットはステイした。


「人間は未来を判断できない。なぜなら多体問題を解き明かすことは、いかなる数学的手段によっても原理的に不可能だからだ。残りカードが一枚なら既出デイスカードで判明させられる。しかし残りカードが二枚以上なら、もう次に来るカードは判断不能になる」


　伏せカードが開示された。Ｋである。合計で20。バロットの三連敗だった。


「だが人間は、左脳である流動的デジタル型の回路で、出来事の因果関係を厳密に解明する。右脳である結晶的アナログ型の回路は、全ての出来事の総合的な影響をイメージする。両者の相互作用によって単体近似が出され、予測不能の未来の問題に、解答を出したという前提で行動するんだ。それが人間の選択だ。人間は、無限に真実へ近づくための道のりを生まれたときに選んでいるんだ」


　バロットはチップを置いた。カードが来た。フェイスカードは６。バロットはＪと３で合計13。ウフコックの指示はヒット。バロットの気持ちもヒット。来たのは６。合計19。


　アシュレイが伏せカードを開示した。４だ。さらに引いてＡが現れた。合計21。


　バロットの四連敗だった。


「もし人間が、双頭から四頭に進化したら、単体近似に甘んずることなく多体問題を解くすべを見つけ出すかもしれない。そんな夢想によって作り出された存在がある。それは未来を解き明かしはしなかったが、いかなる外部・内部形成でも、一瞬にしてその形成体を算出する万能の道具となった」


　フェイスカードは６。バロットはＱと２。ヒットした。ウフコックがそう告げていた。バロットもそう思っていた。アシュレイは何の変化も見せない。そのカードも。


　来たのは６。合計18。そこでステイ。一瞬のためらいがあった。


　ステイを告げた。そしてためらいの理由を自問した。


　アシュレイが伏せカードを開示した。５である。そこからＫを引いた。21である。


　五連敗──敗北の泥沼に息が詰まりそうだった。


　だがこれは長い道のりを歩き続けるゲームだと教えてもらったではないか。そしてそれを教えてくれた人物は、今、必死に声を届けようとしていた。


「人間の脳構造では、多体問題も、計算による単体近似の連続にすぎない。ではそこで、人間が双頭になった理由であるところの、融合が間に合わなかった脳の発達を、そのまま外部へ進行させたら？　人間の頭部から脳が形を変えて発達し続け、全身へ広がり、体を覆う新たな皮膚になったとしたら？」


　フェイスカードは４。バロットは３と５。ヒット。２が来た。ヒット。４が来た。ヒット。３が来た。合計17。示された戦術はステイ。ウフコックがバロットを勝たせるための選択だった。バロットはステイを告げた。


「そんな、全く別コンセプトの二つの存在が、互いに協力したにもかかわらず、このカードの流れを読めない、なんてことはありえないのさ」


　ドクターはそう締めくくって、じっと押し黙った。ドクターは目覚めさせようとしていた。バロットとウフコックの二人組を。その互いの力の、未知の発揮を。


　アシュレイが伏せカードを開示した。６である。さらに引いた。Ａだった。合計21。


　六連敗だ。バロットは左手を握りしめた。もどかしさがあった。だが、それは兆候ではないか。ふいにそう思った。まだ可能性があるのだ。もどかしいと感じるだけの何かが。


　ウフコックは柔らかくバロットの両腕を覆い続けてくれている。勝つための全ての手段を惜しみなく与えるために。


　フェイスカードはＱ。バロットは４と８。即座にヒット。男が放ったカードは、Ｋ。


「バストですな」


　アシュレイが言った。バロットの左腕の数値が変化した。初めての自分のバストであることに遅れて気づいた。何かが変わった。状況は悪化の一途を辿っているが、それでも変化があった。


　フェイスカードは８。バロットのカードはＪと３。


　ヒットした。来たカードは10。バストだった。さっとカードが廃棄された。表向きにされた伏せカードは８。それをバロットは左腕のトゥルーカウントに加えた。


　自分が引かなければ、アシュレイのバストだったという事実もふくめて。


　次のフェイスカードは３。バロットはＡと９。久々にＡが有益なかたちで訪れていた。


　バロットはステイ。伏せカードが開示された。


　６だった。そこからさらに引いた。


　６だった。合計で15。ルールにより、さらに引いた。


　６だった。３と６と６と６で、21。バロットの九連敗だった。


　まさかの状況で、まさかのカードを引く。人智を尽くした配札の根底にあるのは、まごうことなきアシュレイの強運ではないのか。そんな気にさせるカードだった。同時に何かが感覚されていた。兆候が。平坦な砂漠の闇に、一筋の光明が見た思いがした。


　前回のゲームでは連続して同じ数字が出ることはなかったのだ。


　カードの並びを調整するには、ばらばらであるより、同じ数字が連続させたほうがやりやすいのは当然だ。だがそれではカウンティングしやすく、プレーヤーに有利になる。


　ということは、逆に言えば、数字が連続するということはそれだけ、アシュレイの側にも余裕がなくなっている証拠なのではないか。


　まず間違いなくアシュレイはカードを抜いている。


　その確信が湧いた。多い数ではない。せいぜい一巡で三枚かそこらだろう。ほんのわずかにバランスを取れば、自在に並びを調整できるようシャッフルしているのだ。そしてその完璧なカード捌きが、徐々に追い詰められていると考えるのは、安易な期待だろうか？


　バロットは素早くカウントを見直した。絵札とＡが極端に減ったが、ディーラーが優位となるカードも同じく減少傾向にある。ウフコックはあらゆる組み合わせを瞬時に計算し、賭け額と勝率の上昇気配を鋭敏に察知していた。勝負どころの予感に、バロットは疲労感を振り切ってゲームに集中した。


　そのときだった。バロットが息を吐ききった瞬間、何気ない一言が刃物のように振るわれた。


「ところで──」


　バロットは、深く息を吸いながら、その言葉を聞いてしまった。


「その手袋に、私の脈拍を計る機械でも仕込んでいるのかね？」


　心臓が跳ねた。あまりに唐突だった。心の隙を突かれた自覚さえないまま顔を上げ、


《どうして──》


　つい、訊いた。訊いてから、しまったと思った。だがもう遅かった。


　アシュレイが、にっこり笑った。その艶めく髭の下で口が動き、告げた。声もなく。


「ビンゴ」


　バロットの両腕が、手袋の下で、ぞっと鳥肌を立てた。


　突然の暴露に対する、途方もない戦慄だった。





「君は、カードと会話するというより自分の左手と会話するようだったんでね。あるいは、その手袋と」


　アシュレイが親しみすらこめて言った。バロットの根深いところで恐怖が溢れ出した。自分の些細な失敗で、何もかも無に帰すという恐怖に、両手が震え出すところだった。


『気にするな。相手のいぶり出しにそれ以上乗る必要はない』


　すかさずウフコックが、なだめるための言葉を浮かび上がらせた。


『確信があっても、牽けん制せいする以上のことはできない。証拠もなく客の衣服に手をかけるような真似は許されないんだ。俺たち二人組を引き離す手段は、彼らにはない』


　だがバロットは、その言葉に、安心とともに奇妙なもどかしさを抱いた。


　まったくもって奇妙だった。ウフコックなしに自分が生き残るすべなどないというのに。


　ベル・ウィングの視線が重くのしかかってくる感じがした。ドクターが今どんな顔をしているか気になった。バロットはきつく眉をしかめ、アシュレイの言葉も無視し、じっとカードだけを睨んだ。


　フェイスカードは、４。バロットのカードは、７と６。そろそろと息を吐きながら戦術を確かめた。相手に呼吸を読まれることが恐ろしくて仕方なかった。


　戦術はヒットを示している。当然の選択だが、バロットはにわかには動けずにいた。必死に自分を整え、それからようやくヒットを告げた。来たカードは７。用心しながら呼吸を置き、ステイした。


　アシュレイが伏せカードを開示した。９である。そこから７を引いた。互いに20。


　唐突といっていい引き分けだった。なぜアシュレイがあんな引っ掛けをしたか、急に合点した気になった。つまりそれだけカードの並びが逼ひつ迫ぱくしているのではないか。少なくとも、勝負どころへの予感に間違いはなかったのではないか。


　つづくゲームで、フェイスカードは、３。バロットはＪと９を得て、ステイ。


　アシュレイが開示した伏せカードは、５。そこからＡを引いて、合計19。


　またもやの引き分け。バロットは自分がまさに瀬戸際にいることを忽然と悟った。退ひくべきではなかった。何があっても。思いきってチップを重ねた。ウフコックが示す額より、わずかに多かった。それで良かった。負けていいのだ。気持ちを前に出すことさえできればよかった。ウフコックは何も言わずバロットを支え続けてくれていた。


　カードが来た。アシュレイのフェイスカードは、10。バロットのカードは、Ｊと２。


　自分が得たＪの印スーツに目を打たれる思いがした。スペードの、片目のジャックワン・アイド・ジヤツク。


　目が自然と、アシュレイの伏せカードにいった。それからまた、カードシューに赤いカードがあるのに気づいた。それらを視野に入れながら、ヒットを告げた。


　アシュレイが赤いカードをどけ、次の一枚を放った。


　来たカードは９。合計21。バロットは当然ステイ。そして思った。カードシューの横に置かれた赤いカードが物語るのは、鉄壁に刻まれたほんのかすかな傷なのだと。


　これまで一枚も余さず完結していたカード並びに、微かなほころびが生まれているのだ。


　アシュレイが伏せカードを開示した。バロットはそれを見た。スペードのＡ──剣のようなカードが、振りかざしたまま相手を失ったように場に置かれた。


《引き分けドロウですね》


　バロットが率先して言った。スペードのＡとＪが──ブラックジャックが、綺麗に二人のもとにわかれたことが、何かの証拠だという気がしていた。


　アシュレイは、バロットを初心者扱いするようにうなずいてみせている。


　バロットは深呼吸をし、自分の感覚を、このテーブルに凝縮させた。テーブルの外で起こっていることは何一つ感覚する気はなかった。たとえベル・ウィングの視線でさえも。


　アシュレイがカードシューを開き、中身を出して既出デイスカードの山と一緒にシャッフルし始めた。バロットは、その様子をじっと感覚した。カードとアシュレイの指を。肩と鼓動を。佇たたずまいと呼吸を。テーブルの埃一つ余さず感覚する精密さでそれらの動きを追った。


　場に緊張が満ちた。近くにいる客たちの沈黙がいっそう緊張を煽った。耳を打つのは、フロアに流れるゆったりとした音楽と、カードを切る鋭い音、そして人々のざわめきだ。


　バロットは眠ってしまいそうなほど鼓動も呼吸も平静へ向かうのを感覚した。と思うと、


「君に質問があるのだが、良いかね？」


　少しは他のディーラーと同じような仕事もさせてくれ、というようにアシュレイが声をかけてきた。


《……なんですか》


　バロットは当然、たっぷりと警戒をこめて応じている。無視しても良かったが、この男を理解し、読むためには避けて通れないことのような気がしていた。


「気楽な謎々さ。こう気重な空気が漂っているとゲームも楽しくなくなるじゃないか？」


　バロットが首を傾かしげると、アシュレイはそれを了解の合図ととったようにうなずき、


「まず、君が長い長い道のりを車で走っているところを想像してもらえるかな」


《はい》


「その道のりの途中で、車が完全にエンジンストップしてしまった。全く不運な状況だ。周囲に民家はない。どこまでも砂漠が広がっている。さて、どうする？」


《助けが来るのを待ちます》


　相手の意図がつかめぬままカードの動きを追いつつ答えた。場を賑にぎわす気もなかった。


「ヒッチハイク？」


《はい》


「では、その発想で、逆に助けを求める人間を見かけたら？」


《信用できそうかどうか見て助けます》


「なるほど。両方とも五〇％の答えだ。君はおおむね正常と言えるだろう」


　口笛でも吹くように口をすぼめてうなずくアシュレイの様子が、やけに癇かんにさわった。


《他にも答えが？》


　無意識に眉間に皺を寄せ、訊き返した。するとアシュレイは急に意味深な笑みを浮かべ、


「ヒッチハイクを装ったハイジャッカーのことは、考えないのかな？」


　それが謎々の趣旨だ、というように訊き返してきた。バロットはまたぞろ意識せず唇を嚙んだ。アシュレイは何かを示そうとしていた。剣けん呑のんな何かを。


《もし、相手がハイジャッカーだったら、ということですか？》


「いや、それは少し違う。相手がハイジャッカーだなんて、いったい誰にわかる？　相手が本当にそうだったら、なおさらわかりにくいようにするだろう？」


《助けるなということですか？》


　アシュレイは、ゆったりとシャッフルを続けながら声に出して笑った。


「五〇％の答えだというのは、どちらの立場に立つかによって態度が変わるということだ。たとえば、もう一つの五〇％の答えは、誰も助けない代わりに、決して誰にも助けを求めない覚悟を持つことだ。そしてまた、助けるのであれば、助けた相手に殺される覚悟をして、助けることだ」


　バロットは両手を握りしめ、男が言葉とともに放ってくる圧迫感を振り払うように、相手の意図の内側へ踏み込んだ。ドクターがカードの上で踏み込んだように。


《一〇〇％の答えはなんですか？》


　客の視線がアシュレイに集中するのを感覚した。アシュレイは気楽そうに肩をすくめ、


「自分に助けを求める者がいたら、即座に殺すことだ。それは獲物だ」


　あっさりとした調子で告げた。その分、さも当然だとでもいわんばかりの響きがあった。


「自分が助けを求めて応じる者がいたら、それも獲物だ。助け、助けられるふりをして奪うのだよ。金や、それ以上のものを。ギャンブルの世界では、それが常識だ」


　シャッフルの仕上げに入りながら、優しいとさえいえる眼差しでバロットを見た。


　いったん自分に集めた客たちの視線を、少女に誘導するために。周囲の視線すらバロットを圧迫するために利用しているのがわかった。


「ここでは誰も信用できない。自分だって信用できやしない。わかるだろう？」


　突然、バロットの中で得体の知れない敵意が芽生えた。アシュレイがさらに言った。


「誰が君を助けてくれる？　ここは合法的に他人から強奪することを許された場所だ。そんなところに、君のようなお嬢さんが、のこのことやってきたのは、何のためだろう」


　アシュレイはシャッフルを終えてカードの山を綺麗に整え、腹の前で両手を重ねた。客の注文を待つウェイターのような格好だが、バロットにはそびえ立つように見えていた。いかつい顔からは一切の笑みが消え、こちらを見下ろす無表情な顔の真ん中で、その口が決定的な言葉を放った。


「喉は生まれつきかね？　それとも誰かに奪われた？　ヒッチハイクをしたときにでも？」


　一連の問いかけが耳に突き刺さった瞬間、バロットの全身が敵意の塊となって燃え上がった。この男は何もかもを知ってここに立っているのだと思った。自分がどうやって殺されたかを。どういう理屈で殺されたのかを。なぜ自分だったのかを。自分がそのとき、どのような意志も幸福も持つことを許されない一個の物体として処理されたのを。


　総毛立った。止めようのない何かが身体の奥からせり上がってきて、髪の毛一本一本に至るまで、敵意が毒のようにしたたるのを覚えた。


『冷静になるんだ、バロット。この男の意図が読み切れない。うかつなことをするな』


　慌てたような制止が来た。ウフコックはこのときすでに、バロットが何をしでかそうとしているかを察しているようだった。


『俺を信じてくれ』


　──信じてる。


　バロットは両手の拳を力強く握りしめてみせた。あからさまにアシュレイに見せつけるように。ウフコックが自分の心からの信頼を感じてくれるように。


　──だから、お願い。私のことも信じて。


　ありったけの気持ちを伝えた。一瞬、手袋の内側でウフコックが意表を突かれたように沈黙した。


　──この人、私のことを試してる。


　アシュレイを真っ向から睨みながら告げた。途端に全てが明らかになって腑に落ちた気がした。この強敵の謎かけも。自分がこのゲームを選んだことも。先ほどから感じ続けている、もどかしさも。


『試す？』


　──そう。試してる。私のことを。私がゲームをするのかどうかを。


　アシュレイがにやっと笑ってたたみかけてきた。


「辛いかね？　他のテーブルに移りたくなった？　それとも店を出てゆっくりモーテルのベッドにもぐりこみたい？　来たときと同じようにリムジンに乗って帰りたい？　駄目だなあ。君はここまで来てしまったんだ。今さら、後戻りは許されない。わかるかね？」


　正直、そうも読まれているとは思いもしなかった。増大する圧迫感で、相手がこちらの心をへし折りにかかっているのを感じたが、同時にそれに耐えられるのはわかっていた。


　問題はこれから互いにどこまで読めるかなのだから。


　バロットはゆっくりとテーブルの上で両手を開き、


《わかります》


　答えざま、一瞬にして、ウフコックを右の手袋に押し込んだ。ウフコックに止める間さえ与えずに。さっと首の後ろに手を回し、両手袋をつなげる接合部ホツクに干渉して内側から切れ目を入れた。首の付け根で、はらりと布がはだけた。背後でドクターが息をのんだ。


　右手で左の二の腕をつかみ、ゆっくりと撫でるようにして下ろした。


　いつか客の要望でそうしたときのように。見せつけるようにして。剝き出しになったゆで卵みたいな肌が、あらわになった。


　それから右の手袋も外し、綺麗に重ねてテーブルに敷くと、その上に腕を組んで乗せた。


　素肌の腕が場を鋭く感覚した。全身がひやりとした。自分の心が冷たく鋭くなる感覚だった。生きるか死ぬかという凄惨な覚悟に、自分の心が冷たく浸されてゆくのだと思った。


　そうして凍るような眼差しで、男をまっすぐに見据えた。


《私は、そんなに殺しやすく見えますか？》


　アシュレイ・ハーヴェストは答えなかった。ただ、大きくうなずいた。


　質問に答えるのではなく。ようやくバロットの顔が見えた、とでもいうようだった。










　　　　　３







「これは強敵だ」


　アシュレイは、バロットが素肌の手でチップを積む様子を見つめている。バロットの右手を。左腕はテーブルクロスみたいに敷かれた手袋の上に横たえられ、その指が手袋をなだめるように撫でていた。


「身体検査したところで君からは何も見つからないだろう。もともと何もないのかもしれない。それはそれでいい。君自身の意志で手袋を脱いだんだから。俺もカジノも強要していない。その点はいいかな？　つまり俺が強敵だと言ったのは、君が、逃げも隠れもしない挑戦者だってことだ」


　バロットはうなずいてみせた。よく、ネットムービーの西部劇で、決闘相手からルールを確かめられたときにするように。


　アシュレイの手がカードシューにかかり──翻ひるがえった。


　カードが来た。フェイスカードはＡ。バロットのカードは、７と６。


《ヒットです》


　手袋が示すのもヒットだった。来たのは２。ヒットの指示があり、異存はなかった。


《ヒットです》


　さらに２が来た。


《ステイ》


　アシュレイが伏せカードを開示した。６で、17。引き分けだ。カードが廃棄され、トゥルーカウントが表示された。バロットの左腕の下で。ウフコックは、たとえ放り出されたとしても自分の職務を全まつとうする。その職務が、ウフコック自身の意志とともにある限り。


　フェイスカードは、Ｑ。バロットはＪと３。ヒットした。４が来た。バロットは勝負どころにいた。自分の全感覚が背表紙のようにぴたりとカードに張りついているのを感じながらさらにヒットした。３が来た。合計で20。そこで、ステイ。


　アシュレイが伏せカードを開示した。４だ。Ｑとの合計で14。そこから２を引き、さらに５を引いた。21。バロットのカードを難なくしのいだ。


　アシュレイの無骨そのものに見える手が、カードとチップを一瞬でどけた。その様子をバロットの感覚が猟犬の鼻のように追った。無謀ともいえるヒットにもかかわらず僅差で負けた。だがそこで何かが動いた。アシュレイという鉄の扉が、かすかに動いた気配がどこからともなく伝わってきた。


　バロットは右手でチップを積みながら、もう一方の手でウフコックに干渉した。


　──ウフコック、通じてる？


『君からのメッセージは、どうやらまだ受信可能なようだ』


　ウフコックにしては珍しい、皮肉っぽい文章が返ってきた。それだけバロットの手から滑り落とされた衝撃が強かったらしい。


　来たカードを見つめるバロットの口元に、思わず笑みがよぎった。


　──お願いがあるの。いい？


　右の手袋に──ウフコックを押し込めた手袋に干渉して訊いた。ちょうど、バロットの左腕の影のように、ぴったり重なっている状態だった。


『俺にできることなら』


　──あなたにしかできない。


　本心から告げた。右手の人差し指でテーブルを叩いてヒットを指示し、カードを招いた。


『どうすればいい？』


　このテーブルについて以来、初めてウフコックがバロットの指示を仰いだ。とても真摯に。バロットは招いたカードを見つめながら思案した。漠然としたイメージがあった。


　──あなたが教えてくれる数字を、私の感覚に合わせたいの。


　フェイスカードはＫ。対して、バロットのカードは、８、５、２。ウフコックの示す統計と確率によればステイ。だがバロットの感覚では何かが引っかかっていた。


　この統計と確率には、個性が欠けていた。それらを生み出しているのが他ならぬアシュレイとバロットなのだという個性が。言い換えるなら、意味が。


　──数字とは別に、気になるところがあるの。それを合わせたい。


『トゥルーカウントや、特定のカードを天引きして計算するのではなく？』


　──それだと、狭い感じがする。


　そう告げながらヒットした。自分の感覚に従っての選択だった。来たのは５。ステイ。


　アシュレイが伏せカードを開示した。６だ。合計で16。そこから４を叩き出した。


　両者ともに、合計20。


「引き分けドロウ」


　アシュレイが宣告した。ディスカードするとき、ちらりとその表情が動いた気がした。


　バロットの最後のヒットによって、ディーラーの21ブラツクジヤツクが、引き分けに落とされたことへの敏感な警戒の念が、その一瞬、アシュレイの目によぎったのを感じた。


　一方、ウフコックの判断は、いつものように的確で、冷静だった。


『君のイメージを、できる限りこちらで反映させる。君の好きなように俺を使ってくれ。データは全て保存してある。何なら手袋に表示するだけでなく、直接、君に伝達する』


　──ありがとう、紳士さんジエントルマン。


　熱を込めてそう伝えた。


『御意にマイ・プレジヤー』


　ウフコックの優しい言葉が浮かび、そして消えた。


　バロットはまた手袋を撫でた。感謝のキスの代わりに。それから、鮮明にイメージするため、場に集中させた感覚を、意識の上で追っていった。


　カードは小さな数字が連続する波に入っている。


　一方でアシュレイに大きなカードが入り、そのほとんどがフェイスカードだ。カード捌きが一枚ずれれば、10点札はことごとく伏せカードになるだろう。アシュレイは極めて難易度の高い勝負どころでこちらを迎え撃とうとしているのだ。その流れの根本にはアシュレイのシャッフルの技術があったが、他方ではバロットのカード捌きが影響し始めていた。同じ数字が連続したり、一ゲームで何枚も同じカードが出たりするのがその証拠だ。


　その影響を確かめつつ、バロットの腕の下でウフコックの示す数値表が徐々に、だが着実に変化した。数値自体は、ウフコックの確率統計によるものだが、それが意味するものが何であるかはバロットの感覚によった。同じ数字が連続することや、小さなカードの連続などは、確率統計による判断においては既出デイスカードをもとにした勝率計算にすぎない。


　あるのは組み合わせによる勝算と、それに精密無比な資金管理だけだ。一つの選択がカードの流れにどんな影響を与えるか、それがバロットとアシュレイの間で、どんな意味を持つか、という観点がなかった。アシュレイに勝つには、それでは不足なのだ。戦略が正確であればあるほど、アシュレイはすかさず流れを操作し、プレーヤーを泥沼にはめるだろう。もっと別の、意味ある何かが必要だった。


（今みたいな要領でアクセスしてみな）


　ふいに透明な声がよみがえった。


（もっと深い所へ……余計な情報に足を引っ張られないよう）


　バロットは急に自分の体重が消えるような錯覚に襲われた。あの楽園で潜ったプールのひんやりとした気持ちよさを肌に感じた。記憶のよみがえりではない。実際に水に触れている感覚があった。


　巨大な情報基幹と一体化した体験を、バロットの全身の皮膚が思い出そうとしていた。


　あのときトゥイードルディムはなんと表現したか。情報の渦に、確かな骨格を与えるすべのことを。


（以心伝心セマンテイツクに探ってみるんだ）


　そう。意味論的セマンテイツクに。最も意味があると推測される意味を求めて。


　力の限りに。自分がいるここに、嵐を起こすのだ。


　ぴりっと右腕に刺激が走った。ウフコックが手袋を介して伝えていた情報の一部が、直接、電子情報としてバロットの脳裏に飛び込んできた。これまでバロットの疲労を考慮し、できる限り避けるようドクターから指示されていた行為だ。しかし今、バロットの側がそれを強く欲した。あのプールのような透明さと広大さが必要だった。バロットとウフコックが、互いに互いを満たす、情報の海になることが。


　場は小康状態から、バロットの負けへ傾きつつあった。僅差の負けか、引き分けが続いた。一方でバロットの感覚は精密さを増していった。やがて感覚すべきものと、そうでないものとをイメージの奔流に投げ込み、自然と区別されるに任せるようになった。


　たとえばアシュレイの指だ。両手とも、小指と人差し指は問題ではなかった。ただカードを正確に運搬しているだけだ。中指と親指の動きがカードを操る上では重要であり、全体のバランスを取るのが薬指の役目だった。そうした指使いを、シャッフリングの技術を磨く過程で選択したのはアシュレイだ。そして選択させたのはアシュレイの肉体と人生だ。もしその二つに逆らってアシュレイが違う指使いを選択していたとしたら、そのシャッフリングもカード捌きも、まったく別のものになっていたに違いなかった。


　正確無比な計算能力と統計だけでは、そうした意味合いは浮かび上がってこない。たとえばカードの中でも特に重要な柱となっているのがＪからＫの絵札であるということも。Ｊは主に奇数のカード、Ｋは偶数の上位、Ｑは偶数の下位と並び合っており、互いの結びつきが流れの中で微妙に変化した。


　なぜ変化するのか。このゲームのルールではＡが中心だからだ。本来のルールと、アシュレイのシャッフルの法則とが、ペアで踊るダンサーのように場によって重なったり離れたりしているのだ。


　アシュレイが最も有利とするカードは、Ａと５、そしてそれらと緊密な関係を持つ、Ｊだ。スペードのＡとＪのブラックジャックがプレーヤーに最大の利益をもたらすのを防ぐための必然だったが、それ以上に、アシュレイの本質にかかわっている気がした。アシュレイ自身が一〇〇％の答えを見出す上で成し遂げた選択。決して運を右回り以外に回転させないための力の独占を求めて。


　そうした区別がウフコックの精密な分析にかけられ、重ねてバロットの感覚でふるいにかけられるつど、数値表は目まぐるしい変化をみせていった。バロットが読み取れる限り複雑に歪曲化された数値表は、もはや目で見る限りは何を意味するのかわからない、数字とアルファベットのごたまぜの渦としか思えないしろものになり果てている。そしてバロットとウフコックが直接伝達し合う情報が、その渦にゲームの全てを貫く意味を与えてゆくのだった。


（すげぇ……全部、つながってく）


　すぐそばで泳ぐトゥイードルディムが、細い綺麗な鳴き声を上げるのを聞いた気がした。その声は決してバロットにだけ向けられているのではなかった。二人組、と心の中で呟いた。俺たち二人組を引き離す手段は、彼らにはない。ウフコックはそう言ってくれた。その通りだと思った。もどかしさは噓みたいに綺麗に消えていた。


　バロットは出てゆく一方のチップを積み重ねながら、ウフコックとのこれまでにない一体感を味わった。守り守られるという関係ではなく。互いのリードとフォローとが織りなす一体感を。


　このためにウフコックといったん離れる必要があったのだと思った。アシュレイに挑発されたからとか、自分の意志を自ら定めるためであるといった以上に。両腕をぴったり覆ってくれる相手から離れることでしか、このパートナーシップには至れなかったのだ。


　あなたを正しく使いたい。


　一瞬、自分がその言葉をウフコックに伝えたのだと思った。干渉して告げたのだと。


　だがそう思い込んだだけで、ウフコックは何も応えなかったし、干渉したという感覚すらなかった。ただ自分の気持ちが自然とウフコックに流れ込んでいるという実感があった。流れ込み、いっそう互いを緊密にしてくれている実感が。隠れ処がでの銃撃戦のような一方的な激情の押しつけではなく。お互いの間にあったドアを残らず開いたような感じだった。


　そのことが良いほうへ導いてくれるよう願った。この勝負を──自分とウフコックのゲームを。


　十五ゲーム目がバロットの敗退で終わった。ウフコックの示す表は、もはやぐつぐつに煮込んだ数値のシチューだ。大小のアルファベットに数字が重なり、放射状に渦を巻いていた。アシュレイという鉄壁を突破するための、目まぐるしい数字の編み目模様を織るのに夢中で、バロットはしばらく自分の変化に気づかなかった。


　それに気づいたのは、鉄壁のほうであるアシュレイで、急にこんなことを訊いてきた。


「化粧直しが必要かね？」


　バロットは咄嗟に顔を上げて相手を見つめた。


　意味がわからず、何かの引っ掛けかと思ったが、違った。バロットの額や頰に、冷や汗がにじんでいた。その汗を無意識に手で拭ったらしい。右手の指が銀色に光る粉にまみれていることに気づいた。それが何であるかわからなかった。


　アシュレイが、ぱちりと指を鳴らした。フロアワーカーの一人がすっと寄ってくると、アシュレイはタオルを注文した。誰のためか。バロットが疑問に思っていると、アシュレイは仕方ないというようにベル・ウィングに肩をすくめてみせた。勝負は勝負としても、気遣いは必要だ、というように。


　ベル・ウィングもバロットを一いち瞥べつして軽くうなずいた。


　それでバロットは、ようやく自分の状態を理解した。


　体に、きらきら光るものが付着しているのだ。腕や顔ばかりか、首筋や胸元にも。


　全身の肌が、銀に光る粉を吹いていた。頰を撫でると、ぱらぱらと細かな繊維のようなものが剝がれ落ちた。ヘア・マニキュアが汗で落ちた感じだが、むろんこれほど大量につけた覚えなどない。


『どうした、バロット』


　ウフコックが訊いてきたが応えられなかった。これはいったいなんなのか。


　体にかすかな痒かゆみがあった。陽に焼けた皮膚が代謝して薄く剝けてゆく感じに似ていた。


「成長だ……必要かつ十分な条件づけによって、繊維が自律的に系を成長させて……」


　背後でドクターの低い呟き声が聞こえ、尻すぼみに消えた。


　すぐにやってきたボーイが、良い香りのするタオルを渡してくれた。バロットはウフコックが数値を消すのを待ってから左腕を離し、ひんやり濡れたタオルを受け取り、それで頰や額を拭った。磨くという言い方が見事に似合った仕草だった。腕を拭うと、びっしり銀の粒がとれた。手や頰の痒みが消え、自分が解放される感じがした。


「異常を感じたらすぐに僕に言うんだよ」


　率先してタオルを受け取ったドクターが、緊張した顔で言った。


「無理をしないで。確実にできることをやっていくんだ」


　まるで次のラウンドを迎えたボクサーを送り出すセコンドのような調子だ。


　バロットは軽くうなずいた。異常はなかった。静かにウフコックの上に左腕を乗せた。


　数値の渦がびっしりとバロットの腕を刺激し、電子情報の交流が遅滞なく再開された。


　バロットは一瞬で勝負の世界に戻った。呼吸のリズムを整え、右手を伸ばしながら、


《ご親切、ありがとう》


　そう告げてチップを場に積んだ。


「どういたしましてユア・ウエルカム」


　アシュレイが心から歓迎するようにカードシューに触れた。


　ゲームが再開された。





　次の十ゲームでウフコックの示す数値がいっそう変化をきたした。数値表が渦を巻いて幾重ものトゥルーカウントが確定され、多くが流動し、そして結晶した。それこそバロットの能力の成長であり、ウフコックの新たな使用法とすら言えた。


　流動とは論理だった。結晶とは感覚的で全体的な文脈のことだった。波であり、時間であり、振幅が流動だ。最初と最後があり、新しく出現するという認識をもたらすもの。常に因果関係を成り立たせる、円であり振動である、予測可能な認識の方法。


　一点から一点へ結びついてゆくのが結晶だった。それは光景であり、空間感覚であり、総合的な認識だった。時間の流れとは関係なく結びつきを強め、次々に別個の核をなして存在を発展させてゆき、現在という認識をもたらすもの。


　両者が成り立ってこその人間の知能だった。一方が欠ければ、他方は意味を失う。意識のか細い糸をたぐることで、自然と自分自身の内側から得られる知能本来の力。それは誰しもが持っている。そして使われるのを待っている。そうした力の感覚を、バロットは貪欲に味わった。ウフコックとぴたりと触れ合い、交感し合うことを可能とする、この激しく渦を巻く感覚──自分が巻き起こす嵐を。


　二十七ゲーム目で、その感覚がふいに鮮明なイメージをバロットにもたらした。


　フェイスカードはＡ。バロットは５とＪ。全てのカードが、アシュレイが突きつけた銃口に等しかった。それらのカードを前にして、バロットが呟きをこぼした。


《尖っているから丸くしたい》


　完全に無意識だった。アシュレイが、何のことだというように眉をひそめた。


《ヒット》


　バロットが告げた。来たカードは、２。


《まだ軽い》


　小さな音声であるにもかかわらず、緊張ではりつめたテーブルに鋭く響いた。


　バロットはヒットした。来たカードは、Ａ。


《どんどん尖っていく》


　ともすれば悲嘆のようにも聞こえる言葉だったが、バロットの顔はにわかにつかみどころのない茫洋さに包まれている。いったいその目が何を見て、何を考えているのか、アシュレイが読もうとする気配が初めて表に現れた。


　バロットは何も見ていなかった。ただカードの並びを感覚し、その意味を求めていた。


《ヒット》


　バロットが告げた。ドクターが固唾かたずを呑んだ。ベル・ウィングが、大きく目を見開いた。


　アシュレイの手は間断なかった。たとえそれが自分を破滅させるカードであっても、何の躊ちゆう躇ちよもなく引き抜くよう訓練されつくした手際だ。カードが現れた。またＡのカードだ。バロットは止まらなかった。全身が鋭い剃刀かみそりとなって何の抵抗もなく相手の喉笛に食い込んでいくような感覚があった。


《ヒット》


　Ａが来た。


《ヒット》


　Ａが来た。５とＪと２とＡとＡとＡとＡ──バロットは息をつき、手を横へ振った。


《ステイ》


　さすがのアシュレイがまばたきもせず黙ってバロットを見つめている。


　わずかに間を空けて、その手が伏せカードを開示した。Ｊのカードだった。


「引き分け……？」


　ドクターが、ぽつっと呟いた。本当にそうなのか、そこにあるものを疑う口調だった。


「……どうやら、その通りですな」


　アシュレイが、さっとカードを一カ所にまとめた。


　左から右へのひと撫でで、カードが綺麗に積み重なる様子を、バロットは感覚し続けた。一方、アシュレイもディスカードを済ませる間、ずっとバロットの右手を射い貫ぬくように見つめ続けていた。素肌の手がチップを四角い枠内ポツトに積み重ねる様子を。


「次のカードを、私が楽しみにしている理由がわかるかね？」


　アシュレイは、すぐにはゲームを始めず、そんなことを訊いた。


　バロットは顔を上げ、相手に目の焦点が合わないような感じで、こくんとうなずいた。ゲームに集中するあまり、相手が敵であることすら本気で忘れているような様子で告げた。


《キングが来たら負けるかも。特にスペードが。せっかく叩き折ったのが無駄になるから》


　偶数の上位に結びついたカードであるＫがあと三枚残っているのはわかっていた。シャッフルの並びからして、バロットの侵攻を防ぐための土塁はたっぷり残存しているのだ。


「わかったのかね？」


《何がですか？》


「俺の封じ手をしのいだのが、ただの偶然だなんて思いたくないんだがね」


《わかったと思います》


「私のシャッフルを見切った？」


　恫どう喝かつといっていい怖さをにじませて訊いてきた。


　だがバロットはゆっくりと首を横に振ってみせた。この男と同じようにカードをシャッフルしてみせろと言われても、できるわけがなかった。


「では、何がわかった？」


《さっきまで、絵札は全部、あなたの味方だった。でも今は、私にも味方がいる》


「確かにね。ただし、そんなに多くはなさそうだ」


《数が少なくても十分。味方がいるだけで。そのことがわかってるだけで》


　アシュレイが鋭く微笑んだ。


「間に合うかな？」


　バロットは、なぜこの男は急にこうも手の内を明かすのだろうと疑問に思ったが、それがこの土壇場での巧みな誘導であることに気づいた。勝負どころのタイミングを読み誤るよう仕向けているのだ。


　バロットは少し考え、こう答えた。


《沢山勝つ必要はないから》


　アシュレイの笑みがはっきりと強こわ張ばり、その目が完全に表情を消した。先ほどとは立場が逆転し、アシュレイの奥深いところで、バロットへの警戒が敵意に変わって首をもたげた感じだった。


　カードが放たれた。フェイスカードは５。バロットはＪとＪ──スペードとダイヤだ。


《喧嘩してるみたい。せっかく助けてくれてるのに》


　残念そうに黒と赤の片目のジャックワン・アイド・ジヤツクを見つめ、手を振った。


《でも──ステイ》


　アシュレイは間断なく伏せカードを開示した。バロットに印象づけようというように。


　スペードのＫだった。しかしバロットは印象づけられることなく左腕の下で、ウフコックが示す数値の渦を変化させた。特定の印スーツの意味を、アシュレイにとってこの上なく有利な事態を招く、強固な鉄壁として判断を下した。他方、こちらに有利な状況をもたらしてくれると期待した特定のカードは激減しているのを察知した。バロットは、アシュレイがさらにカードを引くのを甘んじて見つめた。


　引いたカードは６。見事に偶数の上位と結びついた圧倒的な布陣だった。合計21。


　アシュレイの分厚い手が、無造作にチップを没収し、カードを片づけた。


　５とＫと６、ＪとＪ。それらが目の前から消えた後の残像を見るように、バロットはしばらく場に顔を向け続けた。


「もう諦めたのかね？」


　アシュレイがからかうように訊いた。


　その響きの裏にあるものをバロットは敏感に感覚した。一瞬の防御のために生じた、一瞬の無防備を隠そうとする響きを。そしてウフコックに告げた。


　──クラブの印スーツに賭けてみたい。私の味方になってくれるように。


『了解した』


　というのがウフコックの端的な返答だった。なぜとも勝算があるかとも訊かない。盲目的にバロットに従うというのでもない。バロットの考えと覚悟を察した上での、ウフコック自身の判断だった。ウフコックもまた戦っていた。このコンビネーションの新たな形として。バロットの奔放な感覚の広がりに、しっかりとついてきてくれているのだ。


　バロットはチップを置いた。予測不能の暗闇の向こう側に、自分の感覚が鋭く切り込んでゆくようだった。感覚ばかりか、心が場と緊密に結びつくのを感じた。カードの一枚一枚が、これまでの自分であり、新たな自分だった。それは自分への圧力であり、敵意であり、また祝福だった。


　アシュレイのカード捌きが少しずつ偏かたより、バロットが追うべきカードをますます狭めた。


　バロットの目の前で10のクラブが９のクラブと重なり、相手のスペードのＡとハートのＫに邪魔された。つづけてクラブの４と５が、同じくクラブのＫを呼んだが、ハートのＪが追いつき、ダイヤの３と７が援護に回って潰された。今やはっきりとバロットを袋小路に追い込もうとするアシュレイのカード捌きを感覚した。しかし同時に、アシュレイの技術が完璧であるがゆえに生じる隙間に、バロットの意識が少しずつ入り込んでいった。暗闇の中を探る手が何かにぶつかる感覚があった。


　暗闇の中で本当に怖いことは──とバロットは思った。それは怖さのあまり、一歩も動けなくなることだ。指一本動かせなくなって、好きなように操作されることだ。


　そうされないための意志を持ちたかった。これまではずっと感じることを捨ててきたのだと思った。ウフコックと出会うまで、ずっと。そして今、薄い殻を通してだが、貪欲に感じている自分がいた。


　鋭い臭いが鼻をついた。幻の臭気が。死神が身にまとう香水のように、それが自分を覆ってゆくのを感じた。心が車の中に閉じ込められた瞬間に戻っていた。ガスの臭いが充満する場所に。それでもあのとき自分の心は、殻の中に閉じこもること以外に生きるすべを見つけられなかった。


　あのとき、自分はこのまま死ぬのだと思った。みじめで、悲しいまま。


　だが、そして──ぎりぎり間に合ったのだ。


　カードが来た。


　フェイスカードは、８。


　バロットのカードは、３と６。


　全てのカードがクラブだった。バロットの指が、テーブルを叩いた。


《ヒット》


　６のカードが来た。指をいったん上げ、リズムを刻むようにテーブルを叩いた。


《ヒット》


　アシュレイの手が翻り、６のカードを現した。


　３と６と６と６──かつてあった光景が、ぐるりと逆転してバロットの前に現れた。


　二枚目の６もクラブなら、三枚目も同じ印スーツだった。


　同じカードが一方へ偏ることこそ、鉄壁がこじ開けられて上げる悲鳴だった。


　バロットはステイ。アシュレイが、とてつもない重みを持ち上げるようにしてカードを開示した。現れたのは、スペードのＡ。アシュレイにとっては守り神に等しいカードだ。


　だがもう遅かった。８との合計で、19。バロットの勝ちだった。


「おめでとうコングラチユレーシヨン」


　アシュレイが、にこやかに告げた。カードを片づける前に配当が差し出された。そうした勝利への祝福も、信じがたいほど周到で狡こう猾かつなアシュレイの罠だった。


　その笑みにも配当にも、バロットはついに印象づけられることはなかった。それどころか鋭く研ぎ澄まされた感覚が、渦巻く数値の一点へ集中していた。ここしかなかった。アシュレイが狡猾に用意した勝利の罠に惑わされず──勝ったら退くヒツト・エンド・ランの定石を逆手に取られて本当の勝利を逃すことなく、バロットは次に来るはずの真の好機を確信したし、ウフコックも同じように思ってくれていた。


　バロットはそれまで伏せ続けていた左手を上げた。


《次のゲームをネクスト・ゲーム・プリーズ》


　右手がそれを左手から受け取り、鋭く何かを突き立てるようにポットに置いた。


　ついに賭けに出された金色の百万ドルチップに、客たちが息をのんだ。


　再びバロットの手が元の位置に置かれるまでアシュレイは微動だにしなかった。誰も身じろぎ一つしなかった。


「バロット……」


　ドクターが言った。呼んだわけではなかった。祈るような呟きだった。


　ベル・ウィングはじっとバロットを背後から見守っている。


　バロットがテーブルを叩いた。アシュレイは金色のチップから目を離し、最初からそんなものは見なかったというように、あっという間に乱れかけた呼吸を整えてしまった。およそ動じるということを知らない手が、無造作にカードシューからカードを抜き放った。


　フェイスカードはＪ。バロットのカードはＡと４。全ての印スーツがスペードだった。


　アシュレイの振りかざす剣の群に、バロットは、真っ向から飛び込んだ。


《ヒット》


　カードが来た。クラブの７だ。カードはＡが11の手ハード・ハンドから、Ａが１の手ソフト・ハンドへ。


《ヒット》


　バロットの指が間を置かずテーブルを叩き、確かなリズムを刻み続けた。アシュレイもその手際を緩めることはなかった。場に刻まれるリズムが二人の間ではっきりとした個性を帯びるのを感じた。


　カードが来た。クラブの７だった。合計19。


　カードシューには、赤いカードが現れている。


《ステイ》


　アシュレイが伏せカードを開示した。２だった。アシュレイが無言で赤いカードをどけた。目はバロットに向けられていた。バロットはただカードだけを見つめた。


　カードが抜き放たれた。


　現れたカードはＫ。


　クラブの印スーツだった。










　　　　　４







「バロット、やったぞ……」


　ドクターが歓声を上げかけ、慌てて口をつぐんだ。客たちも同じような態度を保った。


　まだゲームは続いているのだ。バロットはドクターを見ずに小さくうなずき返し、リズムを乱さぬよう細心の注意を払いながら、カードから目を離し、アシュレイを見上げた。


　アシュレイは口をへの字に曲げ、さっとカードを廃棄した。そしてバロットに向かっておどけたような表情を作ってみせながら何か言おうとしたが、別の人間に先を越された。


「見たかい。女は、男よりもずっと強く耐えることができるのさ。あんたが何を言おうと、この子は耐えるってことを知ってるんだ。あんたにも想像のつかないところでね」


　ベル・ウィングが言った。その口元が、実に涼やかな笑みを浮かべている。


「ベル・ウィング……てっきり、あんたは、俺と同じサイドだと思ってたんだがね」


　テーブルに置かれたままの朱色の箱に手を伸ばしながらアシュレイが呆れ顔になった。


　ベル・ウィングは煙草の煙を払うように、あっさりと手を振った。


「そう簡単に勝負がついちゃ、面白くないよ」


　アシュレイは同意を拒む様子で肩をすくめ、金色のチップが詰まった箱を持ち上げると、


「まだこんなに残ってる」


　チップの重さで腕が下がりそうだというふりをしてみせつつチップを取るよう促した。


　バロットは咄嗟に、その全てを狙っているわけではないことを告げてもいいのではないかと考えた。だが結局、説明できることが少なすぎて、黙ったまま箱に手を伸ばした。


　狙いはチップではない。卵の殻にも白身にも手をつけず、黄身を頂くというドクターの言葉が再三にわたって思い出された。それが自分たちの最大の強みなのだということが。


　そっと目的のチップをつまんだ。ある男の腐った中身が詰まったチップを。それを左手で握り、手袋の上に横たえた。アシュレイがうやうやしいような馬鹿にしたような調子で箱をどけ、シャッフルを開始するのを見ながら、素早くチップを手袋と手袋の間に置いた。


　さっそくウフコックが作業を開始するのと、アシュレイのシャッフルとを同時に感覚していると、ふいにベル・ウィングが、バロットの肩に手を置いた。


「ちょっと呟きたい独り言があるだけさ。あんたの邪魔をするつもりはないんだ」


　バロットを振り向かせないための、ベル・ウィングらしい言い方だった。


「なに、一つだけ思い出してほしいことがあってね。あんたに一つだけ教えたことを。もしかすると余計なことかもしれなかったんだけどね。ついそうしちまったことをさ」


　バロットは、シャッフルに顔を向けたまま、うなずいた。


《女らしくすること？》


「そうだよ。そう。ことは簡単だ。ただ、あんたが女らしくしてりゃいいのさ。あるべき自分であればいい。いるべき自分でいればいいんだ。そうでなけりゃカードと会話なんてできやしないさ。そして、カードと会話しなけりゃ、この男には勝てないんだよ。こんな男に負けてられないだろう？」


《はい》


「いいね。ずっといい顔になってるよ」


《ありがとう、ベル・ウィング》


　バロットの手が、肩に置かれたベル・ウィングの手に触れた。優しい手だった。そしてまた厳しい手だった。その手が、そっと離れた。かと思うと、バロットの椅子の背もたれに乗せられた。ドクターとベル・ウィングの二人が、バロットの椅子に手をかけ、背後から見守るようなかたちになった。


　まるで三対一のようなこの状況に、アシュレイが、口をへの字にして唸った。


「別の人間に証人を頼めばよかった」


　カードを切る音とともに、そんな呟きが聞こえた。


　バロットはポットから、先ほど賭けた百万ドルチップをどけ、右手だけでチップの山を分割し、武器を揃えるように並べた。ウフコックが間もなく作業を終えようとしている百万ドルチップから、アシュレイの注意をそらすためでもあった。どのみちアシュレイは取られたチップにはさして注目せず、シャッフルを繰り返しながら、バロットに話しかけた。


「実に信じがたいことだが──君はどうやら、運を理解しようとしているらしい。実に、まったくもって信じがたいが、もしかすると、もう理解しているのかもしれない。俺が人生を賭けて理解したものを。このテーブルについて一時間もしないうちに」


《学ばせてもらっています》さらりと気持ちをごまかさずに告げた。《このテーブルで沢山のことを学んでる気がします。感謝しています》


　アシュレイの面相が大いにしかめられた。およそ十五の女の子に言われる言葉ではないと憤慨しているように。そしてそんな顔にさえ愛嬌をにじませて、苦々しげに言った。


「私のシャッフルの秘密について学習しようとしている？　それが君の目的かね？」


　バロットは違うとは言えず、曖昧な顔をした。問われてみると、あるいはそうなのかもしれないという気にさせられた。


「まあ、無理だ。俺自身、どう教えていいのかわからん。おかげで後継者が育たない。困ったものだ」


　本当に難問を抱えているといった様子でアシュレイはかぶりを振った。


《わかると思います》


「おやおや」


《シャッフルではなくて。それが他の人にはわからないということが》


「なるほど。うん。……運について考えたことは、あるかね？」


《悪いなって。よく思ってました》


「まあ、人生、そういう時期もある」アシュレイはあっさり言った。「しかし運というものが我々を支配していることについて、考えたことは？」


《自分が悪いんだと思ってました》


「まあ、そう思ってしまうこともある」


　またあっさり片づけた。


《自分が悪くないときのことは、考えたことがないから》


「そうだな。君は謙虚だ。周りの大人にろくなのがいなければ、子供はそう考えがちだが──実際のところ、もっと深く、運について考えてみたことは？」


《あなたに勝てるかどうか？》


「そうだ」


《あなたのシャッフルの秘密？》


「その通りイグザクトリイ」


　まるで小学生に九九を覚えさせようとしている気さくな教師みたいだった。これまで足し算と引き算しか知らなかった者に、新たな概念を与えようというように。


「たとえば君は、言葉を喋っているだろう？」


《はい》


「では、言葉とはどうやって出来上がっている？」


《口と──鉛筆？》


「そう。他にもキーボードやボイスレコーダーや手話なんてものもある。しかし言葉そのものをどうやって作り出した？　言葉が生まれた原因は？」


《神様？》


「当たらずとも遠からず」


　アシュレイが、またシャッフルを中断してバロットを誉めた。これがディーラー本来の仕事だと主張するような会話の妙だった。バロットは、ウフコックが卵の黄身を無事に取り出したのを感覚しながら、勝負の緊張とリズムを崩されぬよう注意してアシュレイとの会話に応じている。


「こういう話がある。あるときコンピュータに、人間の言葉を理解させようとして様々な研究が行われた。言語法則をプログラム化し、人間が話しかけたら即座にコンピュータなりの回答を出すというものだ。しかし、うまくいかなかった。かける言葉がちょっと違うだけで、たちまち混乱が発生する。せっかく言葉を覚えさせようとしても、他ならぬ人間をバグ扱いしてしまうわけだ。問題を解決するため、コンピュータ用に新言語法則なんてものまで作ったが、無駄だった」


《どうして覚えさせようとしたんですか？》


「君が、コンピュータの言語認識の恩恵にあずかっていないなんてことがあるかい？　ちょっとしたメールを打つたびコンピュータが混乱したら大変だ。君のその声だってコンピュータの恩恵だろう？」


《どうやって覚えさせたんですか？》


「シャッフルしたのさ。言葉をね」


《シャッフル？》


「二十年分の新聞を集め、文章を全てコンピュータに打ち込んだ。何百万語もの言葉をそのまま放り込んだのだよ。そして、ある言葉の次にどの言葉がくる確率が最も高いか、コンピュータ自身に調べさせたのさ。やハあイ、という言葉の次にくる確率が最も高いのは、どうしてるハウアー・ユー・ドウーイング、というように」


《確率？》


「そう。言葉の確率。それがコンピュータによる言葉の理解だった。バグは生まれない。どんな言葉だって、たちまち応用で覚えてゆく。それでようやく、言語を扱うコンピュータプログラムが、商品として耐えられるくらいのものになったってわけだ」


《私たちは、偶然、喋ってる？》


　アシュレイが、にやりと笑った。山頂をきわめた者が、ようやく辿り着いた者を迎えるように。


「我々が生きていること自体が偶然なんだ。そんなこと、ちっとも不思議じゃないじゃないか？　偶然とは、神が人間に与えた中で、最も本質的なものだ。そして我々は、その偶然の中から、自分の根拠を見つける変な生き物だ。必然というやつを」


《必然？》


「たとえばこのカードの枚数は決められているだろう？」


《はい》


「ときどき減ったり増えたりすることもあるがね」


《はい》


　と答え、それがいかさまを示唆しているのだとわかって、思わず呆れてしまった。


「ただし、見たこともない絵柄が現れたりはしないし、Ａエースの次がＢなんてこともない。決まったカードの並びだからこそのゲームだ。我々の言葉がそうであるように。カードの並びも偶然生まれた。だがそれが一つのかたちとなるとき、それは必然を生み出す。偶然がなければ何も生み出されない」


　バロットはうなずいた。アシュレイの芸術のようなシャッフルが、とっくに終演に差しかかっていることはわかっていた。そして、その言葉も。


「河の流れをせき止めれば水は溢れる、支流にわかれれば水かさは減る、雨が降らなければ河は干上がる──必然的に。運命は河の流れだ。流れが本当にあるかないか、なんてことには意味がない。問題は、河は流れ続けてるってことだ。誰もがその河の流れの中で生きてる。河に逆らって溺れる者もいれば、泳いでいる者を後ろから沈めて自分だけ浮き上がろうとする者もいる。だが河が教えることは、その流れと一体となったとき、そいつは河自身になれるってことだ。運命そのものに」


　アシュレイが最後の言葉とともにぴたりと山を整えた。赤いカードを差し出し、バロットを見た。その眼差しに、いつの間にかまぎれもない親しみの光をたたえながら。


　バロットは赤いカードを受け取り、芸術のようなカードの山を整えたアシュレイに敬意を表するようにして正確にその心臓に差し込んだ。カードにはすでにバロットの影響がたっぷり与えられている。親しい人間同士が交わす言葉が、自然と、周囲で交わされる言葉とは別のものになっていくように。


　アシュレイが山をカットし直した。ほとんど一瞬だった。そしてその一瞬で、バロットの腕の下では数値がめまぐるしく応答している。カードの並びと確率が、そうすべき一点へ絞られていった。複雑怪奇な過程を経なければ辿り着けない一点へ。方法はわかっていた。ベル・ウィングが告げたように。自分自身の正しいあり方を心がけることだけが唯一の正攻法だった。


　バロットがチップを積んだ。勝利の瞬間へいたるために。必然のチップを。


　カードが来た。フェイスカードはＱ。バロットのカードはＡと５。


　バロットはヒット。来たのは７。さらにヒット。来たのは６。Ａを１と数え19にソフト・ナインテイーン。


　そこで静かにステイ。どこにもリズムの乱れはなかった。選択にも、呼吸にも。


　アシュレイもまた無造作なまでにリズムを保った。流りゆう暢ちように会話を交わす者たちのように。開示したカードは６。Ｑとの合計で、16。さらに一枚を引き、２を得た。そこまでだった。


　ぴたりとバロットが勝った。アシュレイが配当を数え、バロットのポットの脇に積んだ。


《次のゲームを》


　勝ち取ったチップの半分を、それまでの賭け金に加えて告げた。


　バロットはＪと９を得てステイ。フェイスカードはＫ、伏せカードは８。バロットの勝ちだった。


　さらなるゲームでも、バロットの９と４が、８を引き寄せた。そしてアシュレイのフェイスカードである10が、伏せカードであるＫと並び、バロットが勝った。


　バロットもアシュレイも、急にバロットが勝ち出したことについて何の言葉も挟まなかった。ドクターもベル・ウィングも何も言わなかった。ただ客たちが少女のつきの盛り上がりに興奮していた。


　バロットの腕の下でウフコックが数値を弾き出した。その計算能力はもはやバロットの一部だった。バロットの感覚能力がウフコックの一部となっているように。互いが互いを包むようだった。ヒットかステイか。スプリットか、あるいはダブルダウンか。全てが同時に判断され、一定のレベルで答えが出ていた。そのレベルで勝てるだけの波を、これまでのゲームで作り出してきたのだ。無我夢中だったが、それはどんな人生でもそうであるように、振り返らねばわからないことだった。バロットはすべきことをした。これが答えだった。そしてまた、それだけでは十分ではなかった。


　五回目のゲームも勝ち、ポットに積まれるチップが大きな塊に育っていった。それがバロットのゲームの進行を後押ししたし、恐ろしい重荷ともなった。


　バロットとウフコックがともに見出す選択は常に正しかった。だがそれ以上ではなかった。アシュレイが、カージャックの話で告げた五〇％の答えのように。あと一撃で勝てるのに、その一撃を加えるべきタイミングは、遠く彼方にあった。


　七回目のゲームもバロットの勝利に終わったとき、ふいにアシュレイが口を挟んだ。


「先ほどのヒッチハイクの話を覚えているかね？」


　バロットはちらりと顔を上げてうなずいた。


「あの話には、続きがあるんだが、喋ってもいいかね？」


　配当をポットの脇に置いてきた。ゲームを阻害する気はないという意思表示だった。ベル・ウィングが独り言だと告げたように。バロットはうなずき、勝った分の三分の一を、ポットに重ねた。


《はい。ぜひ聞かせてください》


「普通、人に話すことはないんだがね。自分には兄がいた。二人兄弟だ。かけがえのない兄だった。彼はあるとき、道でヒッチハイカーを見かけて車を停め、相手を迎え入れた」


　カードが配られた。フェイスカードはＫ。バロットのカードは、Ａと８。


　ステイを指で示した。アシュレイが伏せカードを開示した。


「そして殺された。犯人は、いまだに見つかっていない」


　伏せカードは８。バロットは勝った。アシュレイはさっとカードを片づけながら言った。


「車のトランクに押し込められて、炎天下に放置された。兄は脱水症状と呼吸困難で十数時間も苦しみ、そして死んだ。暗闇の中で、たった一人」


　配当が積まれた。それが丸ごと賭け金に加えられた。カードが来た。


「俺は、兄の葬儀の後、父とともに兄が遺体で発見された現場に行った。そこで兄が死んだ車のトランクの中に入り、父に蓋を閉めてもらった。兄の気持ちが知りたくて」


　フェイスカードは５。バロットのカードはＪと２。


「中は苦しかった。恐ろしかった。俺は闇の中で必死にもがいた。そのとき、父の声が聞こえた。フックを引け、そこにフックがある。その声を頼りに、フックを探し出し、そしてトランクを開けた」


　バロットが指でヒットを示した。来たカードは、９。


「俺は、兄の代わりに、死の箱から脱出した」


　ステイを示した。開示された伏せカードは９。引かれたのは６。21と20──僅差の勝ちだった。


「もしあのとき、兄にそうした車の知識があったら……」


　カードが片づけられ、配当のチップが積まれた。


「あるいは、フックがあることを教えてくれる誰かがいたら」


　差し出されたチップを、バロットはそのままポットに合流させた。


「そしてまた、フックを自力で見つけられる運があったら……それら三つのうち、どれかがあったならば、兄は死ななかったろう」


　カードが来た。フェイスカードは、８。バロットのカードは、５とＱ。


「それら三つのうち、どれを持っているか。あるいは一つも持てないか。それが人生の分かれ目だ。なかった人間から順に敗北してゆく。君の持つものが何かは知らないが、それがあるからこそ、生かされている。そのことを忘れてはいけない」


《はい》


　バロットはまっすぐ相手を見上げてうなずいた。自分の心を語ってくれたアシュレイに敬意を表し、緊張を保ったまま相手の言葉を飲み込み、テーブルを叩いてヒットを告げた。


　来たカードは６。当然のステイ。アシュレイが伏せカードを開示した。９だ。８との合計で17。バロットの十度目の勝ちだった。賭け金はポットから溢れんばかりになっている。だが、まだだった。一〇〇％の答えではないのだ。この男に匹敵するだけの、自分だけの一〇〇％の答えを出さねば、最後の瞬間も勝っているとは到底思えなかった。


　その上、勝つことは負けることよりも遙かに緊張をしいた。勝ち続けるということは。どんどん狭まってゆく足場を同じ速度で──あるいはもっと速く駆け抜けるようなものなのだ。一瞬のバランスの喪失が、止まらぬ転落を招くのはわかっていた。


〝天国への階段マルドウツク〟は、転落するとき以上に、昇るときこそ人に恐ろしい苦難を与えることをバロットはこのとき初めて思い知った。


　積まれたチップの四分の一をポットに置いた。増える一方の重い苦しみに耐えて、階段を少しずつ上がってゆく思いだった。カードが来た。緊張に耐えられず、ふいに目をそらしたくなった。それこそ誘惑だった。アシュレイが誘導を仕掛けるまでもない、最後の苦難。一瞬だけ目をそらすのだ。それで一気に心が楽になる。だがバロットは歯を食いしばってその誘惑に耐えた。


　苦しみのあまり自分が今にも泣き出しそうな顔になるのがわかった。相手に心の弱さを読まれると思ってもどうしようもなかった。バロットはその弱さを恨みながら耐えた。これまでの人生で、有意義な何かに耐えたことがあるとすれば、今がそのときだと思った。


　フェイスカードは３。バロットのカードはＫと６。ヒットした。来たのは、３。


《ステイ》


　アシュレイが伏せカードを開示した。２だ。合計で５。一枚引いた。８だ。さらに引いた。６だ。19と19。ぴたりと現れた、アシュレイの鉄壁たる技術であり、強運だった。


「引き分けだ」


　アシュレイが告げた。ポットに置かれたチップはそのままに、バロットが次のゲームを要求した。


　フェイスカードはＫ。バロットは８と９。


《ステイ》


　開示された伏せカードは、２。合計で12であり、さらに一枚引かれて５が来た。


　また引き分けだった。さらに一枚バロットが引いていれば即座にバストしていた。


　苦しみに苦しみが重なった。正念場の駆け引きだった。次のゲームも引き分けた。ポットに積まれたチップは微動だにしない。二つの等しい力で引っ張られた中心点が、拮抗して動かなくなるように。アシュレイはもう何も言わなかった。バロットも何も告げなかった。ゲームだけが進行した。ドクターもベル・ウィングも、ただ見守った。ギャラリーは減らず、むしろ増えていった。


　引き分けが続いた。一度や二度ではない。延々と歩き続ける砂漠の闇が再び現れていた。


　だが今はそこに暁あけ星ぼしが輝いている。星が見える。凍えるような緊張と不安さえ、傍らを歩く道連れだった。焦慮も疲労も、足並みを揃えて一つの方向を向いている。バロットが歩くべき方向を。そこから目を逸らすことほど、愚かでたやすいことはなかった。


　二十ゲーム目が引き分けのまま過ぎ、二十一ゲーム目の引き分けでカードがばらけ、二十二ゲーム目の引き分けで、頂点に達した波が岸壁にぶつかって粉々に砕けるように、一つの必然が生まれた。


　二十三ゲーム目のフェイスカードが置かれた。Ｋだった。


　来たカードは３と５。ヒットして得たのは２。さらにヒットし、４が重なった。バロットはこれから何が起こるにせよ、きちんと受け止められるよう祈り、静かに息を整えた。


《ヒット》


　５が来た。合計で19。バロットは、逸らしかけた目を意志の力でとどめ、ステイした。


　アシュレイが伏せカードを開示した。Ａだった。


　ぴたりとアシュレイが勝った。チップがごっそりとポットから奪い尽くされた。


　バロットはじっと場を見据えた。チップが消えた後の虚空が、ささやいている。今がそのときだと。失われたチップは高台だった。それを越えたということは、今、自分は跳躍しているのだ。積み上げてきた高台から、さらなる高みか、もしくは真っ逆さまに地上へ。


　着地点を見誤れば、積み上げた高さで自分を殺すことになるのはわかっていた。アシュレイがたとえ親しみをみせたとしても、バロット自身がそういうゲームに飛び込んだのだ。


　バロットは自分が勇気を持てるよう祈った。それは決して難しいことではないはずだと信じて。手にしたものが全てであり、それが試されているのであれば、手を開いて見せるだけなのだから。


　バロットは金色のチップを手に取った。


　最初に手に入れたほうのチップだ。それを、空っぽになったポットに、鋭い音を立てて置いた。たちまち客たちが異様な熱気のこもった吐息をもらした。バロットが言った。


《次のゲームを》


　アシュレイがうなずいた。まるで動じずに。跳躍か転落か、二者択一に挑む少女にカードを放った。


　カードが来た。フェイスカードはＡ。バロットのカードは、７と７。


　そしてカードシューには赤いカードが現れていた。


　アシュレイが赤いカードをどけた。そしてバロットの選択を待った。五つの戦術全てを使うことができるそのカードに対し、少女がどれを選ぶのか、あるいは選ばないのかを。


　バロットは必死に呼吸を保った。立ち上がって逃げ出したくなる恐怖にいっとき身を貫かれ、その衝撃に耐えた。喉が叫びを上げたくて痛いほど強張っている。それにも耐えた。


　そして二枚目の金色のチップに触れ、中身が抜かれていることを改めて感覚した。


《倍賭けダブルダウン》


　ポットに置かれたチップに、二枚目の金色のチップを重ねた。そっと、この上なく静かに。もうすでに何百枚もそこに積み重なっていて、たった一枚加えただけでチップの山が音を立てて崩落するというように。


　まるでフロア中の音が消えたようになった。


　誰も一言も発さない。


　たった二枚のチップが、カジノを凍りつかせていた。二枚の百万ドルのチップが。


　冷たさでむしろ焼けつくような沈黙の中、アシュレイが厳粛にカードシューに触れた。


　鮮やかにカードが放たれた。


　燃えるような赤い印スーツがバロットの目を打った。


　７だった。


　赤い７だ。


　必死の攻防を繰り広げた末に、最後の最後で現れたものがそれだった。二枚の７と偶数枚の８が残ることでプレーヤーに必勝をもたらす魔法を避けた結果のカード並び。ディーラーの腕もプレーヤーの判断も、どちらも極めて優れているからこそ現れる、三枚目の７。


　栄誉の７グローリー・セブンズと呼ばれるカードが、今、目の前にあった。


　左右二つのダイヤと、その中心で脈打つような、ハートの７が。まるで血のような赤さだった。実際その三枚のカードこそ血だった。これまで流してきた無惨で希望のない血ではない。今はじめて戦うことで流された精神の血だ。


（選択をするんだ）


　だからこそ、それに応えきることが、


（生存の選択。その権利は君にある）


　一〇〇％の答えを出すことが、このときのバロットの目的であり、価値だった。最初にウフコックたちが示してくれた選択と同じように。殻の内側で煮殺されることを最後まで拒んだ心のささやきが、


（死にたくない──）


　今このとき、まざまざとよみがえるのを感じた。そしてそのとき果たした選択のさらに先へ、得られた生存を賭けに出してでも、さらに手を伸ばすべきだった。


《イーブンマネー》


　バロットが告げた。さしものアシュレイが、うっと息をのんだ。伏せカードをすぐさま開示するはずだったその手が、戦慄に強張った。


　バロットの座る椅子の背もたれで、ドクターの手が、ぶるっと震えた。


　ベル・ウィングが目を閉じ、そして再び開くまで、沈黙が過ぎていった。


　誰も予期せぬ選択だった。そのため、少女が何をしたか咄嗟にわからぬ客たちが訝いぶかしげなざわめきを上げた。やがて少女が自ら21ブラツクジヤツクをふくむ全ての倍率を捨てたことを悟る者が現れ、ざわめきがどよめきに変わった。


　最高の勝ちを放棄する選択。最低限の勝ちだけを拾う選択だった。


「六百万ドルの配当を自分から捨てると言うのか……？　四百万ドルの差だぞ……」


　アシュレイが、呑んだ息をそろそろと吐き出すような呻き声を洩らした。


「……君が、六百万ドルを手に入れるチャンスを、自分から捨てることができるとは思わなかった。俺の誤算だ。完全な、俺の失敗だ」


　バロットは動かない。大きく目をみはって自分が選択を告げたカードを見つめている。それ以外に何もできずにいた。目が離せなかった。体中が強張って石のようになっていた。


「俺は今、勇気を見た。謙虚を見た。俺の目の前で誰かが完全に勝つのを初めて見た」


　アシュレイのさまよっていた手が、ゆっくりとテーブルの上に置かれる様子を、バロットは感覚した。その途端だった。あっという間に視界が曇り、何も見えなくなった。


　こみ上げてきた。止まらなかった。頰が暖かいもので濡れ、うっすら浮かび上がった銀の粉とともに流れ落ちていった。何もかも熱く溢れ返る中、意識にあったのは、自分にこれができたのだということだった。唯一の正解に辿り着き、〝天国への階段マルドウツク〟の最後の一段を踏み越えた。宙に躍り出て、それまで存在しなかった自分だけの階段を踏んでいた。踏むまでそこにあることすらわからなかった階段を。


　本当に怖かった。一歩を進む勇気を絞り出せた。そう思って今度は体が震え出した。それからやっと、自分が泣いていることを理解していた。まさしく滂ぼう沱だの涙だった。


《閉じ込められていた車から、助け出してくれた人たちがいました。私は、あなたのお兄さんのように、一度死にました》


　夢中で、この強敵に告げていた。自分が勝ったわけを。勝てた理由を。


《一度死んだとき、声をなくしました。その代わりに、手に入れたものがありました》


　アシュレイがゆっくりと溜め息を吐いた。今度は呻き声ではなく、


「まるで人魚だ」


　そう呟き、口にした言葉にちょっと照れたように肩をすくめたが、続けて言った。


「声と引き換えに、地上を歩く足を手に入れた人魚の物語を思い出した。泡となって海に消えたとしても、彼女は勇気の人だったんだろう。彼女の足は、一歩進むたびに剣で突き刺されるような痛みを受けたが、それでも真実を知るために地上を歩き続けた」


　アシュレイが伏せカードを開いた。涙で曇るバロットの目には何も見えなかった。


「……このカードが敗れるとは思わなかった」


《カードが、見えません》


「このカードは、もはや関係ない。君の勝ちだ。完璧な勝ちだ」


　その言葉とともに、二枚のカードの絵姿が、バロットの視界にようやく浮かび上がった。


　スペードのＡと、黒い片目のジャックワン・アイド・ジヤツク。


　バロットが成し遂げた選択以外の全ての勝負を無効にし、勝利を奪ったはずのカード。


　この男を象徴する、最強のブラックジャックが、バロットの目に鮮やかに映っていた。





第３章　合軸　Connecting Rod
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　バロットが先ほど渡されたタオルで顔を押さえ、すっかり気持ちが落ち着くまで、みな待っていてくれた。アシュレイも、次のゲームはどうするかと訊かない。配当を済ませ、カードを集めてシャッフルに入ろうという素振りも見せなかった。ただ、待ってくれた。


　ようやく涙を拭って顔を上げると、アシュレイがうやうやしく箱を差し出してきた。


　金のチップが詰まった箱に手を伸ばすバロットを、フロアワーカーたちも客たちも呆然と見守っている。もう一枚、とアシュレイが告げると、何人かが卒倒しそうになった。


　ドクターは今度はその客たちに対して煙幕を張ることに力を注ぎ、しきりに喋り散らしている。中にはバロットの幸運の分け前をほしがり、自分もその椅子に手を触れていいだろうかと言い出す客もいたが、ドクターは映画スターのエージェントよろしくそうした連中を一切近づけさせなかった。


「もし良かったら……そのチップに何を求めているか教えてくれないかな？」


　アシュレイが、黄金の光の三分の一を失って虫食いみたいになった箱を置きながら言った。バロットが十二枚のうち特定のチップを選んだことを鋭く察しているのだ。


《私は取引をしたんだと思います。人魚と同じで、魔法使いと。歩けるように》


　バロットはそう答えながら、新たに手に入れたチップの一つを何気なく手袋の間に滑り込ませた。もちろんアシュレイもベル・ウィングもそれを見逃さなかったが、二人とも咎とがめはしなかった。バロットにとってやはりその長手袋が重要な意味を持つのだということくらいは察したかもしれないが、そこにチップを放り込むことにどんな意味があるかは彼らの知るべきところではなかった。


「つまり……それが目的なのかね？　歩けるようになることが？」


《そうだと思います》


　アシュレイがうなずきかけて急に顔をしかめた。バロットのせいではない。アシュレイの耳に、ありったけの罵ば詈り雑ぞう言ごんを叩き込む誰かのせいだ。バロットはすぐに声の主を察した。コンピュータも人間も、その本質では確率で言葉を喋っているのなら、アシュレイのイヤホンに言葉を流し込んでいるシェルの人生のビンゴゲームは、呪じゆ詛そで穴だらけになっているに違いない。バロットは、アシュレイが辟へき易えきしたようにイヤホンを叩いて了解を告げる様子を面白がるような顔で眺めながら訊いた。


《このお店のオーナーですか？》


「ご明察の通り。地雷を踏んだようだ。もう少し格好つけたかったんだが……やれやれ、すまんな」


　最後の言葉でアシュレイはベル・ウィングを見た。


「何を言ってるんだい。途中から、すっかりこの子に夢中だったくせに」


　アシュレイは、にやっと笑みを浮かべた。どこかで見たことのあるような、渋い笑みだった。その顔のままバロットに目を戻した。


「あともう一巡以内に君を仕留めなければ、火炎放射器が出てくるそうだ」


《火炎放射器？》


「解雇通知フアイアー・ペーパーさ」


　ベル・ウィングが訂正した。アシュレイが、その通り、というように肩をすくめた。


「結論を言えば、次の一巡で君から全てのチップを奪うのは無理だ。あと十セットかそこら繰り返せばわからないがね。それにしたって君がどう勝つのか見たくなるだろうし。どうしたものかな」


《オーナーを呼んでください。本人が、このチップを私から取り返せばいいと思います》


　三枚目のチップが手袋の狭間で中身を抜き取られるのを感覚しながら告げた。


　アシュレイはぽかんとなってベル・ウィングと顔を見合わせている。ベル・ウィングもこれには驚いたらしい。二人とも無言のまま、これがどういうことか目で議論し合っているようだった。


　ほどなくして、アシュレイの口から盛大な笑い声がほとばしった。


「やられたな！　君はカジノに損害を与えることが目的ではなかったんだな？」


　コメディ役者の十八番おはこを立て続けに食らったように、立派なひげ面をくしゃくしゃにして笑いながら訊いてきた。バロットがうなずくと、アシュレイはひゅーっと息を吸って天を仰いだ。


「おそらく君はすでに目的を果たしたんだ。俺にはわからん目的を。まったく……俺はカジノの用心棒であって誰かの用心棒ではないんだ。こりゃあ、こんなお嬢さんに……これほどの強敵に、ここまで目を付けられたとあっては、うちのオーナーも先がないな」


　ベル・ウィングは、ようやくわかったか、というようにうなずいている。


　アシュレイは笑いを収めると、その分厚い胸に分厚い手をあて、親しみをこめて言った。


「君の魔法が長く続くことを祈っている」


《ありがとう》


　アシュレイは、また、にやっと渋い笑みをくれて背を向け、テーブルを離れていった。


　バロットは、そっとウフコックに干渉した。


　──あの人、あなたに似てる。


『そうか？　どこらへんが？』


　──なんとなく。厳しいけど、優しいところとか。それに、すごくユニークだし。


『君の好みだということかな？』


　──そうみたい。妬やける？


　つい調子に乗って訊いた。ウフコックはすぐには答えなかった。質問にまごつくというより、百万ドルチップを加工する作業に時間をとられている、というように。


『そういう自覚症状はないな』


　──少しはおだててくれてもいいのに。


　本気で文句を言った。


『それはすまない』


　しゃあしゃあとした言葉が返ってきてバロットは唇を尖らせた。すると、


『君の手から外されたとき、捨てられるのかと思って怖かった』


　そういう文字が浮かび上がり、ついうっかり吹き出してしまった。


　──私はあなたを使いたい。あなたが望んでいるような仕方で。


　手袋を優しく撫でた。赤ん坊の頰を撫でながら、あなたは望まれて生まれた子だと告げるのに似ていた。そのバロットの様子に、ベル・ウィングは当然のように気づいている。


「誰かと話をしてるのかい？」


　さすがに鋭い質問だった。バロットは素直にうなずいた。


《はい。私のことを助けてくれる人と》


「それはきっと、あんたの聖霊だね」


　ベル・ウィングはいたって真面目な顔だ。バロットは嬉しくなって微笑み返した。それからテーブルに目を向けた。誰もいないテーブルに。じきにその空白に立つ男を迎えるための心の準備を整える必要があった。アシュレイが、兄が死んだ車のトランクに自分も入ったように。何もかも新しくやり直すための準備をするのだ。


　やがて四つ目のチップの加工をウフコックが終えたとき、ベル・ウィングが言った。


「来たよ」


　見ると、アシュレイが二人の男とともに大きな足取りでフロアに戻ってくる。エスコートするというより、これから死刑台に向かう悪あく辣らつな罪人を引きつれる獄吏のような淡々とした顔だった。いかにも救いがたいシェルと、さらにもう一人の男を。


『クリーンウィル・ジョン・オクトーバーだ』


　ウフコックが、シェルの傍らにいる男について説明をよこした。


『オクトーバー社の重鎮の一人で、シェルのボスだ。婚姻相手の親族でもある』


　端的に言って、その男は巨体だった。丸々と太っているというのではない。肉の塊が、熟れすぎた果物のように人間の体にぶら下がっているのだ。極めて非人間的な無表情さで、フロアにいる人間全てを馬鹿にしていた。その目が不機嫌そうにバロットを見た。反射的にその男を射殺してしまわない理由を探すのに苦労するような、なんとも言えない嫌な目つきをしていた。


　その二人を連れてくると、アシュレイはテーブルの配当チップの傍らに立ち、そこらの観葉植物と同じく、場を飾る以外に務めはないといった感じで両手を重ねて佇たたずんでいる。


　オクトーバー社の肉男がテーブルに近寄り、しきりにバロットをじろじろ眺め回した。


　バロットは咄とつ嗟さの思いつきで百万ドルチップを一つ手にすると、指で弾いてテーブルの上で回してみせた。オクトーバー社の社章の入ったコインを。一ドルコインでも扱うみたいに。銃を撃たない代わりにしてやることとしては、そう悪くない行為だったようだ。


　ジョンが目を剝き、シェルが青ざめた。どちらも体の中で液化燃料が沸騰し、憤怒と恐怖の混合気が口元からしゅうしゅう音を立てて噴き出している感じがした。特にジョンは全身の毛穴からも引火性の高いガスが出ていて、ちょっとした静電気で大爆発を起こしてやるぞとその顔が言っていた。


「取り戻したまえ」


　クリーンウィル・ジョン・オクトーバーが、ぎろっと目を尖らせ、シェルに命じた。もしできなければ、お前をあのコインみたいに回してやると言外に誓うように。


　シェルは自爆を命じられたヒットマンのように表情を消し、すっと背筋を伸ばした。


　全身が機械と化したようだった。この男も必然があって勝利を重ね、今の地位を得たということが姿勢から窺えた。怒りも恐怖も押しやり、勝負への集中は十分のようだった。


　シェルがテーブルに立ち、向かい合うバロットを見下ろした。フロアマネージャーの一人を呼んで使用済みカードを片づけさせて新たな未開封のカードの組デツキをテーブルに並べると、それらを開封する前に一つずつ指輪を外していった。左手の薬指を除く全ての指に嵌はめられたブルーダイヤの指輪を。シェルの母親と六人の少女の遺灰で作ったおぞましい宝石たちが凍りついた涙のように光っている。


　バロットはふいに、自分は八人目の素材となってシェルの指を飾るはずだったのだとこの場にいる全員に告げたい衝動に襲われた。その上、シェルのもとにいた頃は、指輪を預かるのが務めだったのだと叫びたかった。男の薄っぺらい狂気の犠牲になった少女たちの亡なき骸がらを預かっていることが。


　もちろん実際にその忌まわしい恐怖と屈辱をこの場で告白したりはしなかった。必要もなかった。指輪の代わりにシェルを恐怖のどん底に突き落とすチップを預かっているのだ。シェルの記憶の亡骸をおさめたちっぽけな四つの棺。どれも空っぽになったものを。


　バロットは手のひらを相手に向け、カードの確認は必要ないというジェスチャーでそれを止めた。もしいかさまカードを使う気なら、ゲーム中に一枚残らずありかを判明させて逆用するまでだった。


　シェルはバロットの顔を見ずにうなずいて新たなカードを開封した。


　そのシャッフルを最後に見たのはいつだったろうか。ひどく遠い昔に思えた。以前はなんと美しい技かと感心したものだが、今こうして感覚すると、確かに客受けの良さそうな優雅な手つきではあったものの、技量はアシュレイに遠く及ばないことがわかった。


　バロットは静かな敵意に満たされながら左腕を手袋の上に横たえ、数値の渦を巡らせた。


　素早いシャッフルを駆使してシェルは短い時間でカードの山を整えた。


　差し出される前に、バロットは率先して赤い透明なカードに手を伸ばし、つまみ取った。


　車に閉じ込められた晩以来、初めてシェルと目が合うのを感覚した。沈むような青さで光る変光カメレオンサングラスの奥で、シェルは強い怒りと不安が溜まりに溜まった目を大きく見開いている。いつかシェルが自分にはどんな愛があるかを悠々と語ったときの眼差しの幻が、バロットの脳裏に残滓のように浮かび上がり、そして消えた。


《あなたを綺麗にしてあげる。みんなが気に入って、羨うらやむくらい綺麗に飾ってあげる》


　バロットが告げ、すっとカードの山に赤いカードを差し込んだ。


《愛も金も私には沢山あるの。私の言う通りにすれば間違いないから。安心して》


　シェルの顔が微妙な羞恥に引きつった。かつて自分がバロットに告げた言葉であることを察したのだ。決して思い出せないまま。自分がとっくに忘れたことをいちいちほじくり返す女に対し、たいていの男がそうするように、シェルは返す言葉もなくバロットを無視し、カードの山をカットし直した。


　その一瞬で、この男がどこまでカードを支配しきれるかを精密に感覚した。相手の心臓である四枚の百万ドルチップを手の中でもてあそんでみせ、ぱちんと音を立ててチップを置いた。十万ドルチップだ。金色のチップを予期したらしいシェルはぎくりとなり、慌てて呼吸を整えた。


《私は、焦るのは好きじゃないから。一枚ずつ脱がしてあげる》


　バロットが真顔で言った。それもまたシェルがバロットに言ったことだと、その場にいる何人かは理解したようだった。ドクターやアシュレイやベル・ウィング、あるいはもしかしてクリーンウィル・ジョン・オクトーバーも。


「ごみ溜めで生まれた淫売め……」


　シェルが低い小声で呟いた。かろうじて聞き取ったドクターとアシュレイが、ちょっとひやっとしたように眉をひそめた。バロットとベル・ウィングは微動だにしなかった。


　シェルがカードを放った。喧嘩で劣勢になったティーンエイジャーが、慌ててナイフを突き出すような乱暴さで。そしてバロットは淡々とその刃をかわすようにして言った。


《足を大きく開いて、大事なところを見せて》


「なんだと──？」


《ステイ。あなたのカードを見せて》


　シェルの右のこめかみに埋め込まれたインプラントのそばに、太い血管が浮き上がった。煮えたぎるような怒りが血と一緒に脈打つ様子が感覚された。


　シェルはゆっくりと伏せカードを開示した。じらすのではなく。純粋に気分の悪さから。


　ゲームが始まり、ほどなくして終わった。


　悪運の全てに別れを告げるためのバロットのゲームが。





　アシュレイとベル・ウィングだけが、それに気づいていた。


　ドクターは最初から知っていた。プランを作ったのは他ならぬドクターだからだ。


　最後まで気づかなかったのが、オクトーバー社の男であり、シェルだった。むしろシェルはあえてその可能性を頭の中で叩き伏せているようだった。この男がそうして人生を過ごしてきたように。


　連戦連勝していることだけが、苦悶と羞恥にまみれたシェルにとっての真実だった。


　シェルは勝っていた。初戦のカードの開示から、十五ゲーム目を過ぎた今に至るまで。


　殻にも白身にも手をつけない──つけたときは、すぐにそれを返上する。ドクターは、すべきことについては決して迷わなかった。バロットもそれを十分に学んでいた。問題はタイミングだけだった。


　十七ゲーム目でのことだ。フェイスカードが９、バロットのカードが３と８。


　左腕の下で数値の乱舞がすべきことを教えている。バロットはヒットを告げた。来たカードは６。さらにヒットして２を引いた。合計で19。一見、無謀さが幸いしたといったところだ。特に、カードとシェルを睥へい睨げいしているジョンにとっては。


　その男をちらりと見やってから、バロットはステイした。ジョンは凄まじい形相になっていた。シェルが一回でも負けることを許さないというように。ブラックジャックでそんなことができるわけがない。オートマチックのピストルを使ってロシアンルーレットをやれと言っているようなものだ。


　シェルがカードを開示した。カードはＡ。僅差でシェルが勝った。


　ほほっとジョンが歓声を上げた。シェルは顔を強こわ張ばらせてカードを見ている。Ａの位置が一枚前後にずれていたらバロットが勝っていた。シェルの運の命綱は細く、バロットは勝つための波を維持している。それでいてバロットはシェルに勝ちを譲った。意図がぷんぷん臭うカード捌さばきだし、シェルも危機には敏感に感づくほうだ。だがもう遅かった。


　やがてバロットの十万ドルチップが尽きた。ついで五万ドルチップがなくなり、一万ドルチップが束になって、ヘビースモーカーの吸う煙草みたいに消えていった。


　他の客やディーラーたちが見たら、なんと思うか。自分にやらせろと思うだろう。ゲームをするという意味ではない。手にしたチップを換金し、速やかにカジノを出てゆくのだ。


　この少女とキザな男のコンビは、勝負をやめるタイミングを失った愚者だった。無謀な挑戦の末、とうとうカジノを本気にさせ、せっかく手に入れたチップを削岩機にかけられたアスファルトみたいに剝ぎ取られてゆくのだ。それこそ終演だった。夢のような大金を手にした人間を、カジノに足繁く通う者がどう見るか。アシュレイの言う通り、殺して奪うべき獲物と見る人間もいるだろうし、一緒に組んで一花咲かせようとする人間もいるだろう。そういう人間は客の中にもディーラーの中にもいた。いずれにせよバロットたちの目的を阻はばむ、悪意をたっぷりと針から出すスズメバチみたいな連中だ。そして転んでドブに大金を落とすような人間を、スズメバチはストリートに垂れた犬の小便くらいにしか思わないし、ジンクスを大事にする彼らにとって犬の小便ほど験げんの悪いものはない。


　だがそれでも勝つべき瞬間があった。演技のために。バロットの焦げつきのためにも。


　フェイスカードは、５。バロットのカードは、Ｑと２。


《ステイ》


　完全なディーラー側のバスト待ちだった。シェルはカードを開示する前から絶望していた。おそらく、ある程度のカードの並びを、そのイヤホンや腕時計といった道具によって知らされているのだ。


　それでも運を頼りにカードをめくった。およそディーラーらしからぬ、ブラックジャックで全勝するという奇跡を願って。開示されたカードはＫ。そこからさらにＱを引いた。合計で25。バストだ。


　ジョンが怒りの原子炉に火をともし、シェルが配当を差し出すのを見て、冷却パイプを吹き飛ばすように顔色がどす黒くなった。最高のタイミングだった。バロットは金色のチップを、ばちんとポットに叩きつけた。法廷で判事の木槌の音に打たれたように、シェルもジョンも表情を消した。


　バロットは無言で相手を見上げた。もはや言葉一つかけたくない男を正面から見るには、意外に悪くない状況だった。


　シェルは蠟ろうのように血の通わぬ手でカードを配り──だしぬけにその指先が素早くカードを抜いた。本来出すべきカードより一枚下のものを配り、順番を入れ替えたのだ。アシュレイもベル・ウィングもそれを見抜いたし、バロットも完璧にそれを感覚していた。


　フェイスカードは、スペードのＡ。


　バロットのカードはどちらもスペードのＫとＪ──合計20。


《ステイ》


　間髪容れずに告げた。シェルが、わななきを隠せぬ手でカードを開示した。


　カードは４。合計で15だ。そこから９を引いた。カードはＡを１と数えて14ソフト・フオーテイーンに。


　さらに次の一枚で７を叩き出した。合計で21。シェルは、勝った。










　　　　　２







　シェルの震える手が金色のチップを没収し、客から呻き声が上がった。


《私があなたに与えたものに、何か疑問が？》


　はっとシェルがバロットを見た。シェルのすぐ後ろでは、ジョンがほくほく笑っている。だがシェルにもわかっていた。先ほどのカードの並びは、Ｋ、Ａ、Ｊ、４、９、７。


　ということはシェルがカードをずらす前は、Ａ、Ｋ、Ｊ、４、９、７になる。


　何もしなければ、バロットが、スペードのＡとＪのブラックジャックを得る配札だったのだ。百万ドルの十一倍の配当──このカジノを破片も残らず吹き飛ばす、核爆弾に等しい一撃だった。


　さらに言えば、ゲームの開始時にバロットが赤いカードを差し込んだのが、そのＡのすぐ下だった。それがカットを経て、中心に来たのだ。シェルは薄々察しているようだった。全て支配されていることを。自分がどう勝つかまで。そのことがシェルのプライドを煮崩れさせていたが、どうすることもできなかった。


　金色のチップが箱に戻ると、ジョンは誘拐された子供が無事に保護されたかのような喜びを表明した。自分の闇金がたっぷり詰まったチップなのだから無理もない。


　もう煙幕は不要だった。バロットは一万ドルチップを束にしてばらまき、やがて二つ目の百万ドルチップを返上すべくポットに置いた。


　そのときふと脳裏に、いつかテレビで見た光景が忽然とよみがえった。


　政府保護下の原住民アボリジニーによる祝祭じみた葬儀の光景だ。彼らは自然への畏敬を込めて、葬儀で家財である牛を屠ほふるらしい。なぜそんなことを覚えているか思い出した。そのときレポーターが堕胎アボーシヨンと言ったように聞こえたからだ。失敗アボート、堕胎医アボテイスト、あるいは奇形児アボーテイヴ──バロットは咄嗟にテレビに目を向け、そのまま見続けた。連想したものを頭から消すために。それで原住民について知った。どこでそんな番組を見たかも思い出した。最後の店で働く前にいたデートクラブの待合室でのことだ。


　沢山の女の子たちがそこにいた。伸びきったまま戻らなくなったゴムのような退屈な時間を潰すため、みなテレビや本や、あるいは自分の手や化粧鏡に目を向けていた。そうすれば他のものが見えなくなるからだ。しかしたまに、その目にも何かが映ることがあった。バロットがそのとき最初に連想したものから逃げるために見た原住民の姿に、結局、それを見たように。彼らは死を敬うやまっていた。それはジャングルに対する畏怖の念でもあるのだとレポーターは言った。バロットは、豚や牛が犠牲いけにえにささげられることの意味を知った。それがどこにでもある光景だということを。


　都会では人間は人間を恐れている。畏怖すべき相手も人間なら、犠牲にささげられるのも人間だった。バロットは仕事仲間や客から、そういう話を嫌になるほど聞かされた。拷問趣味のサディストや、教会のように独自のルールにこだわる変態や、衣裳とシチュエーションの重要なパーツとして女の子や男の子を選択する、自作自演の舞台監督のような男の話を。彼らは、牛の首に山刀を叩きつけることはなかったが、十三歳の女の子の心に対しては似たようなことをしていた。


　バロットがいたクラブはまだ安全なほうだった。そのクラブは税金を払っていた。少なくとも事務所の男はそう言った。うちは最も公共に近いクラブだと。未成年保護法違反に対する手は、十分に打ってあるということだ。そういう出費を好まない人間や店は危ない、というのが決まり文句だった。


　ポン引きは他人とは限らない。父親がポン引きだったという子もいた。客は父親がその辺の通りや酒場で引っ張ってきた。あるとき父親が客と深刻なトラブルを起こしてこの世から消えたのちも、彼女は父親がしつけた通りに生き続けた。


　その店で、街角に立つ女の最も救われないバッドエンドの一つを、ホラー小説のあらすじでも話すみたいにバロットに教えてくれた女がいた。これは友達のことだけど、と彼女は言った。その友達は病院のベッドでゼリーみたいになって死んでいった。男の暴力なんて愛情に思えるほど酷い姿で。


　その友達には、自分を爆ボ弾ムと呼ぶ癖があった。時限爆弾タイム・ボムと。その意味が、病院の診療台のプレートを見てわかった。免疫不全を起こす重大な病気を持っていることを隠したまま何年も仕事をしていたのだ。死の間際、その友達はどうしてそんな病気になったかを彼女に語った。学校帰りのレイプが原因だった。その子は自分が感染させた爆弾が男の体内で復讐の炎を上げるさまを夢見て死んでいった。


　一方では女の子同士でグループを組み、高給取りの男を引っ掛けているのもいた。ギャングとくっついて恐喝で稼いでいたのだ。しかしクラブでバロットに当時のことを話してくれた子は、後悔して逃げたと告白した。男は、女も痛みを感じることは知っているが、それが女にどんな衝撃を与えるかまでは知らないのだと。痛みは重力に逆らうことはない。いつでも立場の低いほうへ流れる。


　この店ではそんなことはないから、というのが大抵のひどい話の後に続く決まり文句で、そう口にすることで災いを遠ざけようとでもしているようだった。


　だが災いは反復し、どこででも増殖した。自分たちをサディストとかフェティシストとか呼ぶ人間は、みなネットワークを持っていた。中にはメディアに登場して認知される者もいたが、一方で、世間から遠く離れたところでエイリアンとして活動し続ける者もいた。彼らは相手が肉親だろうが見知らぬ他人だろうが、スイッチさえ入ればどんな人生をもずたずたに引き裂く大型シュレッダーみたいなものだった。


　バロットと同じ店にいた子で、自分に前科があることが不思議で仕方ないという十七歳の女の子がいた。片っ端からベビーシッターのアルバイトに応募し、十人以上の子供たちに暴虐の限りを尽くしたのだ。逮捕された後で、彼女は地方検事に向かって、それが愛のかたちだと公然と言い放った。それが彼女が両親から得た、唯一の真実なのだと。


　彼らが何を目的としているかは単純だった。その過程があまりに複雑なだけで。


　充実した人生サニー・サイド・アツプ──それは何の矛盾も、不安も退屈もない、幸せな人生だ。金のある人間も、そうでない人間も、それを求めていた。施設から逃げ出す子供も、虐待やレイプを繰り返す人間も、なぜそうしたのかと訊かれても答えは一つしかない。


　ハッピーになりたかっただけ。それだけだと。


　バロットが見た番組では、実際に牛を殺すところは映されなかった。たいていのテレビ番組がそうであるように。山刀が振りかぶられるシーンまでだった。その直後に牛はすでに火に包まれ、刃が命を引き裂くシーンは消滅していた。いつも見ているのだから今さら見せる必要はないというように。


　自分たちが今していることが──されていることが、まさにそれなのだから。


　なぜアシュレイが、兄が殺された車のトランクに自分も入らなければならなかったか。カットされたシーンの意味を知るためだ。それがどんな意味を持っているかを。あるいは、どんな意味を失ってしまったかを。そして問われるのだ。山刀を振り下ろされてなお自分に生きる力があるかどうか。この世にいる全ての人間が山刀を握ることになったとして、それに耐えられるかどうか。それこそ、どんな人間も心の底で漠然と理解している常識や平穏な日常といったものが、あるとき粉々に砕けてしまった者にとって、自分の心を取り戻すために確かめ直さねばならないことだった。


　バロットは自分が山刀を握っていることを悟った。山刀の切っ先の行方に未来があった。もし人が運によって生きるなら、心が握る山刀の方向の正しさを知ることこそ、運命への挑戦だった。





「なぜだ……なぜこんなことをする」


　シェルがついに呻き声を上げた。ポットには三枚目の百万ドルチップが置かれている。


　バロットはテーブルを叩いてカードを催促した。


　フェイスカードはＫ。バロットのカードは５と６。ヒットして８を得て、そこでステイ。


　シェルはカードをめくった。カードはＡ。シェルの華々しい勝利だった。バロットが予言したように。シェルはこの上なく綺麗な勝利によって飾られた。


　それから数ゲーム後には、四枚目の百万ドルチップが、バロットの手で、どすんとテーブルに叩きつけられた。さも敗北が許せないというような荒っぽさで。そして客の記憶にも残らぬようなカード並びによって、テーブルの向こう側へ放り込まれた。箱が最後のピースを得て黄金色の輝きを取り戻し、カードシューにはぴたりと一枚のずれもなく赤い透明なカードが現れ、ゲームの終了を告げた。


　バロットは席を立ち、ただ一枚残った一万ドルチップを、傍らのドクターに手渡した。


　ドクターは自分たちがギャンブルの常套パターン──あそこでやめておけば良かった──にきちんとはまったことを確かめるようにしてチップを掌の上で転がしてみせた。一万ドルチップが一つ。それが二千ドルが二千倍にまで膨れ上がったこのゲームの結末だった。そしてドクターは、こういうとき、ちょっとロマンのある男ならどうするかわきまえているという顔で、アシュレイを振り返った。


「このチップを、頂いても良いかな？」


　アシュレイが、シェルをちらりと見やり、カジノ側の了解を取ったことにした。


　シェルは、メルトダウンの代わりに喜びの電流を放射し始めたジョンの相手をすることで精一杯だった。


「これだけの戦いをしたのですから。どうぞ、今日の記念に、お持ち帰りください」


　アシュレイがうやうやしく告げ、ドクターはフロア中の人間に見せつけるようにしてチップを握りしめた。ドクターの演技もまた、そうして最高潮の中で終幕を迎えた。


「送らせてもらえるかな？　カジノの出口まで？」


　アシュレイが言った。その隣でベル・ウィングも無言で同じ質問をしていた。


《お願いします》


　バロットは素直に申し出を受け入れた。ドクターもそれを黙認した。四人がＶＩＰルームから出てゆく様子を、大勢の客やディーラーたちが見送った。中には盛大に拍手する者たちさえいた。


「帰り道の心配は、いらないのかね？」


　アシュレイが低い声で訊いた。帰り道を案内してやろうか、というように。逃げ道を。


「ここに来る前に、何度も確かめたよ」


　ドクターがウィンクを返す。リムジンの配車係にはちゃんと説明してあるというように。


　アシュレイは感心したような呆れたような様子で肩をすくめた。


「まったく、あんたたちときたら、まるでプロの銀行強盗みたいに用意周到だ」


　やがて、カジノと隣接するホテルの境界線上で、四人が足を止めた。


　バロットはベル・ウィングをまっすぐ見上げた。また会えるのかと訊く前に答えが来た。


「私はスピナーとしてタブローを回し続けているさ。ここでないどこかのカジノでね。別にあんたが気にすることじゃないよ。けれども、気が向いたら会いに来ておくれ」


《ありがとう》


　バロットは微笑み、そして二人の強敵に別れを告げた。


《さようなら》


「ああ、さようなら」アシュレイが言った。「帰り道に気をつけて」


「さようなら」ベル・ウィングが言った。「聖霊の声にちゃんと耳を貸すんだよ」










　　　　　３







《待ってくれ》


　携帯電話から聞こえてくるシェルの声は、サメの背びれを目にした漂流者みたいにうわずっていた。


　ボイルドはアクセルを踏みきり、車を驀ばく進しんさせながらシェルの声に耳を傾けている。


「取引の鍵は取り戻したのではないのか？」


《そうじゃない。何かが変なんだ。なんていうか、俺の気が晴れないんだ。まるで、あいつら、わざと俺に返したような……くそっ、頼む。消してくれ。何もかも消してくれ。俺のフラッシュバックを》


「了解だ」


　ボイルドは通信を切った。正直、怯えるあまりすがりついてくる雇い主がわずらわしかった。今さら敵がシェルの懐から何を奪ったかはどうでもいいのだ。カジノで敵を殺戮できない限り──シェルは店を血で汚せないと言った──敵の逃走経路を読むだけで、あとはタイミングの問題だった。


　そのときフロントガラスの向こう側で水滴が跳ねた。外の道路でもビューでもなく、舞い飛ぶ水滴にボイルドの目が向けられた。まばらだった雨はすぐに勢いを増し、透明な線が幾重にも走った。


　目をハイウェイに戻したとき、全く無意識に言葉が口をついて出た。


「好奇心キユリオス──そうだ。俺は、お前を使いたかった」


　さらに信じがたいものが胸中からせり上がってきた。思わず手を胸にあてた。止めようもなく膨らむそれは、やがてボイルドの喉で弾け、恐るべき奔流となってほとばしった。笑った。笑顔など微塵も浮かべてはいない。だが、いっぱいに目を見開き、大きく口を開け、そこから雷鳴じみたとてつもない笑い声を上げていた。激しさを増す雨の向こうで稲妻が走り、本物の雷鳴が轟いた。


「俺はお前を、ただ使いたかった！　それが素晴らしい行いになるからだ！　俺の有用性だ！　帰ってこいウフコック！　お前に俺だけの有用性を与えてやる！」





「さあ、帰ろう」


　バロットが再び手袋をすると、右手でウフコックが言った。


　シェルによる追っ手は来ない。全て撒いていた。煙幕は主に三つ──一つがモーテルで、もう一つがリムジン、そして最後がホテルのスイートの無料宿泊券だった。ポーカーでロイヤルストレートフラッシュの褒賞として得たものだ。その部屋にチェックインし、バロットとドクターは別々のエレベーターに乗った。バロットは部屋に行くが、ドクターはしばらく地下のアミューズメントにまみれてくる、というように。バロットが乗ったエレベーターの表示灯は上階へ進み、ドクターが乗ったほうは下階へ進んだ。どちらの箱も実は全然動いていなかった。バロットがエレベーターの表示灯を操作スナークし、同時にエレベーター内部を監視するカメラと、その移動を管理するシステムを攪かく乱らんしていた。


　表示が目的の階に達し、微動だにしていないエレベーターの扉が開いてバロットとドクターが現れ、そのまま並んで駐車場へ向かった。シェルが雇う荒ごと専門の追っ手が、最上階と最下階でそれぞれ待ち受けていたが、バロットたちの行方はシェルの頭の中身のように、つかみどころがなかった。


　地上の駐車場に出た途端、夕空からぱらぱらと雨が降ってきた。バロットはドクターとともに雨の中を歩いた。勝利感はそれほど強くなかった。体がゆらゆら揺れるような虚脱感と、淡い安堵感があった。


　赤いオープンカーは雨を感知し、座席はリアサイドからせり出した屋根に覆われていた。


「忘れ物はないかな？」


　ドクターが車に乗り込んで訊いた。バロットは助手席に乗って右手を掲げてみせた。その生地の間には、パッキングされた四つの記録媒体が納まっている。ドクターが車のキーを差し込んで回した。


「殻にも白身にも手をつけない。大成功だ」


　車が発進した。バロットはシートベルトを締め、目を閉じて周囲を感覚した。


　二重三重の煙幕に守られながら、赤い車はハンプティの降下許可が出された場所までの最短の道のりを疾走した。バロットは茫漠とした感覚を漂っていた。体のあちこちがむず痒がゆく、触ると銀色の粉が落ちた。自分の体を覆う皮膚が変化した際の抜け殻だ。それはまだまだ皮を脱ぎ足りないと言っているようだった。


「大丈夫かい。シートを倒して横になったらいい」


　ドクターが気遣わしげに言う。バロットは返事もせずに素直に従った。横になって目を閉じていると、ドクターが入れてくれた暖房の暖かい風を感じた。


「殺意の臭いだ！」


　ウフコックが叫んだ。


　バロットは反射的にシートベルトを外した。シートは倒したまま素早く起き上がり、車の周囲を感覚しながら目を開いた。疲労のせいか、目蓋がひどく重かった。


「そんな馬鹿な！　どこだ、ウフコック！」


　ドクターがわめいた。


　雨が降りしきる中、赤い車は時速百キロ以上のスピードで走り抜けていった。ハイウェイに入り、前後の車はなかった。だが雷雨の彼方から突如としてそれが現れた。


　一台の車が横殴りに車線に入ってきた。


　ハイウェイによくあるモーテルの駐車場からだ。それまで建物の死角になっていたところから、弾丸のように飛び出し、ぴたりと後こう背はいを追ってきた。


　ドクターがアクセルを踏んだ。後部座席に這っていったバロットの背を、速度がどんと押した。シートに投げ出されながら十メートルほど離れた位置で相手の車を感覚した。その殺意もはっきり感じ取れた。


「ボイルドか!?」


　ドクターが声を上げた。バロットもウフコックも答えない。沈黙と緊張が答えだった。ドクターが躍起になってアクセルを踏み、速度が猛然と距離をむさぼってゆく。だがこちらに食いつく一方の速度を振り切ることはできず、ウフコックが冷静に告げた。


「撃退するしかなさそうだ。バロット──」


「駄目だ！」


　バロットが驚いて振り向いた。ドクターはバックミラー越しに厳しい目をバロットに向けている。まるで肝臓癌の患者がアルコールに手を出すのを止めようとする医者のように。


「主治医として言うぞ！　君はもう限界だ！　それ以上、負荷をかけちゃ……」


　いきなり衝撃がきた。


　車の後部バンパーを巨大な象か何かが思いきり蹴ったようだった。右側のテールに設置されたランプ類が全て吹っ飛び、スピードから放り出されて道路で粉々に砕け散った。


「窓もタイヤも完全防弾だ！　ちょっとやそっとの銃なら防げる！」


　だが相手の銃は、ちょっとやそっとではなかった。その瞬間、魂も凍る一撃が襲いかかってきた。一発で後部トランクの蓋がひしゃげて踏みつぶしたティッシュペーパーの箱みたいになり、リアウィンドウが亀裂で真っ白になった。弾丸が車体を貫通しなかったことがこの上ない幸運に思われた。衝撃で車がぐらぐら揺れ、シートに投げ出されながらバロットは相手を感覚し続けた。車間は五メートル弱。男の他は誰も乗っていない。


　ボイルドの車が右へ動き、速度を上げた。ドクターが何とか車体を安定させたがもう遅かった。並走する車の運転席で、ボイルドがドクターに狙いを定めるのが感覚された。


　銃撃の音がスピードの牙さえ打ち砕くように轟いた。


　その寸前、オープンカーがスリップを防ぎつつ一瞬だけ速度を落とし、ついで大きく車体を左にかわした。ボイルドの放った弾丸はドクターの眼前でフロントガラスに盛大な衝撃波を叩きつけて窓を滑る水滴を吹き払い、虚空に消えた。


「バロット！」


　運転席のドクターが叫んだ。バロットの運転だった。


《大丈夫。体を低くして》


　カーステレオに干渉して告げ、車を操作スナークした。


　ドクターの目の前でハンドルがひとりでに動き、かと思うとハンドル全体が、がくんと音を立ててひっこみ、パネルの一部になった。オートドライブ機能を働かせたのだ。車がよりバロットの意志に忠実に従うように。ドクターが固定されたハンドルを搔きむしるような真似をしたが、車が急激に車線を変更した勢いでドアに叩きつけられた。


　直後に、閃光が右のヘッドライトのあたりで爆はぜ、バンパーの一部が千切れ飛んで宙を舞った。ぎりぎりでタイヤを吹き飛ばされずに済んでいた。ライトの破片が飛散し、ボイルドの車を叩いた。それでタイミングを計った。ボクサーがジャブを打って相手との距離を測るように。


　ボイルドが四発目を撃つ前に、バロットは車のエンジンの能力を解き放った。タイヤもギヤもシャフトも、何もかもがただ一つの目的のもとで唸りを上げた。


　郊外へと直進するハイウェイを、二台の車が時速二百キロを超えて駆け抜けた。バロットは、自分の感覚がどんどん広がるのと精密になるのとを同時に感じた。車と一緒に自分も激しい唸りを上げて加速するようだった。


　ふいにまた衝撃がきた。弾丸ではなく背後からボイルドの車が接触したのだ。がくんと車が前後に揺れ、サスペンションがぎしぎし悲鳴を上げた。とてつもないプレッシャーがあった。そのプレッシャーに耐えられなくなったところを狙い撃ちにするつもりなのだ。


「バロット、俺を使え」


　右手に温もりを感じた。バロットは躊ちゆう躇ちよした。ウフコックを濫用した自分の手で再び武器を握ることに痛切な思いを抱いた。だがウフコックはすでに変身ターンを開始している。バロットは目を閉じ、相手の熱を感じながら、身を守る道具を握った。ずしりとした重さが生じ、指先に引き金を感じた。


「よせ、バロット！」


　鋭い風の音がドクターの声をかき消した。車の屋根が開かれ、ドクターが愕然と言葉を失った。雨が剃刀かみそりの刃みたいな鋭さでそこら中を叩きまくった。


　バロットは肌を引き裂くような雨と時速三百キロに到達せんとするスピードの中に飛び込みながら、かつてない精密さで感覚する力を振り絞った。二台の車と、それぞれの急所を。吹きすさぶ風を。自分と相手の男の動作を。全てが一点に集中するタイミングに向けて、意識を傾注させた途端、世界が真っ白に染まった。


　閉じた目蓋に目が圧迫されて涙がにじんだ。全身の皮膚が内臓を締めつけるのを覚えた。きーんと金属質な耳鳴りがして何も聞こえなくなった。心臓の鼓動だけが、すべきことを教えてくれていた。


　ボイルドの車が再び右側に来て並走した。バロットは目を閉じたまま跳ね起きて銃を構えた。雨の中で、声を失ったはずの自分の喉が、大きな叫び声を上げた気がした。


　撃った。流れるような射撃だった。二種類の弾丸が、空中でぶつかり合った。


　一発目がボイルドの放った弾丸と衝突して粉々に吹き飛んだ。直後に二発目が同じように衝突し、三発目で完全にその軌道を変えた。四発目がボイルドの顔面へ向かうはずだったが、五発目と同じくボイルドが張り巡らす重力フロートの壁に軌道を逸らされ、相手の車の後部ドアに突き刺さった。


　そしてそれら全てをフェイントにした最後の六発目が、相手の車内への侵入に成功した。ボイルドが握るハンドルの一点に、その狙い澄ました一発が見事に命中し、エアバッグを解き放った。


　ぼん、と破裂音が生じた。空気圧でぱんぱんに膨らむバッグがボイルドの体にのしかかり、のけぞらせ、視界を奪った。それでもボイルドはハンドルを離さず、重力フロートの壁でエアバッグを押し返し、ついで銃口を押しつけると、わずかな隙間から窓の外を見た。赤い車はそこにはいなかった。ボイルドは銃口を車の進行方向へ向け、そこにいるはずの相手に向かって引き金を引いた。エアバッグがフロントガラスごと木こっ端ぱ微み塵じんになった。風雨とガラスの破片が乱舞したが、全て重力の壁で跳ね飛ばした。そしてぽっかりと穿うがたれた空間の向こう側に、そのときすでにバロットの姿はなかった。


　バロットはボイルドの車の右前方にいた。銃撃の直後に左側から正面に躍り出て、そのまま横切り続け、ボイルドの最後の弾丸にルーフの柱を撃ち砕かれながら、狙うべき位置にぴたりとつけたのだ。


　ボイルドがその巨大な銃口を突き出し、引き金を引きながら叫ぶ声を、バロットは感覚した。


「装塡しろ、ウフコック！」


　空っぽの銃を握りしめて男はそう叫んでいた。その手から去った者の名を。直後にバロットの放った数発がボイルドの車のフロント部の一点へ飛び込んだ。その車も防弾仕様だったが、バロットにとって一点に何発も撃ち込めるかということは、まっすぐ歩けるかということに等しかった。そして、ただまっすぐに進み続けるということを、バロットは今日一日、嫌というほど学び続けてきたのだ。


　同じ箇所に一瞬にして何発も撃ち込まれた防弾仕様のフロントカバーに、ようやく弾丸一つ分の穴が穿たれた。そして最後の一発がまっすぐ穴を通過し、エンジンベルトを引き裂いた。ボイルドの車は、前進のためにエネルギーを使う能力を一発で奪い去られた。


　車間が離れた。一方の車だけが速度で距離をむさぼり続けたが、他方はそれについていけなくなった。ボイルドは弾倉から焼けつく薬莢を棄て、銃を握ったままの手で一発だけ装塡したものの、それを再び構えたときにはデュエットに終わりが訪れていた。バロットは目を閉じたまま相手を感覚し、ボイルドは銃口を向け続けた。だが間もなくボイルドはハンドルを右に切り、車を道路脇に寄せた。


　途端に、バロットのほうでも意識のヒューズが弾けるように切れた。


《ハンドル》


　カーステレオがその単語だけを発した。バロットが後部座席でくずおれた。


「バロット!?」


　ウフコックが叫んだ。


　バロットには耳鳴りの音しか聞こえなかった。目蓋が痙けい攣れんし、目を開くこともできなかった。はっはっと短い息を繰り返しながら、バロットは深い闇の中に落ちていった。


「くそっ、この子は本当に頑張ってしまう！　そうしなきゃ生き残れないみたいに！」


　雨に濡れた顔を歪ませながら、再び現れたハンドルを握りしめてドクターが叫んだ。


「そして、まったくもって、そうしないと生き残れないんだ！」


　彼方で、雨越しに舞い降りてくるハンプティが見えた。


　月が地上に降りてくるようなその銀色の卵に向かってドクターは叫び続けた。祈りを捧げるというより、その代価を天に求めるように。





　砕けたウィンドウの彼方を、ボイルドは昏くらい目で見つめ続けている。


　空回りするエンジンを停止させると、雨の音が周囲を押し包むとともに、携帯電話の呼び出し音が響いた。カーチェイスの間もひっきりなしに鳴り続けていたのだ。ボイルドは上着から電話を取り出し、短く応答した。


「逃げられた。これ以上の追跡は不可能だ」


《なんだって？　何て言った？　やったか？　あっさりあいつらにとどめを刺したか？》


「強敵だ、ミスター・シェル。弁護士との相談に入ったほうがいい」


《なんだと？　強敵だと？　お前はなんでそんなに楽しそうに言うんだ？》


「楽しそう──？」


　ボイルドが眉をひそめた。シェルはひとしきり罵ののしり続けた。ボイルドは黙って聞いた。


「何を奪われた？」


　やがてボイルドが訊いた。シェルは沈黙し、それからぶつぶつ呟いた。


《何かなんて、俺に説明できるわけがない……俺はもう全てを忘れたんだ》


　通話が切れた。ボイルドは外に出て鈍く光る目で雨空を見上げた。


「……ルーン[image: ]バロット」


　まるで今初めてその名を覚えたというように呟いていた。





「ひどい熱だ。繊維の急激な発達で、彼女自身の代謝機能が刺激されてるんだ」


　ドクターは車を捨ててハンプティに乗り込み、バロットをテーブルに横たえると、ダイニングで手を消毒し、道具を揃えた。医療器具、タオルの束、コンピュータ、眼鏡型モニター、バイオリズム指標器──そして手袋姿のウフコック。


　ドクターが椅子をどかして空間を作り、


「拮抗処置をとるぞ。彼女を包め、ウフコック。最初に助けたときみたいに」


「了解した」


　手袋の一部がひっくり返り、外に現れたウフコックがテーブルから飛び降りて変身ターンした。


「彼女、気に入ってたか？」


　ドクターがハサミを手に取って訊いた。


「何を？」


「この服だよ」


「多分」


「じゃあ、もう一度、お前が作ってやれ」


　そう言ってドレスを裾から胸元まで切り裂いた。両肩口を慎重に切り、下着を切った。バロットの胸が大きく膨らみ、ふうっと唇の間から吐息がこぼれた。その唇が手足と同じように震えながら銀色の繊維に包まれている。ドクターはタオルに消毒液をぶちまけた。そして全身に火傷を負った患者にそうするようにタオルをあてながら、バロットの体から衣服の破片を、ゆっくりどけていった。


「よし、皮膚が服に張りついてない。剝離も鬱うつ血けつもなしだ。それにしても、なんて成長だ。血液中に、繊維分派が存在して鉄分を吸収しているのか？」


　バロットの体を拭うと、たちまちタオルが微細な銀の粉にまみれた。きらきら光るタオルを放り捨て、次のタオルでまた拭った。そしてバロットの額や首筋や脇、主要な関節を拭ううちに、川底で砂金の塊でも見つけたような笑顔を浮かべた。


「発汗してる！　良かった！　このまま金属の塊になったらどうしようかと思った！」


　バロットを抱き上げ、医療用ポッドに変身ターンしたウフコックの中に横たえ、言った。


「今、彼女に必要な拮抗処置とは、余計なものを感覚させないよう缶詰にすることだ」


　ポッドの内部では早くも白い泡がバロットを包もうとしている。ドクターは急いで呼吸器を引っ張り出してマウスピースをバロットの口に差し込み、気道を確保した。それから鼻孔と耳孔と目蓋に保護用ジェルを塗り、泡まみれになりながらバロットの体を固定した。


「繊維の異常発達か、ドクター？」


「いや……これが彼女の要請に対する発達だ。僕らが把握してるデータからすれば異常だけど、彼女が置かれた立場からすれば正常なんだよ」


　ドクターは、バロットの右腕を持ち上げてさっと消毒し、素早く点滴を用意しながら、


「拮抗処置で日常に戻す。ランナーにゴールを教えるんだ。お前がつきっきりで看病しろ」


「つきっきり？」


「その箱から出ずに入っていろってことさ。ラジオになって彼女を見守ってたときみたいに。彼女を密閉しているのがただの機械じゃなくてお前のほうが、彼女も落ち着くだろ。僕も安心だし」


　点滴がポッドに備えつけられ、カプセルの蓋が閉められた。バイオリズムを測る計器が正常に作動したとき、ふいにウフコックが悲鳴のような声を上げた。


「バロットの反応が弱まっている！　どうしたらいいんだ！　ドクター！」


「反応させるな」ドクターがぴしりと言った。「寝かせてあげよう。彼女は生き残った。自分の力で」


　ドクターが、バロットではなくウフコックを慰めるようにポッドを軽く叩いた。


「僕も手に入れたチップを解析する準備をして寝るよ。これからまたひと苦労だ。なにせ一人の人間の過去を読むんだから。それも殺人魔のね。これが彼女にとって最善の勝利になることを祈ろう」


　それから二十時間近く、白い防護泡と呼吸器の向こうでバロットは眠り続けた。夢も見なかった。時間というものがどこかへ消えてしまっていた。ボイルドと銃を向け合っていたと思ったら、唐突にポッドの中にいる自分を──ウフコックに包まれている自分を──見つけたようなものだった。


　目覚めてのち体に異常はなく、むしろ以前より世界をクリアに感じた。ハンプティの中は穏やかだった。ドクターが検事とやり合っているのを除けば平和そのものだった。


　その穏やかな空気の中で、バロットはやがて答えを覗くことになった。


　一人の男の、腐った卵の中身を。










　　　　　４







　バロットは安楽椅子に横たわり、ぼんやり天井を眺めた。隠れ処がで初めて目覚めたときと同じような穏やかさと、乾いた心で。


　その体をぴったりと黒いスーツが覆っている。メイド・バイ・ウフコックのスーツ──初めて射撃訓練をしたときとほぼ同じものだ。違うのは全身にコードを接続した端子があることで、コードはダイニングに所狭しと並ぶ大型冷蔵庫のような機材たちにつながっている。シェルの記憶が収められた四つのチップを解析するためにドクターとウフコックが共同で作り上げたしろものだった。これからウフコックとバロットがチップから読み取る情報を体感する装置であると同時に、その内容を記録するのだとドクターは説明した。


「シェルの記憶を解析するだけでは不十分なんだ」


　カバーもしていない剝き出しの電子機器と食器で散らかったテーブルの向こうで、ドクターがキーボードを叩きながら言った。


「その動機を証拠として提出するためには、感情や思考を再現し、犯罪に至った過程を明らかにする必要がある。本当なら半年はかかる作業だけど、君とウフコックが二人がかりでやれば一日もいらないだろうね」


　ドクターはそこでモニターから目を離して、バロットを見やった。


「本当に、大丈夫？」


　バロットはドクターに顔を向け、スーツの喉元にある音声器に干渉して告げた。


《知りたいの。なんで自分だったのか。それとも、自分でなくても良かったのか》


　ドクターの視線がスーツに移った。


「不適切な記憶情報は、きちんと遮断しろよ、ウフコック。あんまり過激なものをバロットに見せると、僕らが未成年者保護法違反で、告訴されるぞ」


「バロットは十分に理性的だ。彼女が手に入れたチップの中身を隠す必要はない」


「検事から文句が来てるんだよ。婦人団体や教育機関の反応も考慮しろってさ」


　バロットは寝そべったまま肩をすくめた。いったいどの団体がセックスや銃に代わる手段を与えてくれたというのか。話も聞いてもらえなかったのに。


「未成年者を保護する力が、彼女に届かなかったからこそ、我々がここにいる」


　ウフコックがバロットの内心に同意するように言った。


「これは０９オー・ナインの範疇だ。彼女は自分が殺された理由を知ろうとしている。彼女が今後の人生を生きるために必要な行動を批判する人間に、この領域での判断は無理だ」


　ドクターも肩をすくめた。本気で検事からの文句を気にしているわけではないのだ。


《大丈夫。ウフコックが一緒だから》


　バロットは微笑んで告げた。ドクターも、にやっと笑った。


「いつもは煮え切らないウフコックも、バロットのことでは沸騰するらしい」


「彼女の能力と感情を、正当に評価しているだけだ」


「照れるなよ」


　あっさり遮さえぎって、ドクターがモニターに直接指を触れてプログラムを起動した。


「それじゃあ、卵をかき混ぜるとしよう。準備はいいね？」


　機材たちが唸りを上げた。


　バロットは安楽椅子に深く身を沈めて目を閉じた。いつかウフコックとカフェで偽造された市民登録を調べたときとも、楽園で情報の海を泳いだときとも違った。


　自分の視覚や聴覚が新たに増えるような恐ろしく奇妙な感覚があった。


　最初に聞こえたのは声だ。低い、ぼそぼそと喋っている誰かの声。それが無数の不協和音となって鳴り響き、にわかに耳の奥で破裂したようになるや、一転して沈黙が降りた。


　はっとバロットは目を開いた。見たこともない場所だった。一瞬遅れて、自分が立っていることを認識した。いや、どこかを歩いていた。マルドゥック市シテイの繁華街──川べりのどこか。ストリートの名前が脳裏に浮かんでは消えてゆく。傍らを見ると女の子がいた。十四、五歳くらいのブロンドの子が。その子が何かを言っていた。そして自分も何かをその子に告げていた。


　ブルーダイヤの輝きがその子の胸の中できらめいた。右手の映像がよぎった。右手の人差し指が急激に膨らみ、ゲームのカードや車や飲み物が連想され、この子の遺灰で飾られた指であるという認識が湧いた。この子は何番目なのか。複数の記憶が参照され、シェルが買った、その女の子の声が聞こえた。だが言葉は認識できない。他の記憶が寄り集まり、やがていくつかの言葉が再現された。


「父親の元には戻りたくないの」


　女の子が言った。ひどく切迫した声で。深い共感の念がどこからともなく湧き上がった。


「お願い、父親の所には戻さないで」


　いいとも。俺が守ってやる。お前を安全な場所に連れていこう。お前は美しい。これからもっと美しくなる。衝動が湧いた。抑えたが止められない。ブルーダイヤの輝きが脳裏に満ちた。大いなる喪失ののち全てが灰になって加工されたことを告げ知らせる輝きだ。


　記憶が消え、宝石がそれに取って代わる。記憶の死。儀式が必要だった。自殺に見せかけた女の子の死が。なんで私なの？　その子もバロットと同じような疑問を抱いて死んでいった。答えは深く沈んでいた。永遠に戻ることのないフラッシュバックのどこかに。


《バロット、意識を保て。これは全て仮想現実だ》


　ウフコックの声が聞こえた。バロットは心の中でうなずき、最初の連想から余計な情報をとりのぞきながら、さらに無数の情報を浴びるのを感じた。それは音であり、光であり、痛みだった。怒りであり、快楽であり、会話だった。光景が横切り、その瞬間の感情が飛び交った。男の動機を証拠づける要素が、溶けたガラスのように集まり、ひとりでに特定の形に固まっていった。


「いいぞ。シェルの精神的根拠が立証されていく──」


　ドクターの声が聞こえ、それを最後に、バロットは現実の音を全く聞かなくなった。代わりに海の底から無数のあぶくが浮かんでくるように、情報が凄まじい速度で全身の皮膚を通り抜けてゆく。


《系統づけろ。意味をなしていない。最初の入り口に戻れ──》


　どこかでイルカの鳴き声がした──以心伝心セマンテイツクに探ってみるんだ──バロットは最も意味をなす場所へ泳いでいった。ふいにマルドゥック市シテイの光景が飛び散った。昼のオフィス街。暗いスラムの建物。カジノの売店。見知らぬ人々とのビジネスの場。初めてエア・カーに乗ったときの感触が、強い出世欲とともに思い出された。何人かの女の子たちが、ばらばらの記憶の中から引っ張り出されて一斉に出現した。


　女の子たちは黙って目を閉じ、橋の上に立っている。潮風を感じた。風が影を押しやってぐるぐる巡らせ、夜を呼んだ。やがて記憶が系列をなし、女の子たちが目を開いた。


　全ての眼球がブルーダイヤだった。バロットは悲鳴を上げた。


　女の子の一人が逆回しのビデオのように後ろ向きに橋を渡ってゆく。恐怖を誘う彼女の動きに気が遠くなりかけた。柔らかな泡が自分を包むイメージが恐怖をやわらげてくれた。


《それは君の恐怖心じゃない。シェルの心に刻まれた──》


　バロットは女の子を追って泳いだ。橋の向こうに街の光景が見えた。ありえないほど巨大なカジノが輝いている。林立するビルと高層アパートメントの全てにオクトーバー社の社章が刻まれている。


　脳手術の映像が浮かんだ。手術台に横たわる、頭髪を綺麗に剃られた少年。脳手術の後遺症を治療するためのさらなる手術。少年の周囲を女の子がぐるぐる歩いている。頭蓋骨を削る音が、ぽっかり開いた女の子の口から響き出す。切除された何かと移植された何かが入れ替わる。もちろん俺の脳の中に入っているチップにもオクトーバー社の社章が刻まれているんだろうさ。俺がこのカジノをショーの舞台に選んだのは、放流された稚魚が、故郷の川に帰ってくるのと同じかもしれない。


「帰りたい所なんかどこにもない」女の子がブルーダイヤの眼から涙を溢れさせ、頭蓋骨を削る音とともに言った。「帰りたいと思える場所がほしい」


　俺が用意してやる。俺のもとに帰ればいい。そして女の子は麻薬におぼれて死んだ。


　にわかに噓だと世界が叫んだ。致死量の麻薬を用意すると足がつく。麻薬におぼれたのは見せかけで単に眠っている間に絞め殺した。直接絞め殺すのはこれきりにしよう。心を落ち着かせるのが大変で頭痛がひどくなる。ストレスだ。完璧な幸福感をもたらしてくれるものが必要なんだ。多幸剤ヒロイツク・ピルは完璧だ。あんたは不幸の使い途みちを知っている。そうだとも。大きな男の残像。近いうちにあんたの周囲でトラブルが起こる。その男は言った。スクランブル‐０９オー・ナインが発令された場合、俺に許可される権限は、治安機構を遙かに上回る。最高のボディガードを雇っているという快感が湧いた。


《俺とドクターが、シェルを狙っていることを、ボイルドは把握していた。だから事前にシェルのボディガードとして潜行していたんだ。これはその時の記憶──》


　記憶の洗浄サイコ・ロンダリングだ。俺のビジネスを理解するには、俺を理解する必要がある。このブルーダイヤは俺のビジネスの階段だ。俺は彼女たちを助けようとしたんだ。俺は俺が怖がっている理由なんて知りたくもないさ。くそっ、俺はなぜ怖がってる？


《バロット、意識を保て。君自身がそれを感覚しているわけではない──》


　銃声。女の子を射殺した。銃はまずい。嫌な感情が残る。他の方法がいい。失われたくせに影響を残すのが記憶だ。なるべく離れた場所から相手の死を確認すべきだ。回収の方法も考えよう──


　爆殺だ。それがいい。エア・カーの保険を使う。その子が悪いということにすれば──


「俺が与えたものに何か疑問が？」


《それは君自身の記憶だ、バロット。時系列を整えよう。もう一度、順番に──》


　三人目の女の子は事故死にみせかけた。車のブレーキを細工して。車は駄目だ。俺の記憶を混乱させる。何より滅茶苦茶にねじ曲がった女の子の死体を見るはめになった。時速百二十キロだ。綺麗に灰になってくれれば楽だったんだが。火葬の許可を取るのが面倒だ。この都市は土葬が一般的だから。


　四人目の女の子の声がする。深い共感の念が湧いた。


「あたしを父さんに会わせないで。何でもするから父さんにだけは会わせないで」


　大丈夫だ。俺が守ってやる。俺は知っている。そのストレスを。それが俺の脳を破壊するんだ。くそっ、なんてこった。なんだこれは。血の海だ。俺は正気を失いかけてるのか？　ナイフでめった刺しにするなんて我ながら極めつけの馬鹿だ。ちくしょう。綺麗にするんだ。早く。大急ぎで。


《本当にシェルの体験か確証が必要だ。シェルが映画などを見ていた可能性もある──》


　金を綺麗にする方法で失敗したが、ストレスで記憶が消えたおかげで助かった。俺のビジネスの出発点だ。代わりに記憶を失うストレスに苛さいなまれるようになった。儀式を行うべき瞬間が、わかるんだ。深い共感の念が湧くこと。五人目の女の子の声がする。


　完全に衝動的に橋の上から突き飛ばした。自分がしたことに気づきもしなかった。俺は食事をするため車を走らせた。レストランに着くと二人分の席が予約されてた。そこでやっと俺が橋から彼女を落としたんだってことに気づいた。大急ぎで戻って、何時間もかけて死体を探し出した。そのときにはもうその子の名前もわからなくなっていた。


《君の時間感覚が、影響を受けている。作業を開始してからすでに七時間──》


　頭蓋骨をほとんど削り取られた少年が手術台の上から手を伸ばす。


　その手を女の子が握り返す。他の女の子たちとは違う子だ。ブルーダイヤが好きだと彼女は言った。涙も出ない人生で見た、最高に綺麗なものだから。天使の涙。


　俺は銃の代わりにカードを捌く才能で人から金を奪って生きてきた。君にショーを見てもらいたい。記憶がなくなっても君だけは覚えている。他のことは全て忘れても。


《最初に殺した女の子だけ感情が違う。多分、彼女にだけは本気だったんだと思う》


「あなたに聞いてほしいことがあるの」


　その子は言った。深い共感の念が湧いた。綺麗にしてやる。お前を綺麗にしてやる。


《君の体力も限界だ。十時間が経過した。バロット、これ以上は──》


「あなたに噓をつきたくないから。本当のことを知ってほしいから」


　汚い金を任されるってことは、それだけ信用されるってことだ。


　見てろ。〝天国への階段マルドウツク〟を昇りつめてやる。君をあのてっぺんに連れていってやる。


「父親に犯されたの」


《バロット、冷静になれ》


　深い共感の念が湧いた。その子への愛情は変わらなかった。ただストレスがあった。


《混乱がひどい。ドクター、止めさせろ。ドクター？　しまった、バロットの干渉能力が予想以上に強い──》


　フラッシュバック。音であり、光であり、痛みだった。怒りであり、快楽であり、会話だった。光景が横切り、その瞬間の感情が再現され、それがどのような動機によるものかが明確になっていった。


《違う。最初の子を、シェルは本当に殺していない。守ろうとしたのに死んでしまった》


　綺麗にしてやる。お前を綺麗にしてやる。世界がごうごうと慟どう哭こくの声を上げた。


　ブルーダイヤ。天使の涙。身につけた人の代わりに泣いてくれる宝石。あなたが指につけてるそれを見せてくれたときに思ったの。これさえあれば涙はいらない。最悪の日もきっと笑って過ごせる。


　ダイアナ・レイン。それが彼女の名だった。バロットの記憶と、ウフコックの中の記録にそれが合致した。偽造された市民登録データ──バロットの個人情報に上書きされた名に。シェルが失い、それでも最後まで残されていた記憶の断片。シェルは、殺した少女たちみんなにその名を与えようとした。シェル自身も理由を忘れてしまった儀式として。


　バロットの目に涙が溢れた。絶望に殺された子の面影が狂ったような光とともに氾濫した。その子はシェルに救いと正しい愛され方を求めたが、衰弱して死んでしまった。シェルは絶望した。その子の死ではなく、その子の死の理由に。


《そうだ、ドクター。シェルが最初に殺害したのは、この少女を傷つけた父親だ》


　その子はシェルが忘れてしまった絶望を、敏感に嗅ぎ取ったのだ。シェルの中に──


「大丈夫だ。俺が守ってやる。俺は知っているんだ。その苦しみを」


　深い共感の念が湧いた。


《こうなったらバロットを最後まで辿り着かせるしかない──》


　違う。シェルが初めて殺した相手はその子の父親でもない。


　なんで私なの？


　突然フラッシュバックが襲いかかった。シェルの失われた記憶の虚空に、それがあった。暗闇の中で今なお声を上げ続けているものが──絶望がブルーダイヤを輝かせた。ざわめきがあった。バロットはスポットライトを浴びるシェルを見た。カジノのショーで賭けを行っているシェルの姿だ。記憶の最初の地点に戻ったのかと思った。


　だがふとバロットは両手に指輪を持っていることに気づいた。全てプラチナにブルーダイヤだ。それらをショーの間、預かっているのが自分の役目だった。


　中でも、ひときわ大きく光彩を放つダイヤを、男は〝太母グレートマザー〟と呼んだ。なぜなら、


「死んだ母親の遺灰を、加工業者に頼んで、ダイヤにしてもらったのさ」


《来たぞ。シェルのトラウマに辿り着いた──》


　彼女こそシェルが最初に殺した相手だ。深い共感の念が湧いた。実の母親こそ──


　にわかに絶望が鋭く輝いた。フラッシュバックが。シェルが愛した子の絶望の輝き。


　シェルが自分の苦しみに共感してくれる理由を、その子は悟ったのだ。シェルが忘れ去っていたはずの苦しみを。シェルもまた、その子が悟ったことを悟った。恐ろしい循環だった。共感が共感を呼んだ。その子は耐えられなかった。逃げ出したはずの場所に、自分から戻ってきたことを悟って。


　不適切な記憶情報、おぞましい映像が、後から後から爆発的に襲いかかった。バロットはただ愕然となって、その恐ろしい輝きを放つ答えの前に立ちすくんでいる。


《やめろバロット、君の心に関連づけるな。君の過去とは何の関係もない──》


　それはシェルの記憶の中でも最悪の場所だった。嫌な臭いのする腐った卵の中身の、最も嫌な味のする真っ黒い時間のまっただ中で、シェルは、自分の実の母親に性行為を強制させられていた。それはシェルが十代になるや否や始まり、十代の終わりになってようやくシェルが母親の車に細工して事故に見せかけて殺すまで続いた。それこそシェルがこれまで殺した全ての女の子に対する深い共感の念の理由だった。シェルが初めて心から愛した女の子の絶望だった。そしてまた、殺されるのがなぜバロットでなければならなかったかということへの、一つの、明確で、単純な回答だった。





　バロットは自分が絶叫したのだと思った。だが実際は固く口を結んだまま、かっと目を見開いて跳ね起きただけだ。急激に視界が戻ってきて、ふいに疲れきった顔をしたドクターに気づいた。


「二十三時間だ……。君がそこに横になってから、経過した時間だよ……」


　目の下に青あざみたいなくまを作ったドクターが力なく言った。同じようなくまが自分の顔にも浮かんでいるのだと、ぼんやり考えた。バロットはそれが確かに今、現実に聞いている声であり、考えていることである実感を欲してドクターを凝視した。突然、たとえようもない悪寒に襲われた。汚濁にまみれた記憶の奔流に、再び引き込まれそうになった。


「バロット、呼吸を整えろ。ゆっくりと、今の感情から意識を引き剝がせ──」


　ウフコックの声が聞こえた。だが顎が硬直し、一種のショック症状を呈したようになって呼吸を妨げた。急激に体の奥で衝撃が湧き、バロットは身をよじった。安楽椅子から身を乗り出し、大きく口を開いたかと思うと、そうと意識する間もなく胃の中のものを立て続けに床にぶちまけていた。


　喋る力を失った喉が、こんな時に限って世にも不快な音を放った。酸っぱいものが口にも鼻にも溢れた。不快感と苦しさで涙を流し、ねばねばした液を必死に吐き出した。


　ドクターが大急ぎで駆け寄ってきてタオルを差し出してくれた。


《ごめんなさい。床を汚しちゃった──》


　タオルを受け取り、そう告げた途端、汚れるという言葉に引きずり込まれる思いがした。綺麗にしてやる。俺が綺麗にしてやる。それが仕事だ。ブルーダイヤに。それが答えなんだ。バロットはタオルに顔を伏せて声もなく泣いた。何もかもが不愉快で、苛立たしく、そして悲しかった。


　腕の皮膚を短い注射針がちくりと貫いた。はっと顔を上げてドクターを見た。


「休むための薬だ。心配ない。君はよく頑張った。ゆっくり休むんだ。決して悪い夢は見ない。落ち着いて眠れるよ。ウフコックがそばにいるからね。そうだろ、ウフコック──」


　スーツの姿で自分をぴったり覆ってくれているウフコックが、その通りだといったことを告げた。バロットは朦もう朧ろうとする意識の中で、絶望に殺された少女の面影を見た。その子はシェルに何を求めていたのだろうかと考え、きっと同じなのだと思った。自分が求めていた答えと。単純な答え。愛されているということが、答えになるのだと思っていた。その結果、何もかもが焦げついただけで。


　バロットはゆっくりと目を閉じた。悲しみが空気に溶けてゆく気がした。自分ではない別の人間の記憶が静かに消え去り、今ここにいるのは自分なのだという実感が湧いた。バロットは自分を覆う存在の温もりを求めて、自分で自分の両腕を抱きすくめるようにしてうずくまり、そして眠った。





　再び目覚めたとき、パジャマ姿でベッドに寝ている自分にちょっと驚いた。


　パジャマのズボンとシャツが腰の所でつながっているのを感覚し、それがウフコックであることに気づいた。バロットは自分が着ているパジャマを逆に抱きしめるようにして膝を抱え、そして少しの間、何も考えずに泣いた。ウフコックは何も言わずにいてくれた。


　寝室を出てダイニングに降りると、機材は綺麗に部屋の隅へ追いやられていた。


　ちょうど検事にメールを送ったドクターが、バロットを振り返って言った。


「裁判の日取りが決まったよ」


　それから一週間後、バロットは再び法務局ブロイラーハウスを訪れた。


　この事件が昇らせた〝天国への階段マルドウツク〟の最後のステップを踏むために。
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「なぜ俺は、ここにいるんだ？」


　譫うわ言ごとのようにその言葉を繰り返し、頭を抱えてベンチに座り込むシェルを、ボイルドがじっと見下ろしている。法務局ブロイラーハウスのその控室には、シェルとボイルドしかいなかった。


「お前に大事なことを教えておけば……。そう簡単にあの女を殺せると思った俺が馬鹿だったんだ」


　諦念に満ちた声をこぼし、深いすみれ色に染まる変光カメレオンサングラスを取って顔を上げた。


「俺は変われるんだ。どんな人間にだってなれる。どんな汚いものだって綺麗にできるんだ。こんな状況だってすぐに改善できる。だから今すぐここから連れ出してくれ」


「それは得策ではない、ミスター・シェル。そろそろ弁護士との打ち合わせの時間だ」


　そう告げるボイルドの太い腕を、シェルが握りしめた。


「俺は怖いんだ、ボイルド。何が怖いのかまるでわからない。そのことが一番怖いんだ」


　ボイルドはゆっくりと膝を折り、シェルと目線を合わせ、言った。


「俺が全てを消す」





「やっぱり、母親殺しだろうね」


　ドクターが神妙な顔つきで言った。


「それがシェルの異常行動の大もとだ。記憶が失われても……いや失われているからこそ、衝動を抑制する手段がなくなったんだろう」


《どうして？》


　バロットが首のチョーカーに干渉して訊いた。チョーカーはウフコックだった。


「恐怖や怒りを感じているにもかかわらず、何にその感情をぶつけたらいいかわからないと、どうなると思う？　とにかく何にでもぶつけたくなるのさ。それが健全に、出世欲や競争心や自己満足によって昇華されているうちはいいけど、昇華が不可能な事態に陥ったら、もう歯止めは利かなくなる」


「シェルは、その状態を何度か繰り返すうちに、それを自己一貫性とみなしたようだ」


　チョーカーのクリスタルがウフコックの声を発した。


「記憶の喪失に対する防衛の結果かもしれない。母親の亡霊を恐れる以上に、自分の意志で少女たちを犠牲にしているのだという意識が強かった」


《恋人が死んだからだと思う》


　ぽつっとバロットが口を挟んだ。


《シェルが本当に好きだった子。自分と同じような過去を持ってることが、シェルにもショックだったんだと思う。自分たちが、お互い、そういう人間を選んだってことが》


　悲しみが湧くのを感じた。不快感や苛いら立だちもあったが、それでも悲しさが一番強かった。


　そんな答えは想像もしていなかった。シェルはひたすら、そういう少女を見つけ出しては、シェルのいう綺麗なもの──ブルーダイヤや金や、出世への階段に変えてきたのだ。


　綺麗にしてやる。最初にシェルがそう叫んだとき、その声には切々とした精神の血がみなぎっていただろうか。それが焦げつくまでは。


「共感シンパシーか……。人は、確かに、自分と共通したものを求めるものだけど……」


　ドクターが気まずそうに口ごもり、空から咳ぜきをして話題を変えた。


「チップのコピーは法務局ブロイラーハウスに提出済みさ。あとはシェルの脳とチップの記録をシミュレートするだけだ。指紋の照合と同じでね。今日の裁判は、その照合を行うことを法的に認めさせるのが目的だ」


《私の役目は？》


「シェル側のごねりに対する一種の口枷ギヤグさ。前回のようなことはないよ。シェルにしてみれば冗談ギヤグにもならないだろうね。辛いのはシェルだ。忘れちまった過去を、あれこれ審議されるんだから」


《お母さんを殺した記憶も？》


「当時十八歳のシェルが、母親の保険金を考慮に入れた上で殺害を計画したのは確かだ。車のブレーキホースに細工して。行動倫理に大きな影響を与えたことは間違いない。母親との性的な関係も……」


　そこでまたドクターが口ごもった。


「まあ……このシェルの母親ってのが曲くせ者ものでね。調べたら何度か保険金詐欺の疑いをかけられてる。夫は死んでるけど、保険金目当てに彼女が殺した可能性まであるくらいだ。夫の死の当日、彼女は高価なブルーダイヤを購入してる。シェルが母親の行動をなぞってる可能性は高い。母親はずいぶんシェルに暴力を振るったみたいだし、児童虐待ミスハンドルが巡り巡っての交通事故ミスハンドルってところさ」


　ドクターが強引に笑ったが、バロットはじっとうつむいたままだった。


「あまり愉快ではないな、ドクター」


　ウフコックがバロットを代弁して言った。ドクターは首をすくめ、


「シェルの過去については、証左として有力というより、陪審員の好奇心の問題さ。検事は喜んでるよ。これで、うまくことが運ぶってね」


　皮肉そうに言った。実際これ以上の皮肉はなかった。前回の裁判でバロットは徹底的に、その過去を攻撃されたのだ。それでむしろ自分の過去を吹っ切ったのだし、そうせねば心が死んでいた。今度はシェルがまるきり同じ立場になったのだ。それも、とっくに頭の中から過去は消え失せ、ただ形のないトラウマだけが残っている状態で。そんなものをどうしたら吹っ切れるというのか。


「これは復讐ではない。余計なことを喋って時間を無駄にするなと検事に言っておけ。二次事件の申請はすでに済んでるんだ。本命を釣り忘れるな」


　ウフコックがきっぱりと言った。ドクターも本心からそれに同意したようだった。


「まぁ、ね。ゴシップをぶら下げて陪審員とマスコミを煽るのが僕らの仕事じゃないさ」


《ありがとう》


　バロットが告げた。ドクターは意外そうに目をぱちくりさせ、それから真摯に言った。


「向こうの弁護士だって相当のやり手でね。藪やぶをつついて蛇を出すのは、シェルの側さ。僕が検事の発言を遮さえぎることは難しい。ただ、僕の見解だけど、記憶ってのは一部を削ったって、むしろ削った形が残る。失われた記憶の輪郭を強調するだけで、余計に倫理観やなんかに悪影響を与えるんだよ。オクトーバー社の技術がいい加減で、その場しのぎにすぎないってことが証明されたようなものさ」


《記憶が戻れば、シェルは誰も殺さなくなると思う？》


　バロットが訊くと、ウフコックが答えて言った。


「記憶がないことがシェルの衝動を助長しているのは確かだ。記憶が戻ることで殺意や強迫観念が大幅に解消される可能性はある。だがシェル自身がそれを望まないだろう」


《私も、そんな過去はいらない》


　バロットはそう告げて、じっとうつむいた。ウフコックが静かに言い加えた。


「過去は化石だ。それまでの時間が、その後の時間に影響を与えるという考え自体、化石にとらわれている。シェルは選択を間違えた」


《……間違えた？》


「少なくとも、君のように耐えたり、戦ったりはしなかった。ただ犠牲を求めた」


　バロットは少し考えてから、ウフコックに触れ、告げた。


《あなたたちが助けてくれた。ありがとう》


　ドクターが大げさに両手を振り、いたずらっぽい調子で笑った。


「今の録音したか、ウフコック。僕らの有用性を訴えるには、最高の言葉だったぞ」


「バロットの許可もなく、俺がそんなことをするわけないだろう」


「なんだ、勿もつ体たいない」


　それで、バロットもちょっとだけ笑った。人生の報いが絡まり合ったような嫌な気分が、少しだけほどけたような気がした。





　法廷は、それから三十分後に開かれた。


　以前にも増して長く、複雑で、緩慢だった。だがシェルの弁護側は無用に抵抗せず、撤退しながら活路を見出そうとしていた。そのためシェルの過去が取り沙汰されることはあまりなかったが、そのことで感謝する気はシェルにはなさそうだった。


　開始から数時間かけて閉廷した。シェルは拘置所に連れていかれた。





　メッセージの着信音がし、ドクターが不審そうに携帯電話を上着から取り出した。


　早めの夕食を、法務局ブロイラーハウスの近くの高級レストランでとっていた。弁護士たちが勝訴を祝ったり、被害者の一族が賠償金を獲得した喜びを食事という形で表す場所だ。そこでバロットも、結審を目前にした前祝いをした。贅沢な食事を楽しむというより、そうすることで区切りをつけるために。これまでの自分を乗り越え、新たに踏み出すためのディナー。ウフコックとドクターの気遣いだった。


「検事からだ。示談交渉の即日申請が法務局ブロイラーハウスに提出されてるってさ。現行の事件に対する関係者じゃないと、わざわざ断りをつけた申請だって。例のオクトーバー社の取締役員だ。どう思う？」


　ドクターが携帯電話のモニターから目を離した。チョーカー姿のウフコックが考え深げに言った。


「あの男か。シェルの上司筋であり、婚姻筋ということは……」


《どういうこと？》


　バロットが割り込む。ドクターが安心させるような笑みを浮かべた。だが眼鏡の向こうの目は笑っていなかった。交渉ごとを吹っかけられて、鋭く研ぎ澄まされた感じがした。


「カジノで、シェルの隣に男がいただろう。クリーンウィル・ジョン・オクトーバー──そいつが、僕らに、事前に交渉しようと申し込んできたんだ」


《何を交渉するの？》


「二次事件だ」ウフコックが言った。「シェルに悪事ビジネスを命じたであろう人間全員を対象としている」


「僕らはより大規模な悪事ビジネスを暴くため、母事件である君の事件を最大限活用する」ドクターが誇らしげにあとを続けた。「連中はきっと、それを恐れて情報公開を求めて……」


《活用……？》


　バロットがちょっと眉をひそめたので、ドクターは慌てて手を振ってみせた。


「まあ、君が今回の裁判で手に入れたチップには、それだけの力があるってことさ」


《犯罪者を追加ヒツトするってこと？》


「僕からすればシェルもオクトーバー社の犠牲者だ。やつが受けた脳手術からしてオクトーバー社が関わってる。それがあの怪物企業への従属意識を促した可能性がある」


《頭をいじられて、オクトーバー社の奴隷にされてたってこと？》


「思考を支配してるわけじゃないけど、人工的に快楽中枢を刺激する上で、オクトーバー社を盲目的に肯定するように設定されている可能性は大だ」


《……どうやって？》


「たとえばオクトーバー社の名前や社章を目にしただけで、ほんの少し気分が良くなるよう設定する。気分の良さが何百回と繰り返されれば、シェルにとってオクトーバー社は絶対的なものになる」


《シェルはただ、逃げたかっただけだと思う。自分の人生から》


「逃げ道をあの企業が作った可能性がある」ウフコックが言った。「犯罪的な誘導だ」


　バロットは小さくうなずいた。シェルの記憶を覗いたときのことがよみがえっていた。


《シェルは、オクトーバー社で働くのは魚が生まれた場所に帰るのと同じだって思ってた》


「そうした証拠をもとに、僕らが二次事件を進行させることを連中は止めたいんだ」


《それは、私の事件？》


　ドクターがうなずきかけたところへ、ウフコックが口を挟んだ。


「君は自分の事件を解決した。二次事件での君はあくまで参考人にすぎない」


「おいおい。母事件は彼女の事件だぞ。シェルは自由を制限されただけでオクトーバー社は安泰だし、彼女は民間協力者として承認と評価を得た。お前の使い手として必要だよ」


「我々が率先して、バロットの焦げつきを増やすことになりかねない」


　ウフコックが珍しく声を荒らげた。ドクターはたじろぎ、それから慌てて反論した。


「バロットの生命保全プログラムは無期限に延長されたんだぞ。いまだに危険だってことさ。ボイルドがどう動くかわからないし、交渉次第で、敵はシェルとバロットの両方を消そうとするんだよ」


《煮え切らない人》


　バロットが言った。ドクターが言葉を呑んだ。ウフコックも黙った。


　ウフコックがバロットの心を敏感に嗅ぎ取るように、このときバロットにもなんとなくウフコックの気持ちがわかった。シェルの記憶を読んだとき、バロットを悪夢から引き離せなかったことをまだウフコックは気に病んでいた。


《ありがとう心配してくれて。でも逃げたくない。あなたを有意義に使う。だから私を導いて》


「この先にあるものが、君にとって、必ずしも気分のいいものではないとしても？」


《ベル・ウィングが言った。あなたのこと私の聖霊だって。あなたとなら大丈夫だって信じてる。それに、もしここで気分が悪いものから逃げたら、シェルが頭の中身を消してたのと一緒になると思うから》


　なぜ自分なのかという問いが、またもや裏返った気がした。事件の先にどんな意味があるか知りたかった。シェルや自分の焦げつきの向こう側に──自分たちの人生に、有意義な何かがあるかどうか。


《これは、私たちの事件。あなたたちの解決の仕方を、教えて》


　ウフコックはしばらく黙っていたが、やがて気乗りしない様子で言った。


「生命保全プログラムを逸脱しない限り、二次事件の解決のため、バロットに俺を使ってもらう」


　そう言いながらも、バロットを事件の渦中へ引き込むことを予感するような調子だった。安全な場所から、嫌なものでいっぱいの場所へ。


　その一方で、ドクターはあからさまに安堵の溜め息をつき、


「どんぱちは苦手だ。銃には嫌な思い出しかない。いざというときは、僕のほうが守ってもらわないといけない」


　バロットは真顔でうなずいた。ウフコックとともに、ということなら自信はあった。


「ようやく本命が食いついてきた。さあ、行こう。僕らの事件を解決しに」





　ドクターが支払いを済ませている間にバロットはトイレで身支度を整えた。裁判用の地味な丈の長いスカートをまくり下着を脱ぎ、ぴかぴかのトイレの蓋の上に置いた。靴を脱ぎ、ソックスを下着の隣に並べた。背中に手を回して服の上からブラジャーのホックを外し、服の上下のベルトをゆるめてファスナーを開きながら、今、身につけるべき本当の殻スーツをイメージした。ウフコックの変身ターンは迅速で完璧だった。チョーカーから白地のボディスーツが広がり、服と体の間に滑り込んでまたたく間にバロットを包み、足の爪先に至るまで完全に覆い尽くした。たとえようもない力強さとともに。


　バロットは服を整えて靴を履き、トイレを出た。洗面台の鏡でちらっと襟元を開き、軽くスーツをいじってデザインと色を整えた。それからレストランに戻り、ドクターとともに駐車場へ向かった。


　赤いオープンカーは、この一週間ですっかりリカバリーされている。


　ほとんど開店休業中の法人名でメーカー登録された車だった。修理を請け負った会社は、その法人といくつか部品の仕様に関して共同契約を結んでいた。メイド・バイ・ウフコックの部品だ。ウフコックの存在はまだ架空の人間としか認められなかったが、ウフコックが作り出したものの一部は、そうして存在が認められていた。


　車に乗り、ドクターが設定をフルオート運転にしてハンドルを引っ込ませた。


「飲酒運転だからね。少し時間はかかるけど自動運転で行こう」


　バロットがシートベルトを締めると車が走り始めた。


　目的地はノースサイドにある高級パブで、所要時間は十分ほどだった。


「ちょっと失礼」


　ドクターが助手席のほうに身を乗り出し、指紋照合の電子鍵に指を触れ、ダッシュボードを開いた。中には地図や保険証の他、小型の拳銃とその携帯許可証、そしていくつかの瓶詰めの錠剤が入っている。ドクターは銃を上着の内ポケットに入れ、瓶を二つ手に取った。アルコール分解促進剤とカフェイン剤だ。ドクターはキャンディのように錠剤を口の中に放り、瓶を戻してダッシュボードを閉めた。


「さあ、どう出てくるかな……？」


「一見して正当な手続きを踏んできている」


　ウフコックの声がバロットの左手のあたりでした。ドクターがうなずく。それだけの会話で全て確認し合ったというように。バロットは進路を見つめた。自分にはまだ学ぶべきことが沢山あると思った。





「嫌な臭いだ。いかにも待ち構えている」


　パブから離れたところで停車するや、ウフコックが言った。ドクターは電子手帳を見て肩をすくめ、


「なるほどね。あのパブ、チェーン店だけど店舗名義はクラウンフード社だ。オクトーバー社の飲食店系列のものだよ。重役なんか滅多に来そうもないけど」


「いつでも店ごと消せるというわけだ」


「企業帝国の荒ごと専門の来賓室さ。いっそロケット弾でも撃ち込もうよ。どうせダミー店舗だし」


　バロットは一瞬、本当にそうするのかと思って身構えたが、


「我々はテロリストか？」


　ウフコックの呆れたような声で我に返った。


「向こう側が正当な手続きを踏んでいる間は、こちらもそれに応じるべきだ」


「やれやれ、気乗りしないけどね。形式としては何かしらの情報提供を盾に、示談交渉を進める構えだろう。こちらが金で動かないことは、向こうも察しているはずだけど……」


「では、金以外のものはひと通り用意しているとみていい」


《銃を使うの？》


「戦闘行動は君たちに任せるよ。僕は交渉担当で、先に逃げる。それでいいかな？」


　ドクターがとても真剣に言うので、バロットは思わずうなずいてしまった。


《すぐ逃げて》


「冗談だよ」


　ドクターがちょっと傷ついたように言った。


「敵は一人や二人ではない。最低五人はいて、それぞれ戦闘の意志が臭う」


「じゃ、やっぱり最初のプランで行こう」


　ドクターはあっさり前言を撤回して車を降り、落ち着いた通りにある、落ち着いたパブに向かって歩いていった。バロットもドクターを追ってパブのドアをくぐった。二重のドアだ。一つ目を通過したとき違和感があった。誰かに見られている感じだ。ドクターもそれに気づいているようだった。


　ドクターが二つ目のドアを開き、店内に足を踏み入れた。客はみな紳士然としていた。葉巻をくわえ、ブランデーを片手に新聞を読んだり、小難しい言葉で株や商取引の話をしたりしている。嫌煙権の行使を逃れたレジスタンスたちの解放地区といったところだ。


　バロットはドクターと並んでカウンターの真ん中に座った。法廷帰りの格好でなければ恐ろしく浮いているところだ。カウンターには他に誰もおらず、周囲には革張りのソファとテーブル、そして緋色のカーテンのかかったボックス席があった。


　ドクターがカウンターからボトルの一つを指さして注文した。瘦せて頭の禿げ上がった機敏そうな初老のバーテンがうなずき、バロットを見た。バロットは何もほしくなかったが、小さい頃に見た西部劇で主人公が酒場で頼んでいたものを思い出した。


《ミルクをください》


　チョーカーのクリスタルに干渉し、告げた。バーテンはちょっと変な顔をした。頼んだものが悪かったのか、電子音声に驚いたのかはわからなかった。そもそもバロットのような少女がいること自体、場違いな雰囲気だったが、バーテンはそれについては何も言及せず、別のことを訊いた。


「氷は、お入れしますか」


　それは西部劇にはないセリフだった。バロットはやや考え、神妙にうなずいてみせた。


　バーテンは手慣れた動作で二つの飲み物を用意した。ドクターの飲み物を出す際、ボトルの銘柄がわかるようカウンターに置いた。バロットはてっきり自分も同じようにミルクのパックをカウンターに置かれるのかと思ったが、そうではなかった。バーテンは仕事を終えるとカウンターの端っこのほうへ行ってしまった。その視線が不自然なくらい床へ固定されているのをバロットは感覚した。


「僕もそれにしておけば良かったな」


　ドクターが笑ってささやいた。バロットは何がおかしいのかわからずにいる。


「ま、交渉相手が来るまでの気つけだ。もうすでにどこかにいるのかもしれないけど」


　そう言ってドクターがグラスを手にした。そのときだった。バロットの左手がひょいと勝手に上がり、ドクターの肩に置かれた。


「即効性の睡眠薬だ。バロットのほうには入っていない」


　ウフコックが、ぼそっと告げた。ドクターが、呆れ顔になった。


「狙いはバロットか。いまだに事件当事者の失踪を狙ってるんだ。しつこいなぁ」


「バーテンもふくめて、店内の七人全員が軽武装している」


　それを最後に手が離れた。バーテンは、出したものをちゃんとドクターが飲むか、さりげなく視野の隅で確かめようとしている。ドクターは肩をすくめ、バーテンによく見えるようグラスを掲げた。


「この毒杯が、事態を動かすってわけだ。僕の出番がないのが残念だけど、後は任せるよ」


　バロットのグラスに軽く打ちつけるや、一気に中身をあおってグラスを置いた。バロットは目を丸くした。ドクターが苦々しげに呻うめいた。


「ううっ、さっき拮抗剤を飲んだばかりなのに。胃が悪くなる」


　その直後、店のドアが開き、恰幅の良い男がにこにこしながら入ってきた。


「ミスター・イースター？　私が、ご連絡したライズビルです」


「オクトーバー社の弁護士か──？」


　ドクターは、さっそくとろんとした目を男に向けている。演技なのかそうでないのかバロットにもわからなかった。ライズビルが微笑んだ。


「法務部に所属する一人ですよ。主に刑事事件、損害賠償事件を扱っております。お待たせしまして本当に申し訳ない。さ、あちらの席にお移りください」


「どうも、ご丁寧に」


　ドクターは雲の上でも歩くようなふわふわした足取りでボックス席へ向かった。バロットも後を追う。最後にライズビルが幅広い体を押し込めるようにして席に着いた。


「この紳士が頼んだのと同じものを」


　ライズビルが、グラスを運んできたバーテンに告げた。薬はなしで、という意味だろう。


「何かお飲み物は？　ミスター・イースター？」


「じゃあ、同じものを」


　ドクターのろれつが怪しくなる。本当に眠そうでもあった。ドクターはずっと働きづめだった。バロットはドクターの肩をそっと叩いた。正気を保たせようというのではなく、むしろ、安心して眠るよう促したつもりだったが、ライズビルには少女が不安がっているように見えたらしかった。


「どうやらお疲れのご様子。大丈夫ですよ、お嬢さん、帰りは私どものご用意するハイヤーでお帰りいただこうと思っておりますのでね。では、手短にお話ししましょう」


「事前交渉の申請は、今日の午後付けだったね？」


　ドクターが大欠伸あくびをしながら確認した。


「はい。書類自体は、あなた方が法定手続きを取ったときにすでに用意しておりました」


「そいつはご丁寧に」


「はあ。それで我々は立場こそ違えど、ともに前途ある市民を保護し、企業の健全な発展を促すことを仕事としておりますわけで」


「そうなのかな。まあ、そうなんだろうね」


「ええ、そうです」ライズビルは力をこめて断定した。「私どもとしましては、今、あなた方が裁判で争っているシェル[image: ]セプティノス──彼の前途を非常に憂うれいておりまして」


「そりゃ、何から何まで知ってるもんなあ、やつは。で？」


　ドクターが馬鹿らしそうに言った。ライズビルのほくほくした笑顔は鉄扉のように分厚かった。そういう笑みを浮かべる男が次にどんな表情をするかバロットはよく知っていた。


「彼が犯した罪、これは仕方ありません。ですが更生の機会をも奪っては法の意義もなくなります。私どもとしては彼に反省と更生を促し、支援したい次第なのです。もちろん彼が支払いきれない分の補償金は、私どもでご用意しますよ、ミズ・ルーン[image: ]バロット」


　ライズビルがにたっと笑ってバロットを見た。これだけ払うのだから、と男が言うときの、独特の非難めいた色合いが顔のそこかしこに浮かんでいた。


「そうしてシェルは、オクトーバー社の奴隷として生涯を終えました、とさ……。で、僕らには、やつの裁判で余計なことにさえ言及しなければ、金一封ってところかな」


「おやおや、ミスター・イースター。あなたは裁判でもそのような話し方を？」


「心の中ではね。応答責任にもとづいた返答は、正式な電子書類で後日送らせてもらうよ。おそらくは、法務局ブロイラーハウスが指定する開封用パスワードよりも短い文章でね」


「それはどのような？」


「くそ食らえ。親愛なる風船野郎へ」


　ライズビルの分厚い唇が、きゅっと吊り上がった。頰に赤みがさし、目が血走った。瞳孔が開いて真っ黒だった。それでもまだ微笑んでいる。実に気持ちが悪かった。


「僕らの仕事は事件解決であって法廷劇はその一部にすぎないんだ。あんたは頑張って判事を騙して疑問の余地ある裁定を出させ、それを根拠に上訴に持ち込めば良い」


　ドクターはにっこり笑うと、そのままテーブルに向かって前のめりに倒れた。ごつん、と大きな音を立ててドクターの額がテーブルにぶつかった。バロットはちょっと慌てた。ドクターが怪我をしなかったか心配したのだが、ライズビルは別の解釈をしたらしかった。


「ミルクは美お味いしかったかい、お嬢ちゃん。恨むんなら、あんたが依頼したこの馬鹿を恨むんだね」


　今や赤黒くさえある頰を膨らませてライズビルが身を乗り出した。形相が一変し、怒りと喜びでぐちゃぐちゃになっている。よだれをしたたらせんばかりに男が伸ばす手を、バロットは眉をひそめてひょいと避けた。ライズビルがいっそうにたにた笑いを浮かべた。


「武器がないのは、Ｘ線で確かめてあるんだ。その男のポケットにしかないんだろう？」


　それが入口の違和感の正体だった。店内の人間がこちらに集まるのがわかった。


　──ウフコック、この人たちは敵でしょう？


　バロットは行動に出る前に、きちんと確認した。


「そうだ。君の身柄と引き替えに、我々にチップを棄てるよう強引に要求する気だ」


　ウフコックがきっぱりとした声を上げ、ライズビルがびくっとなって息をのんだ。


「誰が喋ってるんだ……？」


　──撃っていい？


「最低限度だ。相手に合わせてこちらの品位まで下げる必要はない」


　テーブルの下で、バロットの左の手袋に鋼鉄の重みが生じた。それをぴたりと構えた。


　炸裂音が轟き、ライズビルがけたたましい叫び声を上げてのけぞった。本当は股間を狙いたかったが、ウフコックが賛成せず、相手の足の甲を撃ち抜くにとどめた。


　バロットは素早くテーブルを持ち上げ、ウフコックがそれを助けてくれた。スーツの一部が変化して外装の骨格を形成した。テーブルが紙細工のように軽々とひっくり返った。ドクターがソファのほうに放り出され、グラスが床で砕け散った。どこかで見た光景だと思ったら、やっぱり西部劇だった。


「殺傷力を抑える。いいな」


　──わかった。


　バロットは緋色のカーテン越しに立て続けに撃った。銃を取り出してボックス席に殺到しようとしていた二人の男が、両肩を撃ち抜かれて悶絶した。残りの男たちが慌てて撃ち返し始めた。盾にしたテーブルが銃撃で激しく震えた。バロットはテーブルの脚を小脇に抱え、ボックス席から跳び出した。自分の体重ほどもある木の塊を抱えて盾にする女の子の姿に、男たちが愕然となった。


　テーブルの陰からひょいと手を伸ばして撃った。一発たりとも無駄弾を作らずに。


　二人の男の手の中で銃が炸裂した。弾倉を撃たれたのだと知るすべもなく手を引き裂かれ、ついで二人とも膝の上を撃たれて棒のように倒れた。もう一人の鎖骨を正確無比に撃ち砕いたとき、カウンターの陰からバーテンが飛び出してショットガンを突き出したが、バロットは、そちらを見もせず横へ銃を振るようにした。バーテンは両肩を撃たれ、信じられないという顔で棚に背を打ちつけ、ボトルの雨と一緒にもんどり打って倒れた。最後の一人は呆然と銃を構えている。テーブルからバロットがちらっと顔を出すと、ぎょっとなって撃った。至近距離なのにかすりもせず、逆に跳弾が男の腕をかすめて悲鳴を上げた。跳ね飛んだ弾丸はカウンター横の大きな鏡に突き刺さって小さな亀裂を走らせた。てっきり弾丸が貫通した衝撃で粉々になると思ったら案外に丈夫な鏡だった。


　バロットはテーブルを男に向かってぶん投げた。男は甲高い叫び声を上げ、それがぷつんと途切れると同時にテーブルごと別のボックス席に飛び込み、動かなくなった。


　優秀なエアコンが煙で濁った空気を清浄にしてゆく。誰も死なず、満足に動ける者もいなかった。バロットは銃の弾倉を捨て、新たにフルセットの弾丸を内部から装塡させた。


　元いたボックス席に戻ると、足を抱えてうんうん呻くライズビルにのしかかるようにしてドクターが幸せそうにいびきをかいている。バロットの姿を見たライズビルは悲鳴を上げて壁に体を押しつけた。そうすればそのまま壁をすり抜けられるとでもいうようだ。


「俺は雇われただけだ、勘弁してくれ」


　これが都市最大の企業で法律を司つかさどる男の言葉かと思うと、情けない気持ちにさせられた。


　──どうするの？　帰る？


「雇い主を確認しよう」


　バロットの右の手袋から、ぐにゃりと携帯電話が現れた。それをライズビルに放った。


「お前の雇い主にかけるんだ。直接、話がしたい」


　携帯電話からウフコックの声が響いた。ライズビルは恐怖の顔で従った。何回目かのコールで回線がつながった。ライズビルが、ごくりと唾を飲んで、


「……ラ……ライズビルです。交渉相手が、その、直接話がしたいと……ええ、はい」


　おそるおそる電話を返してきた。バロットは電話を耳にあてもしない。スーツの中のウフコックと電話の相手とをつなげればよかった。


「ミスター・クリーンウィル・ジョン・オクトーバー、こちらは委任事件担当官のウフコック[image: ]ペンティーノだ」


　ウフコックがライズビルにも聞こえる声で告げた。バロットはライズビルの怯え顔を見るのが嫌になって、カウンターのほうに歩いてゆき、ミルクのパックを探した。


　電話からはジョンの笑い声が響いている。


《カジノでは面白いゲームを見せてくれたな。最後の一万ドルの使い途みちは何かね？　日頃食べられないものを食べる？　気晴らしの旅行に出かける？》


「ゲームは終わりだ。そちらを、誘拐未遂と恐喝で逮捕する」


《私が指示をしたという証拠も証人もない。君は私に指一本、触れることはできない》


　バロットは心底うんざりした。こんな人間と話すのが自分でなくてよかったと本気で思いながら銃をカウンターに置くと、その下の冷蔵庫からミルクのパックを出し、割れていないコップに注いだ。これでは完全に強盗だったが、他にすることがなかった。氷を入れ、カウンター席に座ってミルクを飲んだ。ウフコックたちが話す間、カウンター横の大きな鏡越しに、呻く男たちを見つめていた。


《それよりも示談交渉を進めたらどうかね？　裁判は白紙に戻るのだから》


「白紙──？　対抗事件を設定して、こちらの事件を潰すことは、もう不可能だ」


《我々はすでに事件申請をし、君たちと同じ人間を告訴する用意がある》


「同じ人間を告訴だと？」


《シェル[image: ]セプティノスは、我々が所有するカジノに不当な損害を与えた。イメージを汚し、不正融資を受け、将来の遺産の割譲まで主張してきた》


「都合のいい言い分だ。それに遺産分配は、姻戚関係にある上では当然だろう」


《姻戚？　……ああ、そうだったね》そこでジョンは妙な笑い方をした。《一枚岩の親族経営が、我が社の最大の強みでね。あの娘にしては、悪くない男に譲渡できて喜ばしいと思っていたのだがね》


　バロットのグラスを握る手に力がこもった。そしてふと、この建物に違和感を感じた。


《シェルという男のことは、私は嫌いではなかったよ。頭も切れるし、我々にはない執着心がある。その前途を憂いているという点でも、決して噓ではない》


　突然、違和感が形を伴った。男の言葉の何かが引っかかったのだ。それが何か考えた。


《我が社も被害者であり、君たちと共同でシェルを訴える。交渉の余地はあるな？》


「投獄した後で、死刑制度のある州に送り込んで、合法的に殺すつもりか」


　ジョンが笑った。バロットにはその笑い声が、電話を通してではなく直接響くものとして聞こえた。この男はついさっき、シェルの前途を憂いているというのは噓ではないと言った。憂いているというのは誰の言葉か。ライズビルだ。


《投獄後の判断は私の責任ではないな。それよりじきにシェルは諸権利を失うだろう。現行の事件にもとづき、被害を受けた件で、事件担当官の引き継ぎを行うだけだ》


「引き継ぎだと……？」


《彼が雇っている優秀な事件担当官を我々が再雇用する。契約の事前交渉は済ませた》


「貴様……」ウフコックが呻いた。「ボイルドに、シェルを殺させる気か」


《せいぜい０９オー・ナイン法案の申し子同士で争いたまえ。何と言ったかな……そう、〝三博士〟


　だ。我々は彼らの理念と技術を正しく受け継ぐ。都市に歓迎されるのは我々一族だ》


「〝三博士〟の理念だと？　お前たちは、技術権利者が意識不明であることを利用し、技術を濫用しているだけだ。〝三博士〟の誰もが、そんなことは望んでいない」


《彼女が目覚めることのない眠り姫であることは事実だが、権利に関して法的な問題はない。何より都市の大勢の人間が望んでいる。我々には、彼女の意志を継ぎ、我が社を発展させる義務がある》


「欺瞞だ。発展などという言葉で、犠牲者が出ることを正当化するのか」


《知らんのかね、〝天国への階段マルドウツク〟の由来を。マルドゥックとは、もともと女神の息子の名だ。息子は女神を殺して天地創造の業を奪い、神になった。そして地上の人々は彼に近づくため巨大な塔を作り上げた。我々は禁じられた技術を有意義に使う。古いモラルを廃棄し、社会の発展に尽くす》


「勝手な幻想だ。モラルに新しいも古いもあるものか」


《君たちは緊急時スクランブルという名の檻に自ら入ることで生き延びた。社会から危険視される自分たちをどうにかしようとして。オクトーバー社は社会から危険視されたことなどない》


　ジョンが高笑いを上げた。その声が聞こえる方角をバロットは正確に察知した。


「自分が危険な存在でないと思う者に、モラルを語る資格はない！」


　ウフコックが怒りをこめて言い放ったとき、バロットが素早く動いた。ミルクの入ったグラスを、カウンター横の大きな鏡に向かって思いきり投げつけたのだ。先ほど跳弾が亀裂を走らせた鏡にぶつかり、鋭い音を立ててグラスが砕け、真っ白い液体が飛び散った。


　電話の向こうから息をのむ気配が伝わってきた。それが最後の確信を与えてくれた。


　バロットはカウンターの銃を手に取り、ほとんど一瞬で内部の弾丸を鏡に叩き込んだ。


　なんとも頑丈な鏡だった。縁に沿って合計十一発撃ち込んでようやくガラス内部の鏡壁が裂けて全体が砕け、マジックミラーの向こう側にある空間の存在をあらわにした。


　バロットは空になった銃を投げ捨てた。さらにスーツの左手に干渉し、新たな銃を現して歩み寄った。ぽっかり空いた空洞の前に立ち、全身の毛が逆立つような嫌悪感に襲われた。思わず銃の引き金に力をこめたが、ウフコックがしっかり押しとどめてくれていた。


「ははあ……うっかりしていました。そんな所におられたとは」


　ウフコックが珍しく皮肉っぽく言った。よほど頭にきているらしい。


「あまり良いご趣味ではないようですな。一見していくつかの法に違反している」


　鏡の向こうには衣服の乱れた五、六人の男女がいた。男の子や女の子が。ジョン以外みんな若かった。というより幼かった。ライズビルに遙かに勝る巨体が、電話を手に、ナイトガウン姿でソファに寝そべったまま啞然としてこちらを見ていた。


「こ……ここは私有地だ」


　クリーンウィル・ジョン・オクトーバーは、やっとそう言った。


「なら、踏み込むのはよしておきましょう。ただし警察が来るまで、ここであなたを拘束させてもらう。あなたを恐喝と──まあ、その他もろもろの現行犯で逮捕する上で、事件担当官の権限すら不要だ」


　ウフコックは理性的だった。銃の安全装置も、最後まで解除してくれなかった。


「警察の応援を」


　バロットはかぶりを振った。目の前の男も少年少女たちさえ有無を言わさず射殺したかった。ライズビルのにたにた笑いが何を意味していたかを察して、血が心臓から逆流しそうな感覚に襲われた。


「バロット」


　ウフコックが語調を強めた。そのときだった。


「うわあーっ！」


　いきなり背後で絶叫が上がった。バロットもウフコックも事前に察知していた。


　ボックス席で震えていたライズビルが、這い出してきて銃を構えたのだ。


　バロットは振り返りもせず、左手の銃を、ひょいと肩越しに後ろへ向けて撃った。


　両肩と両膝を一瞬で撃ち抜かれたライズビルが金切り声を上げてのたうった。少年少女たちが低い悲鳴を上げた。バロットの目は、じっと巨体を見据えている。ジョンは、バロットの一瞬の銃撃に度肝を抜かれた様子で、両手を上げて震え出した。


「平和的にイン・ピース……平和的にイン・ピース……」


　バロットは、その男を粉々にイン・ピーシズしてやりたい気持ちを抑えて壊れた鏡から後ずさった。携帯電話に干渉して警察につなぎ、ウフコックに任せた。あとは何もできず、ただその場に立ちつくしていた。










　　　　　２







　パトカーの回転灯がパブのある通りを賑にぎやかに照らした。毛布をかけられ、当局に保護される少年少女たちを、バロットは赤いオープンカーの助手席から、ぼんやり眺めた。


　ジョン・オクトーバーは、銃を所持していた他の男たちとともにすでに連行されている。


「オクトーバー社の重鎮の一人が、こうもあっさり落とせるとはねえ」


　ドクターが気の抜けたような声を発した。


　まだちょっと眠そうだったが、ここに来る前より活気づいていた。これで、二次事件がさらに具体的に進行するのだとドクターは言った。だがバロットのスーツのままのウフコックがジョンとの会話を教えると、沈痛な様子で表情を曇らせた。


「ボイルドのやつ、それじゃ、すっかりオクトーバー社の手先じゃないか」


「シェルを人質にするかもしれない。交渉に応じるふりをして時間を稼ぐ」


「やつらはお前が思うよりも焼けついてるさ、ウフコック。ここまできたら、やるかやられるかだよ。シェルとその記憶は、僕らにとって唯一の材料なんだ。そのシェルを──」


　ふとドクターが押し黙った。バロットが振り返る。ウフコックが鋭く訊いた。


「シェルは今どこだ？」


「結審前の保釈が認められて、ホテルから半径二キロ以内の移動が許可されてる」


「このパブで起こったことがボイルドに伝わるまでに、どのくらいかかると思う？」


「もう伝わってるよ、きっと」


「急げ」


　ドクターが車を発進させた。バロットはびっくりしてシートベルトを締めた。


《どうしたの？》


　カーステレオに干渉して訊く。ドクターがかぶりを振った。


「ボイルドだ。オクトーバー社からの命令がないまま、シェルを消すかもしれない。そうなったら、せっかくオクトーバー社の重鎮を捕まえたのに交渉材料がなくなる」


《どうするの？》


　その質問に、ドクターではなくウフコックが答えた。


「ドクターは法務局ブロイラーハウスで手続きを行う。我々はシェルの身柄を確保する」


　──まさか、私がシェルの命を助けるの？


　カーステレオではなく、直接、ウフコックにだけ干渉して訊いた。


「そうだ」


　──変なの。


　バロットは、ふてくされたように返した。


　法務局ブロイラーハウスに到着するや否やドクターは振り返りもせず車から跳び降り、ロビーへ走っていった。バロットはフルオート設定にした車を操作スナークし、シェルのいるホテルへ向かった。


「ドクターから、情報が入った。六六三号室だ」


　ホテルの地上側の駐車場に到着したところで左手のウフコックが告げた。


　車のキーを抜いてポケットに入れ、ホテルのロビーを突っ切った。エレベーターに乗ると四十階から上のボタンがなかった。


「干渉していい。シェルの身柄の確保を最優先する」


　バロットはエレベーターを操作スナークして六十六階に向かった。誰も乗ってこなかったし、ホールに出ても人影はなかった。ふいに手袋から鋼鉄の重みが出現し、ひとりでに遊底をスライドさせた。


「気をつけろ」


　いっぺんに気が引き締まった。足音を立てずに廊下を進み、目的の部屋の前で止まる。


　ドアの隙間から中を感覚したが動く者はいない。電子ロックを操作スナークし、ウフコックの助けを借りて開錠デコードした。ドアが開くなり、なま暖かい空気がどっと押し寄せてきた。エアコンは動いていない。入り口脇の大きな鏡が湯気で曇っている。


　水が流れる音がし、バロットはゆっくりと部屋の奥のバスルームに向かった。オレンジ色に光るそこから、もうもうと湯気がたちこめ、部屋全体に広がっていた。


　スイートルームのどこにも動く者はおらず、嫌な予感を抱かせた。磨き抜かれた大理石の上を歩いてバスルームに入ると、カーテンで覆われた湯船から湯が溢れ出していた。


　バロットの靴が流れる湯を踏んだ。カーテンに手をかけ、一気に開いた。


　目に飛び込んできたもののせいで、バロットの心臓がどくっと震えた。


　女が、湯の中で揺れていた。口を大きくＯの字に開き、虚空に声なき絶叫を上げている。口の中で湯面がちゃぷちゃぷ音を立て、今にもこちらを向きそうな目が熱い湯のせいで白く濁り始めていた。服は着ておらず、長いブロンドの髪が白い裸体に絡みついている。


　その体のあちこちに青黒い痣あざがあった。抵抗したせいでついた痣だろうし、抵抗もできずにつけられた痣もあるようだった。


　バロットはそろそろと息を吐いた。蒸し暑い空気の中で、どっと冷たい汗が湧いた。


「シェルの婚約相手か……」


　ウフコックが呟いた。その瞬間、バロットを衝動が貫いた。すぐさまバスルームを出て、リビングに行き、テレビを睨んだ。その機構を一瞬で読み取り、ネットにアクセスした。


「どうする気だ、バロット」


　慌てるウフコックをよそに、テレビがオンになり、街の地図が浮かび上がった。バロットは複数のセンターにログインし、片っ端からパスワードをデコードしていった。


「シェルを探す気か？　公共機関へのハッキング罪になるぞ。手続きを踏め、君まで暴走するな！」


　テレビを睨み据えていたバロットの目に、涙が溢れた。顔をくしゃくしゃにして、その場に座り込んでしまった。声もなく泣きながら銃を握りしめ、


　──シェルを殺させて。


　ありったけの悲しみをこめてウフコックに干渉した。


　──さっきのあのクリーンウィルって男も殺させて。


「バロット、駄目だ……」


　──お願い。そうさせて。その後で死んでもいいから。


　因縁が渦を巻いている気がした。恐ろしい因縁だった。シェルが殺したのが、なぜあの子なのか。バスタブで浮いている女の子。綺麗にしてやる。俺が綺麗にしてやる。そういう声が脳裏に響いた。


　──あの子もきっと、同じなんだと思う。私と。シェルが殺した子たちと。


　血を吐く思いでウフコックに言いつのった。


「同じ……？　それは、つまり……」


　ウフコックが言いさした。バロットの言わんとしていることを理解したのだ。バスタブにいる子が父親から何をされ、何をさせられていたか。あるいは父親以外の男からも。


　──お願い、皆殺しにさせて。私なんか死んでもいいから。死んでいいから。


「落ち着け。悪意に巻き込まれるな。落ち着いて呼吸を整えるんだ」


　バロットは体を震わせて泣いた。あらゆるおぞましい因縁が、この部屋で結実していた。怒りではなく、悲しみが殺意になるのをバロットはほとんど初めて体験した。シェルを殺すべきだった。オクトーバー社の男を殺すべきだった。この事件にかかわる、ボイルドやドクターでさえ殺したかった。そして最後に、自分の心臓を撃ち抜きたかった。


　──耐えられない。助けて。私を助けて。


　温もりが左手に生じた。バロットは請い願うようにして、手のひらに上半身だけ現れたウフコックに指を絡めた。あるいはそのまま支配してしまおうとするように。


　ウフコックの渋みのある赤い目が、バロットをまっすぐ見上げた。小さな頭の上にバロットの涙がとめどなく降り注いだ。温かな雨を浴びながらウフコックがぽつんと言った。


「いい匂いだ」


　バロットは目を細めて、自分の最大の武器であり、最後のモラルでもある一匹のネズミを見つめた。


「君の魂の匂いだ。俺が信じるべきものは、これだという確信をくれる。俺に君を信じさせてほしい。シェルもボイルドも何も信じられず鏡の向こう側にいる。クリーンウィルがいたように。そこでは何の迷いも悩みもないかもしれないが、何の希望もない場所だ。俺はそこには行きたくない」


　それから、二人が初めて顔を合わせたときのように、両手を大きく広げ、


「俺は俺を、君に託す」


　ぐにゃりと変身ターンし、左手袋の内側へ消えた。


　バロットの目にひときわ大粒の涙が浮かんだ。ウフコックが本気なのはわかった。使わせるのではない。託したのだ。全てを。ウフコックの良心さえも。その気になれば、一瞬でウフコックを支配できた。どんな濫用だって可能だった。


　だがそれこそ最後の制止だった。ウフコックは身を呈してバロットを止めてくれていた。


　バロットは大きく息を吸った。自分を覆うメイド・バイ・ウフコックのスーツを全身で感じられるように。胸を膨らませ、ゆっくりと吐いた。


　それから幼い子供のように洟はなをすすりながら立ち上がると、湯が溢れる音がしきりに響くバスルームに行った。湯を止め、バスタブの栓を抜いてやった。


　女に背を向け、駐車場に戻った。車に乗って操作スナークし、発進した。日が暮れ、冷たい夜が降りてきていた。バロットは涙を拭って前を見た。学ぶべきことは沢山あった。悲しくなるほど沢山あった。





「急げ、オクトーバー社に先手を打たれたいのか。そうだ、シェルの名義を調べるんだ」


　ウフコックが、バロットが握る携帯電話の中で言った。ドクターの驚きの声が響いた。


《女の生命保険金が振り込まれることを前提に、シェルは多額の借金をしてる。また女が金になったんだ。死亡証明は二時間前だよ。どこの医者がこんな証明をするんだ？》


　オープンカーは法務局ブロイラーハウスに向かっているが、新たな情報が入ればすぐに進路を変えるつもりだった。新たな情報──シェルの居場所が。バロットは前を見ながら、女の死に顔を思い浮かべていた。


「シェルの権利が失われるとは、これか。クリーンウィルはシェルがあの女性を殺害することを予期していたんだ。公表されればボイルドはオクトーバー社の事件担当官としてシェルを確保する」


《信じられないよ……いくら何でも、実の娘を犠牲にするなんて》


「相手の倫理観を問題にしている場合か。オクトーバー社がシェルを告訴するのは時間の問題だ。情報開示責任を盾にして居所を突き止めろ。警察は駄目だ。まだ二次事件が事前交渉の段階にあることが、こちらの唯一の突破口だ」


《ボイルドの所在も不明なんだ。シェルと一緒かも。本当にバロットにシェルを確保させるのかい》


　ふいにバロットは何かを思い出した。今日の裁判が始まる前、ドクターは何と言ったか。


「そうだ。シェルを確保し次第、警官だろうが特殊部隊だろうが一帯を包囲させればいい」


《記憶が戻れば、シェルは誰も殺さなくなる》


《了解した。──なんだって？　バロットが喋ってるのか？》


《ドクターが裁判の前に言った。シェルは記憶がないから自分を抑えられないって》


《ああ……。記憶喪失が、シェルの衝動を助長しているっていう、あれかい……？》


《私に預けてほしいものがあるの。ちゃんと返すから》


《何？　預ける？　まさか……》


「ドクター、バロットが必要と判断したものは、ためらいなく全て渡すんだ」


　素早くウフコックが後押しした。ドクターはわずかに口ごもったが、


《シェルの確保は、君たち二人組に任せる。法務局ブロイラーハウスまで取りに──》


　それから急に、切迫した口調に変わった。


《来た、ボイルドからの一次情報公開だ。シェルがイーストリバー沿いの公衆電話でボイルドと通話中だ。こちらもパブでオクトーバー社の人間と交渉したことを公開するよ？》


「やれ、ドクター。徹底的に、相手側に、情報を公開させろ」


《検事に守秘義務を押しつけて情報を集めさせる。じゃ……バロット、急いで取りに来てくれ》


《ありがとう》


　電話が切れた。車のナビには早くもシェルがいるであろう一帯の地図が表示されていた。





　シェルが、ボイルドに指示されたホテルの部屋に着き、ジャケットを脱いでベッドに腰を落ち着け、まず思ったのは、これでまた違う人間になれるということだ。


　大きなボストンバッグを膝の上に抱えたまま、ジャケットから多幸剤ヒロイツク・ピルの詰まった瓶を取り出した。いくつも錠剤を頰張り、スコッチをあおった。


　両手の指には七つのブルーダイヤが輝いている。それだけは手放す気はなかった。七人の女の頭部の灰で作ったダイヤ。彼女たちの首だったものだ。残りの数十個の指輪もバッグの中にきちんと入っている。いくつだ？　シェルは自問した。そう。十代の子なら一体につき六つ、成人女性なら八つはダイヤが作れる。今嵌はめている指輪の裏にだけ、ちゃんと原料の女の名が刻まれているが、どうせそれを見ても誰の顔も思い出せないだろう。


　若々しい子鹿色フオーンに光る変光カメレオンサングラスの奥で、シェルは満足そうに目を閉じた。錠剤の入った瓶をジャケットに戻したが、スコッチの瓶は手から滑り落ちて絨毯に染みを広げた。湧き上がる幸福感の中、どうして自分はここにいるのかという疑問が浮かんだ。ここにいるのが良いことか悪いことか。


　もし取引が成功していたら、と思うと、これは悪いことだ。だが失敗しても、無事にこうしてここにいる。これはとても良いことだ。恐ろしいものから逃げ、安全な場所に辿り着いたのだ。全てはまた白紙に戻り、嫌な過去は綺麗に消える。殻シエルである自分には少しも亀裂は生じず、中身だけが捨て去られる。


　新たな人生への意欲が湧き、シェルはボストンバッグを抱きしめた。自分には良い友人がいた。あの狂った女をこれに変えるには、あの逞たくましい友人が不可欠だった。自分が湯船にあの女を沈めている間、友人が手続きを全てやってくれた。誇らしかった。いつでもあの女は追いかけてくる。だがこうして自分は常に撃退し、打ち砕き、沈めているのだ。


　シェルはバッグに手を突っ込んでかき回した。中は新札でいっぱいだった。ぴちぴちの札束たちを手で弾きながら呟いた。どうだ、いいだろう、もっとしてやろうか。


　かと思うと慌てて手を引っぱり出した。紙幣の角で、指先を切ったらしく、血がにじんでいた。その指を吸った。血の味が口の中に広がった。それはかすかに嫌な記憶を思い出させた。無力な少年を叩きのめす巨大な存在の影がよぎる。ありとあらゆる嫌らしいことをさせられたという思いが湧いた。だがいつでも自分はあの女を沈めてきた。皆殺しにし、汚いものを綺麗なものに変えてきたのだ。


　うふっと笑いがこぼれた。肺が痙けい攣れんしているみたいに、うふ、うふ、と何度も繰り返し笑った。スコッチの瓶を探し、足下に転がっているのを見つけて、嬉々として残りを胃に流し込んだ。


「ほら、こうして俺は見つけてるんだ。俺が見落とすはずがない。そう。いつでも」


　仰向けに倒れ、幸福感の中で眠った。夢の中で様々な女の顔が浮かんでは消えていった。


　一人一人の名を思い出そうとしたが、どうしても思い出せなかった。そのうち女の顔がモンタージュのようにないまぜになり、目が三つあったり、鼻の真ん中から乳房が生えたりした。混沌とした女のパーツがふいに寄り集まり、一つの顔になった。シェルは夢の中でその少女の名を呼んだ気がした。胸を突き上げるような恋しさが湧いた。かつてシェルが母親を葬った後、生まれて初めて、ちゃんと愛せた女性だった。女ともいえぬ少女だ。だが彼女は記憶から消え、夢の残り香だけが漂っていた。悲しい香りがした。綺麗にしてやりたかった。だが二人を何が結びつけたのか。おぞましい過去か。


　それとも単純に互いに愛情を抱いただけなのか。悲しい香りは全てを否定している。


　ひからびて死んでゆく少女の面影がよぎった。シェルの怒りは少女の父親に向けられた。何年もかかって探し出したのだ。だがその頃、男は麻薬ですっかり耄もう碌ろくし、自分が実の娘にどんなことをしたか思い出せもしなかった。今のシェルと同じように。シェルは男をぶちのめし、首の骨を折った。綺麗にしてやる。俺が綺麗にしてやる。いくつも考えた。金を綺麗にする方法を。ブルーダイヤにしてしまう方法を。少女を綺麗にする方法を。心が生きることをやめて死んだ少女をダイヤに変えて、母親のダイヤと並べて指に嵌めた。記憶が混乱しながらも、うまく人を使ってやり遂げたのだ。


　虚空に燦然と輝くダイヤがシェルの代わりに泣いてくれた。その数は増える一方だった。


　夢の中でダイヤの輝きから影が現れた。ダイヤになるはずだった者の亡霊が。名前も忘れた少女。無表情に閉ざされた顔が美しく冴えている。いつも暗い目で膝を見つめ、どこかに閉じこもろうとしていた。すべきことは簡単だった。閉じこもるべき先を指定してやればいい。それで導くことができる。そのはずだった。だが簡単にはいかなかった。


　火に包まれながら少女は生き返った。まるで綺麗になることを拒むように。夢の中で少女は火だるまになりながら、一歩一歩シェルに近づき、やがて抱きついてきた。シェルがわめくのをよそに少女はいっそう燃え盛り、シェルの喉めがけて黒くただれた指が伸びた。シェルは絶叫した。少女は、ごうっと火を吐き、甘やかとさえいえる力を込めて、シェルの喉を絞め上げてきた。


　そこで現実のシェルはバネ仕掛けのように飛び起き、首を絞めるものを振り払おうとして、余計に喉を圧迫した。一瞬の混乱ののち、自分の手が首を絞めていることに気づいた。


　引きつった苦笑を浮かべて手を離した。全身が汗でぬるぬるとしている。いつの間にか月光のように青ざめた変光カメレオンサングラスを外し、抱いたままのバッグを床に置いた。


　喉の渇きを覚えてバスルームに行き、顔を洗いながら水を飲んだ。ベッドに戻るとコール音がした。ジャケットに飛びつき、もどかしげに携帯電話を取り出して耳にあてた。


「ボイルドか？」


《そうだ》


　頼もしい声が返ってきた。シェルはにやっと笑ってサングラスをかけた。


「嫌な夢を見た。バッドトリップだ。火の中で女に首を絞められたんだ。とんでもない屈辱だが、まあいい。準備はできたか？　河を遡さかのぼって州境を越えれば、俺はもう違う人間になったも同然だ。今度はつつましくやるさ。この金を元手に実業家になるんだ。博打には手を出さない。これっきりだ」


《オクトーバー社から依頼があった。それを正確に説明しておきたい。その上で──》


「あんな会社、もうどうだっていい。この都市からおさらばして故郷に帰るんだ」


《あんたの生まれはこの都市のイーストサイドだったと聞いている》


「おいおい、そんなのはどうだっていいだろ。俺が成功する場所が、俺の故郷さ。感謝してるよ、ボイルド。お前がいなければ俺はあの女に絞め殺されてた。本当に感謝してる。お前は俺の親友だ」


《──そうか》


「そう。唯一の友達だ。お前ほど頼りになるやつはいない。これからも連絡を取り合おう」


《対抗事件の担当者が、あんたを探している。情報開示により、すでにあんたの周辺にいるだろう。船の手配は済んだが、明け方を待ったほうがいい。やつらに見つかった場合、立場は逆転する》


「何を言ってるんだ？　まさかこっちの情報を渡したりしていないだろうな？」


《情報開示責任を無視すれば対抗事件は成立しない。俺もあんたのために働くことができなくなる》


　シェルは顔をしかめ、もう一方の手でこめかみをもんだ。


「ちょっと頭痛がして、お前の言ってることがよくわからないんだ。お前は俺を裏切らない、大事な親友だと言ってるんだが……」


　ふいにボイルドが沈黙した。受話器の向こうでかすかなノイズが聞こえ、かと思うと唐突に通話が切れた。シェルはぽかんとなって携帯電話を見つめた。


　再びコール音が鳴った。シェルは、驚いて顔をのけぞらせ、慌てて耳に当てた。


「ボイルド？　いったい何をやってるんだ？」


《死にたくない》


　女の声だった。シェルの息がつまった。全身の血管が凍りついたような気がした。


《だけどあなたが殺した》


　炎に包まれた少女の姿がまざまざとよみがえり、シェルの胸の中で心臓が猛烈な勢いでどくっどくっと音を立てた。自分の大事なチップをもぎ取っていった少女──その名が急に意識に湧いた。


　突然、激しいノイズに耳を打たれた。シェルは顔をしかめた。やがてノイズが消えた。


《まだそこにいるな、ミスター・シェル──》


　ボイルドだった。シェルは思わず涙目になった。腰が抜けそうなほど安心していた。


「いったいなんの真似だ。さっきの声は俺を驚かそうとしたのか？」


《この回線を通じて聞いているな、ウフコック？　シェルの周辺にいるな？》


「……なんだって？　聞いているぞ、ボイルド」


《片をつけるぞ、ウフコック。餌を取りに行け。次に俺が出る。それが順当だ》


《では、シェルをこちらのサイドで確保する》


　聞いたこともない声に、シェルは悲鳴を上げた。全身がぬるぬるした汗に濡れていた。


《お前と戦う気はない、ボイルド。俺たちは正当な手続きにもとづいて事件を解決する》


《俺たちは、より多くの虚無を生み出すために造られた。お前は意志を持つ道具であり、俺は一個の銃になることを望む人間だ。今のお前の使い手も本当は合法的な殺しを望んでいる。俺にはわかる》


《馬鹿を言え。シェルを殺してどうする？　皆殺しにして何が生まれるんだ》


　シェルの顔が大きく歪んだ。ぱくぱく口を開けたり閉じたりするが声が出てこない。


《何かを生み出すのは俺の仕事ではない、ウフコック》


《オクトーバー社の眷けん属ぞくになる気か。それがお前の選択か、ボイルド》


「ボイルド！」やっとシェルが叫んだ。「俺を殺す気かっ、殺す気なんだなっ！」


《……ミスター・シェル。あんたとは、依頼主という以上にうまくやれた気がする》


　シェルが顔を引きつらせて絶句した。ボイルドが告げた。


《情勢が変化して残念だ》


　またノイズが入り、そして通話が完全に切れた。





　サングラスの色が、薄い青から嵐の夜のような濃い色になるまでの間、シェルはじっと立ちつくしていた。夢のような非現実感に陥りながらも、やがてシェルは弾かれたように巨大なボストンバッグを抱え上げ、サイドポケットからオートマチックの拳銃を引っ張り出した。バッグを肩にかけ、弾倉も確認せず銃を脚に押しつける。それで自分がしっかりと立っているという感じが起こった。


　コール音が鳴り響いた。シェルは歯を食いしばって、みたび携帯電話を耳に当てた。


《委任事件担当官のウフコック[image: ]ペンティーノだ。逃走経路を教える。我々が保護したら武装解除に応じてもらう》


「ふざけるなっ！」


　携帯電話を床に叩きつけ、踏みにじってバラバラにした。肩で息をしながらあたりを見回し、急いで部屋の明かりを消した。部屋は二階にあった。シェルはカーテンの陰に隠れ、外の様子を窺った。


　部屋の明かりが点いた。ひとりでに。ナイトスタンドが点き、バスルームの明かりが点き、換気扇が音を立てて回り始めた。シェルは頰を濡らすのが汗なのか、それとも涙なのかもわからなかった。


　音がした。シェルのそばで旧型のモニターがオンになり、ノイズ音とともに女の姿を映した。湯の中で口をＯの字に開けた女。その硬直した指が、シェルの喉に向かって今にも伸びてきそうだった。


《死にたくない》


　女の声が、シェルに言った。シェルは血走った目でテレビに銃を向けた。


《だけどあなたに殺された》


　撃った。モニターが破裂して火花を噴いた。女の声も姿も消えた。綺麗にしたのだ。その途端、胃がねじれるような痛みに襲われ、口の中に酸味が広がり、反射的に身を折って勢いよく嘔吐した。


　身を震わせ、口からねばねばした黄色い液体をしたたらせながら、必死に天井灯を撃って灯りを消し、バスルームに撃ち込みながらドアへ走った。恐怖で髪の毛が逆立つようだった。ドアの向こうに恐ろしい影がいるのだと思った。いつでも撃退し、消し去ってきたものが、今こそよみがえり、そこに立っているのだ。だが渾こん身しんの勇気を振り絞り、ドアを蹴り開けて銃を突き出した。


　がらんとした廊下が目に映った。かろうじて残った理性が異常を告げていた。


　あれだけ銃声が響いたのに、周囲の部屋では騒ぎ一つ起きていないのだ。他の客はみな事前に知らされてすっかり逃げ出したのか？　それは警察の手口だぞ。そう考えて、どこへ行こうとも、辿り着くべき場所は同じような気がした。そこは本当に嫌な場所だった。フラッシュバック。実際、自分は一歩もそこから動いていなかったのではないか。あまりの恐怖に体が痙攣したように震えだした。


《言う通りにしてもらわないと困るな》


　背後で声がし、シェルはピンボールの玉みたいに跳びはねて廊下の壁にぶつかった。


《そこから奥の──二〇二号室の窓から、隣のビルに跳び移れるそうだ》


　先ほどまでいた部屋のインターフォンが声を発していた。衝動的に撃った。ドア越しに何発か撃ち、インターフォンめがけて撃ちまくった。すぐに弾丸を使い尽くし、急いでまたバッグをかき回した。札束がいくつかこぼれ落ち、紙幣がひらひら舞った。シェルは予備の弾倉を取り出すと、震える手でなんとか交換しながらエレベーターへ向かった。


　動く者がいたら即座に発砲する気だった。とにかく殺すこと以外、考えられなかった。ボタンを押すと、すぐにエレベーターが来た。嘔吐感を我慢して乗った。震える銃口で一階のボタンを押した。だがドアはいつまでも閉じなかった。開いたドアの向こうで左右に部屋が並ぶ廊下が、がらんと延びている。恐ろしいほどの閉塞感に襲われたとき、


《世話の焼けるやつだ。非常階段ならまだしもエレベーターに乗るとは思わなかった》


　今度はエレベーターの内部で声がした。すぐに、どこから声が出ているのかわかった。エレベーターの非常用回線だ。シェルはぐっと息をつまらせた。また酸っぱいものがこみ上げてきていた。


《このホテルの裏手にあるビルの中だ。そこに逃げ込めば、複数の退路が選択できる》


「お……お前は、いったい何なんだ」


《委任事件担当官だ。お前の得意な取引の相手だと思えば良い》


　シェルが大きく息をついた。こめかみのインプラントの周囲がずきずき脈打っていた。


「事件屋か。俺を殺すつもりなのか」


《逆だ。唯一の味方だと思ってほしい》


「取引ってのは何だ。俺をどうしようっていうんだ」


《逃走経路に従い、我々のもとに来てからだ。ふむ、二〇二号室はもう駄目だ。ボイルドが狙っている臭いがする。ともかくお前の生命を保全する代わり、証人になってもらう。罪は償つぐなってもらうが》


「何を言ってるんだ？　俺をどこに逃がしてくれるんだ？」


《冷静になれ。二〇七号室のバスルームの窓から、隣のビルの窓に乗り移れるそうだ》


　それを最後に、声が途切れた。


　シェルは荒い息を吐き、銃を突き出し、ぎらぎらした目つきでエレベーターから出た。


　二〇七号室の前に立つと、かちりと音がした。勝手に電子ロックが外れたのだ。シェルが銃口で押すと、ドアがすうっと内側へ開かれた。部屋は無人だった。


　言われた通りにバスルームに入った。確かに窓があった。外を覗くと、向かいのビルへ乗り移れそうだった。シェルははめ殺しの窓ガラスを撃ち、破片を外に蹴り飛ばした。たちまち、かび臭い風が吹き込んできた。


　窓枠から頭を出し、ボストンバッグを抱えたまま苦労して足を伸ばした。向かいの窓はすでに開いていた。枠に足をかけ、ついで銃を握った手をかけ、一気に乗り移った。


　窓から中に入ると、思ったよりも高い位置にあった。どすんと足に衝撃がきた。ボストンバッグがずりおち、そのまま前のめりに倒れそうになるのをこらえた。


　明かりはなく、窓からの光でかろうじて部屋の様子がわかった。広々とした空間に何本かの柱しかない。空っぽのテナントだ。剝き出しのコンクリートがところどころで亀裂を走らせている。一方の壁に大きな窓が並んでおり、×の字にテープが張ってあった。


　一歩進んだ途端、柔らかいものを踏んだ。


　コンクリートの床に何かが点々と落ちている。その一つを銃の先に引っかけ、持ち上げた。地味な色地の布きれだった。しげしげと見つめ、スカートだとわかった。その向こうにブラウスが落ちていた。そこからさらに目を運んで、ぎょっとした。


　闇の中で白いものが立っていた。慌てて突きつけた銃からスカートが滑り落ちた。


　銃の先に少女がいた。


　白い拘束具にがんじがらめにされたような姿で、じっとこちらを見ている。


「……ルーン[image: ]バロット」


　夢の中で死んだはずの少女の名をシェルは呟いた。





「なんだっていうんだ？　なんでお前がこんなところにいる？」


　シェルが銃を構えたまま、青からどぎつい紫へ変わってゆくサングラスの奥で目を血走らせて問いただした。


　バロットは相手の目に留まるよう、手にした携帯電話をかかげ、ひょいと放った。


　バッグの上で跳ねた電話を、シェルが反射的に握った。ディスプレイは通話時間を進行させている。眉をひそめ、少女を見ながら警戒しつつ電話を耳にあてた。


《委任事件担当官のウフコックだ。全ての武器を目の前にいる女性に渡したまえ。それでお前に、二次事件の有力な証言者として生命保全プログラムが適用されることになる》


「どこにいるんだ？　どうして姿を現さない？」


《近くにいる。大人しくするんだ。元の事件担当官を頼れば速やかに抹殺されるだろう》


「近くにいるだと？　じゃあ、今、俺が何をしているかわかるのか？」


　シェルが、素早いというより性急に突き出す銃を、バロットは醒さめた目で見つめた。


《今さら何になる？　死にたいのか？　これはお前の最後のチャンスだ》


「そう、最後のチャンスだ！　博打屋ピジヨンのジンクスは、そばにいる女次第だ！　思い出したぞ……ウフコックだ。ボイルドがネズミと呼んでたやつだ。女を差し出す馬鹿に、取引の仕方を教えてやる！」


《取引は成立しない。こちらと君とでは、武力に圧倒的な差がある》


　ウフコックが告げた。シェルの顔が歪んだ。笑顔のまま踏みつぶされたみたいだった。


「ふざけるな！　一対一の賭けシヨウダウンだ！　大人しく出てこい！　この女を撃つぞ！」


《ウフコック、私、命を脅おびやかされてる》


　だしぬけに携帯電話が冷ややかな少女の声を放った。バロットの左手がこれからダンスでも始めるような優雅さで上がった。真っ白い手袋が、ぐにゃりと歪み、魔法のように銃が握られた。シェルがぎょっとなって引き金を引いた。バロットも静かに引き金を絞った。


　宙で激しい火花が勃発した。シェルにとっては皆目不明の、弾丸同士の衝突で鋼鉄が飛び散り、きな臭い空気をまき散らした。シェルがさらに撃った。ぱっとバロットの肩で小さな火が舞った。わざとそこで受けていた。今の自分を守る殻スーツの堅固さを見せつけるために。それからシェルに向かって立て続けに撃った。


　シェルはのけぞって奇妙な踊りをみせた。ボストンバッグが破れ、分厚い札束がシェルの命を守っていた。それだけは確かに最後までシェルを守り続けた。弾丸は全て紙幣の束が重なる場所に叩き込まれた。シェルはサンドバッグさながらに、倒れることも許されず弾丸のラッシュを食らった。弾丸は無尽蔵にあったが、紙幣はそれほど沢山なかった。八発ほどで銃を撃つのをやめた。


　シェルがもんどりうって倒れた。紙屑と化した紙幣が宙を舞い、見る影もなくずたずたになったボストンバッグとともに散乱した。這いつくばって荒い呼吸を繰り返すシェルに、バロットが歩み寄った。シェルが顔を上げ、金切り声を上げて銃を突き出した。その顔にも手にも紙幣の破片が汗でべたべたとへばりついている。引き金を引こうとするシェルの指を、バロットは目の前に浮かんだ風船を針で突くような感覚で撃った。一発で十分だった。バロットが放った弾丸はシェルの右手の人差し指ごと銃のグリップを貫通し、燃え上がって弾倉に残る弾丸を炸裂させ、銃を内側から吹っ飛ばした。


　かっと輝きがあたりを照らし、千切れた指を飾るブルーダイヤが涙のようにきらめき、バラバラになった銃の鉄片が紫から真紅へ変わろうとするサングラスを粉々に砕いた。


　シェルは息もつけない様子でのたうち回った。利き手を破壊されれば博打屋ピジヨンとしては死んだも同然だ。顔の右側が焼けた破片を受けて火ぶくれを起こし、両方の目元で光がきらきら反射した。もしかすると泣いているのかもしれなかった。シェルが、残らず指がなくなった右手の付け根を左手で握りしめ、ようやくじたばたするのをやめると、バロットはその傍らに膝をつき、銃を握る手を近づけた。


　シェルがいやいやをするように顔を左右に振った。バロットの銃が、ぐにゃりと歪んで消え、代わって違うものを現した。法務局ブロイラーハウスにいるドクターから預かってきたものを。


　四つのチップ──〝記憶保存クラツプ〟に用いられた記録媒体に、シェルが瞠どう目もくした。


《あなたが失くしてきたもの全部……元に戻してあげる》


　バロットが告げた。そしてもう一方の手で、シェルのこめかみに触れた。


　脳に打ち込まれたインプラントに干渉し──そこを引っ搔くのがシェルの癖であったことを思い出しながら──操作スナークした。


　びくんとシェルがのけぞり、硬直した。目蓋を引き千切りそうなほど見開いた眼球がぐるりとひっくり返って白目を剝いた。バロットの左手が、四つのチップを握りしめた。


　シェルの脳へと続く回路を感覚し尽くすと、左手に握った大容量の情報を、脳に移植された回路へ流し込んでいった。シェルの口から凄まじい悲鳴がほとばしった。口の端から泡が垂れ、両方の鼻の穴から血が流れ出した。シェルの脳が失ったゲシュタルトを補完するように、移植された回路で神経系統が電子的に再現されてゆく。


　悲鳴は長いこと続いた。男が否定し続けてきた腐った中身を、バロットはできる限り多く注ぎ込んだ。シェルの悲鳴が途絶えた後も作業は続き、やがて全てが終わった。バロットの能力があってこそ可能な速度だった。とはいえ神経細胞を操作スナークするのは不可能だし、回路はあくまで補助装置にすぎなかった。それでも重要な因果関係や視聴覚情報を流し込むことはできたようだった。


　手袋がぐにゃりとチップを飲み込んで保存した。バロットはシェルの頭に触れ、


《腐った卵の中身でも、大事に温めれば、いつか生き返るかもしれないから》


　脳内の回路に干渉してそう告げた。シェルは眠っていた。最初から最後までバロットのことなど見てもいなかった。車の中に閉じ込められたバロットに目を向けたときのように、あるのは鏡映しの自分自身だけ。ふいに何もかもが、自分もふくめて自業自得のような気がした。バロットもまたシェルを愛する気などなかったのだ。ただ愛されたかっただけで。


　ひどく虚しい悲しみが、身も心もどこかに沈み込ませてゆくような気持ちを覚えた。


　そのときにわかに建物に近づく者を感覚し、はっと息を呑んだ。


「ボイルドが来た……」


　ウフコックも危機を敏感に嗅ぎ取っている。それは脅威そのものだった。男の形をした冷徹な殺意が近づいてくるのだ。その巨大な圧迫感にぞくりとなり、一瞬、シェルや自分や、死んだ女の子たちの人生の呪いのことが頭から綺麗に消えかけた。そのことにバロットは思わず感謝さえしそうになった。





《航空経路が遮断された。ボイルドの仕業だ。航空調査機関に山のような依頼をしたんだ》


　バロットが手にした携帯電話で、ドクターのわめき声と、緊迫したウフコックの声が交互に響いた。


「調査──？　今さら何の調査だ」


《調査に意味はないよ。航空カメラマンや天気の調査ヘリで空域を埋めてハンプティが入れないようにしたんだ。事件担当官の捜査特権でどかせてるけど時間がかかる。罠にはまった。どうする？》


「防衛と撤退だ。警官隊が我々を保護したとしても、オクトーバー社の意思が働けばその場でシェルを抹殺される。我々が独自に保護するしかない」


　ウフコックとドクターは早口で話し合っていた。ウフコックは容易には煮詰まらない。決して事態を投げ出さない。


　バロットは手の中の会話を聞きながら、じっと感覚を研ぎ澄ませている。ボイルドが周辺を移動しながら建物に手をあてる様子が、まるで自分の体を触られるように感覚された。チェックメイトをしかけるチェスプレーヤーのように機会を窺っているのだ。


　ボイルドは確実に退路を断ちに来ている。相手は一人だった。逃げ場は沢山あるはずなのに、まるで逃げられない。軍隊に包囲されたみたいに。


《守ってみる》


　バロットが携帯電話に干渉して言った。ウフコックとドクターがぴたりと黙った。


《ここに来るまで、どれくらいかかるの？》


《二時間は──いや、一時間にしてみせる。信じてくれ》


《大丈夫。信じてる。逃げたりしない》


《いやいや、危なかったら逃げてくれ。頼むから》


《うん》


《信じてるぞ──バロット、ウフコック。すぐに迎えに行くからな》


　通話が切れた携帯電話を床に置き、シェルのほうへ歩み寄った。


　シェルは応急処置と拘束を施され、コンクリートの床に転がされていた。メイド・バイ・ウフコックの包帯、ガーゼ、手錠、ロープ──手をあてるだけで、全部ウフコックがやってくれた。眠れるシェルの顔は意外に穏やかだ。夢の中で腐った過去に襲われているかと思ったが、少なくとも今はそうではないようだった。それで、記憶が戻ればシェルの殺人衝動は消えるというのは確かかもしれないと思えた。


「どうするつもりなんだ？」


　──手伝って。


　スーツのあちこちが鉄の骨格に変身ターンした。バロットはスーツの力を借りて、丸めたカーペットみたいなシェルを持ち上げ、ひょいと肩に乗せた。部屋の隅へ行き、ダストシュートの蓋を開いた。底に粉砕器のような危険なものがないのを確認し、蓋を引き剝がしてシェルを押し込み、襟をつかんだ。


「捨てるのか？　ボイルドに感づかれるぞ」


　──わかってる。


　それだけでウフコックはバロットの行動の意味を悟ってくれた。先手を打つのだ。ボイルドがシェルの確保に回ろうとしたら、こちらがその背後に回れるように。


　バロットはタイミングを探った。ボイルドが建物の表口へ移動するのを感覚した。ウフコックも、バロットが狙っているのと同じタイミングを嗅ぎ取った。


「今だ」


　──バイバイ、シェル。


　バロットがシェルの脳裏に干渉して告げ、そのこめかみのインプラントに軽くキスした。悪運に満ちた日々を人生から捨て去る儀式として。ぱっと手を離した。シェルの体が滑り落ちる音が狭いダストシュートの中に響き、最後に、どすん、と鈍い音が響いた。


　表口で、ボイルドがぴたりと動きを止めた。ボイルドもすぐにバロットの意図を察したのだ。その覚悟も。ボイルドは、ゆっくりと表口へ歩み始めた。バロットの正面へ。


　バロットは急に膝が震え出すのを感じた。逃げ場を放棄し、立ち向かう恐怖にあらためて襲われていた。声を失った口を大きく開いて深呼吸し、パニックを必死で遠ざけた。


「バロット……」


　ウフコックが心配そうに呼んだ。バロットは、ぎゅっとスーツの肩を抱いた。


　──愛されたいと思った人は沢山いた。でも愛したいと思った人はあなただけ。


　全身でウフコックの存在を感覚しながら告げた。自分の意志と勇気を。


　──あなたの昔のお友達だから。殺さない。動けなくするよう頑張ってみる。


　ウフコックが驚いて沈黙した。自殺行為に等しい選択だった。ボイルドが容赦なくこちらの隙を衝き、仕留めに来るのはわかっていた。だがバロットはさらにスーツを強く抱いた。自分の身を覆う武器を。抱かれるのではなく。精一杯、自分が抱きしめた──タイトに、きつく。


　──殺さない。殺されたりしない。殺させもしない。何とかやってみる。


　ウフコックから学んできたことを、そんな言葉にして伝えた。それが今出せる答えの全てだった。


「……我々は殺さない。我々は殺されない。我々は殺させない」


　ウフコックが合言葉のようにそれを繰り返した。


「とても難しいことだ……。だが……挑戦する価値はある」


　バロットは手を体の両側に垂らした。左の手袋に干渉し、銃を現して握った。


「俺は、良い相棒バデイに巡り会えた」


　それを最後に、ウフコックが完全に身を委ねるのがわかった。バロットを守り、武器となるべく、あらゆる操作スナークに、瞬時に、無条件に応じる態勢になったのだ。鋼鉄と自分の手が一つのものになった気がした。バロットとウフコックは完全に一体だった。










　　　　　３







　バロットは自分がどういうふうに生きてきたかを思い出していた。嫌な客のときと良い客のときと。どちらも息を殺して耐えてきた。いつかそのうち慣れるのを待ちながら。自分を宙に放って。心がどこにも止まらないように。それはそれで困難極まりなかった。我ながら、よく堪えたものだと思う。


　今、息を殺せば命も死ぬのがわかっていた。相手に意識を奪われても同じように殺されるだろう。心を止めれば身動きできなくなるだけだった。心を止めてはいけなかった。自分を宙に放ち、その上で、意志によって空間を満たさねばならなかった。


　バロットは、自分を生かす呼吸を繰り返した。リズムを保ち、感覚を広げ、解き放った。


　ボイルドが階段を昇りきったのを感じた。フロアの温度が、急激に冷え込んでゆく気がした。そういう存在が、ドア一枚隔てた場所に立っていた。


「失望した……」


　ドアの向こうで声がした。太く重い、どこにいても追いかけてくる悪夢のような声こわ音ねが。


「お前がシェルを殺してくれることを、期待していた」


　ふと、その口調にバロットは奇妙な感じを受けた。


「俺のやり方は、聞いているな」


　言葉が、ずしりとのしかかってきた。必死にリズムを保ちながら奇妙さのわけを悟った。


「トゥイードルディは、お前という同類を得て、喜んでいた」


　ボイルドが言った。今や完全にバロットを相手にしていた。ウフコックではなく。


「俺も、同じだ」


　空気が凍りついたようになった。その圧迫が、バロットからあらゆる動作を奪おうとした。バロットはそれに堪え、リズムの中の一瞬を感じようとした。ボイルドもそれを狙っているのがわかった。熾烈な一瞬に全存在を賭けて、銃を構えた。その一瞬をあえてボイルドに与えた。ゲームはボイルドのジャックポットから始めるべきだった。何千発撃とうとも、どうせ弾丸の軌道を逸らされるのだ。


　重力フロートが発生不可能な瞬間を──ボイルド自身が銃を撃つ瞬間を──狙って、にわかにバロットが撃った。立て続けだった。相手の利き腕を狙うために二発、相手の弾丸を撃ち跳ばすために三発、相手にフェイントをかけるために四発、必至の弾丸が放たれた。


　そして違和感がきた。空気ばかりか、自分の心臓までもが凍りつくような感覚だった。


　ボイルドは撃っていない。完全にフェイントに引っかかった。ドアに大きな円を描くようにして穴が空いた。放たれた全ての弾丸が軌道を逸らされ、円の形にひとまとめにされて片づけられていた。


　バロットは腕を十字に交差させて顔面をカバーした。その直後、衝撃がきた。腕を重ねたその中心にボイルドの放った弾丸が叩き込まれ、バロットの体が真後ろに吹っ飛んだ。


　肉体への打撃よりも何よりも、意識を撃ち抜かれたような衝撃があった。


　ドアが吹き飛び、ボイルドが跳び込んできた。その巨体が迫る感覚が、先手を打たれて呆然とするバロットの意識を新たなものにした。心に意志を弾丸のように装塡しながら、トップダンサーさながらの身ごなしをみせた。背から床に倒れ、柔らかく後方に転がって衝撃を受け流し、さっと身を起こしながら横へ跳んでいた。ほとんど体に──皮膚が体を動かすに任せた動作だった。もはや頭で考えるのはやめていた。腕が二つともまだ無事なのを遅れて悟った。距離に助けられたのだ。


　ウフコックのスーツが咄とつ嗟さにバロットの体を守れる、ぎりぎりの距離だった。そしてその距離をボイルドが縮めた。殺意に満ちた巨体が迫る恐怖に堪えてバロットが睨んだ。まるで牙を剝くように、ボイルドの体内の装置に向かって〝電子攪乱スナーク〟の力を放った。その不可視の稲妻のような力をボイルドがすんでのところで察し、ラグビーボールみたいにその体が跳ね、上に向かって落下した。身をひねってバロットの干渉がぎりぎり届かない天井に降り立ち、数メートルの距離に位置した。


　ボイルドの重力フロートの壁を貫いて、その体内の機械に干渉して操作スナークするには遠すぎた。


　ボイルドの銃がバロットのスーツを粉々にするにはほんのわずかに距離があった。


　一瞬でも早く、一センチでも遠くから、相手の命に手が届くかどうかの駆け引きだった。


　今度もバロットは立て続けに撃った。ボイルドが天井を走り、柱の陰に隠れた。反射的に柱の反対側を撃ったが、ボイルドはそのまま走り出てはこず、それが二度目のフェイントであることを悟った。


　柱を走り下りていたボイルドが、床に近い位置で柱の陰から鋭く腕を伸ばした。


　轟音が湧いた。砲弾が肩をかすめたようだった。衝撃を受け止めきれずにバロットがのけぞり、引き千切られたスーツの一部が、弾丸の熱で燃え上がって黄色い炎が舞った。バロットの肉体に届く距離を正確に見抜いた一撃に、戦慄で胃がねじれる思いがした。


　ボイルドの位置を感覚していたにもかかわらず、その三次元的な動きを読むことができなかった。バロットはいよいよ頭が真っ白になるのを自覚しながら、全身をバネにして脇に跳び、死に物狂いで安全圏に転がり込んだ。


　同時にボイルドが柱を蹴って横へ跳び──一方の壁に向かって落下した。


　バロットにはその動きが読めなかった。自分の空間認識に対する不信感が湧き、それを必死に押さえ込んだ。それがボイルドの誘導であることは承知していた。あの隠れ処がで経験した初めての戦闘で、バロットとウフコックが敵に対してしたように。攪かく乱らんすることによって本来発揮できるはずの判断力や選択肢といったものを、相手自身に諦めさせるのだ。


　バロットは空白になった心に、また新たに意志を叩き込んだ。敗北バストしたカードが廃棄され、新たなゲームを始めるように、すぐさま自分の力への信頼を取り戻すべく空間を感覚した。相手がどう動くにせよ自分がどういう位置にいるべきかが大事だった。自分に有利な位置を探り、一秒とかからずに絞り込むと、そこに向かって走った。命の奪い合いは意識の奪い合いなのだと胸に刻みながら。意識を奪われれば身動きがとれなくなる。指一本動かせなくなるのだ。それだけは二度と嫌だった。閉じこもった殻の中で死ぬのは。


　バロットは×の字にテープを貼られた窓を背にしながら左右に移動し、銃を撃って牽けん制せいした。ボイルドが背後に着地するのを防ぐためだ。相手がそこに降りようとしたら、窓ガラスを撃ち砕いて足場を奪い、相手を一瞬だけ宙に釘づけにすることができる。


　ボイルドもそう思うはずだし、それで相手の移動の選択肢を少なくとも一つは封じられる──そのように意識が考えるに任せた。


　もしボイルドが予想外の手段でこちらの背後を取ったときは即座にその考えを棄て、それこそ今この瞬間には考えもつかない何らかの対処をするつもりだった。これは精神力という弓を引き絞り、意識という矢を猛然と放つ作業なのだ。矢がなくなった時点で負けるなら、無限にそれが生まれると信じねば、最初から負けることになる。


　すでにバロットはボイルドの動きを読もうという考えを棄て、代わりに相手と自分の位置を感覚しながら撃ち続けた。弾丸を逸らされるのは構わない。あくまで相手の位置を知るための射撃だった。無尽蔵の弾薬と、体を支えて疲労を軽減してくれるスーツがあってこその戦術だ。豊富なバンクロールがあるなら、それを惜しみなく活用すべきだった。自分が使えるものなら何でもそうすべきだ。


　そう考えたとき、使い捨てに等しい意識の矢が、いくつか生まれるのを感じた。最初の一瞬はそれらが何だかわからず、次の一瞬でぼんやりと輪郭を浮かばせ、最後の一瞬で体が先に動いていた。


　ボイルドは撃たない。銃を向けてプレッシャーを与えながら、あくまでバロットの動きを読み、完全に退路を断つためのフェイントを仕掛け、隙を狙ってくる。バロットが窓を背にしたことで、その意図を悟り、むしろ逆手に取るためのフェイントを、着々と機械的な速さで組み立てていった。


　バロットがフロアの一箇所に追い詰められるのを避けて、逆へ、逆へ、また逆へと素早く踊るように動くパターンを漠然と把握し、その動きを一瞬先に読んで、ボイルドが壁を蹴った。左右に跳ねながら逃走する鹿を追う大型ジャガーのようにバロットの眼前で天井に着地し、死と闘争のステップを一つ、二つ、三つと正確に踏んだ。


　そして、相手の背後へ──窓へ向かって跳んだ。


　バロットが振り返って銃撃を放ち、窓ガラスを立て続けに砕いた。着地すべき足場が失われた代わりに、ボイルドは飛び散るガラスの破片の一つを踏んだ。自分の体重を疑似重力フロートによって破片と同じ重さ、同じ速度に調整した。そして一秒にも満たない時間、破片の上に片足で立ち、その最後のステップで上半身を翻ひるがえして、こちらもフィニッシュを決めるダンサーのように、ぴたりと銃口を定めた。


　そのときとらえたのは完全に無防備な背をさらす少女であり、その背骨の真ん中を狙って引き金を絞る自分の指先の感覚だった。そして前者がにわかに消え、後者だけ残った。


　突如として暗闇が白熱し、ボイルドの目を輝きがしたたかに打った。


　バロットが部屋の灯りを一斉に操作スナークして点灯したのだ。窓を背にするという考えはとっくに棄てていた。むしろそれをフェイントにし、ボイルドが引き金を引く瞬間の、最良のタイミングと距離で仕掛けたのだ。


　にもかかわらずボイルドは撃たなかった。目をすがめ、足元から放たれた白光が白いスーツをまとうバロットの姿を消し去った瞬間、引き金を絞り込む寸前の指を止め、重力フロートを発生させ、自分が最後から二番目に踏んだステップの位置へ正確に跳び戻っていった。


　その過程でバロットの第二矢が放たれた。宙にいるボイルドの前方で、声が響いた。


《もうよせ、ボイルド！》


　ウフコックの叫び声だった。ボイルドの指が音に素早く反応し、恐るべき正確さで引き金を引いていた。ボイルドの意志を裏切って。


　バロットの操作スナークによって造り出された偽のウフコックの声を、最大音量で発するものが──床に置かれた携帯電話が──床板ごと木こっ端ぱ微み塵じんに撃ち砕かれた。


　同じ瞬間、部屋の灯りが消された。いったん光を浴びた目が、暗闇の中で今度こそ完全に視界を失った。跳躍すべき方向も天井の位置もわからないが関係なかった。ボイルドは元いた位置へ戻るために宙を移動していた。重力フロートの壁をまといながら。そのはずだった。


　銃撃を行うために重力フロートの壁の一点に穴を開けていた。


　光から再び暗闇に転じたせいでそこに相手がいることがわからなかった。


　撃ち砕かれた電話のすぐそばに──ボイルドが突き出した銃口をほんの数ミリ横へずらせば、スーツを引き裂き心臓に弾丸を届けられる距離に──バロットがぴたりと狙い澄まして銃を構えていた。


　ボイルドは相手の位置をつかめなかった──だがその動きを咄嗟に読み、行動を悟った。


　長年の戦闘の経験。自分が死地キル・ゾーンにいるという経験。死の冷たい手を何度も振り払ってきた経験が、ボイルドの体に防御のための態勢を取るべきだと命じ、体はとっくにその通りにしていた。


　バロットの手で銃火が踊るように爆はぜた。ボイルドは四肢をたたんで頭部を守り、正確な着地を放棄して全身をすっぽりと重力フロートの盾で覆っている。最初の二発が、かろうじて不可視の盾の隙間を通過してボイルドの右前腕と右肩に突き刺さり、肉とジャケットの生地を引き裂き、灼いた。だがそれだけだった。後続の数発は全て軌道を逸らされ、ボイルドの周囲で円を描いて天井に弾痕を穿うがった。


　どたん、と大きな音を立ててボイルドが天井に落下した。完全に横倒れになっていた。自分の体を一刻も早くそこに辿り着かせるべく落下させたのだ。そしてそのときにはボイルドは暗闇に閃いた銃火の残像に向けて、逆の脇下から突き出した銃口の照準を合わせ、引き金を引いていた。


　そのボイルドの姿を暗闇で感覚したバロットを戦慄が襲った。相手の銃口は正確にこちらの胸元に向けられていた。重力フロートの盾をすり抜けた最初の数発が、急所を狙ったものであれば違った結果になったかもしれない。あるいは銃弾を大口径にしてボイルドの手足を吹き飛ばすつもりだったならば。


　だがそんなことは何の言い訳エクスキユーズにもならなかった。ボイルドがバロットの動きを読み切って瞬時に対応したとき、バロットのダブルダウンは見事に敗北バストしたのだ。


　バロットは先ほど以上に死に物狂いになって位置を求めて走り、跳び、宙で身を翻した。スーツの防御を高めると同時に、無意識に銃の口径をより大きなものに変身ターンさせていた。それがこの強敵に対する戦慄のあらわれだった。そして殺意に満ちた轟音が襲いかかった。まともに左胸に食らって後方にすっとんだ。まるで音そのものに弾き飛ばされたようだ。そしてそこで位置がバロットを救った。


　窓を背にしてあえて銃撃を受けていた。窓ガラスがなくなった空間から、空中へ放り出された時点で、弾丸の衝撃を減げん殺さいする手段をいくつか手にしていた。正面から受けることで衝撃に耐える体勢を作ることができたし、瞬時に丸みを帯びて硬化したスーツの角度で弾丸の衝撃を逃がせた。弾丸と壁に挟まれて骨を砕かれることもなければ、銃撃後に地面に叩きつけられてさらに体にダメージを受けることもなかった。そして弾丸に砕かれたスーツの胸元が破片をまき散らす一方で、裾が大きく翻り、素早く宙で膝を抱えたバロットを、卵形に包み込んだ。


　真っ白い大きな卵が、ゴムボールのように、ぽんと街路で跳ねた。二、三度跳ねたところで向かいのビルの壁に当たり、卵が割れた。中からバロットが現れ、白い防弾幕が縮んで裾の形に戻った。


　頭上のフロアからボイルドが銃を向けるのを感覚した。バロットは撃ち、ボイルドも撃った。弾丸同士が衝突し、逸らされたボイルドの弾丸が街灯の柱を撃ち砕いた。青白いランプがくるくると宙を舞って道路に落ち、ガラス片をぶちまけた。その道路を走る盾を、バロットは呼び寄せている。


　車がヘッドライトを輝かせて走り込み、バロットの身を隠した。たちまち銃撃がフロントを貫いた。


　バロットは素早く走って車から逃げた。フロントタンクが爆発した。噴き上がる炎の向こうで、ボイルドが道路へ跳び降りるのを感覚した。宙で銃の弾倉から薬莢を棄てるのを。六発の弾丸を──恐怖に満ちたゲームの一巡を──生き延びたのだと実感しながら、新たな車を呼び寄せていた。


　今度は盾ではない。着地するボイルドに向かって、ヘッドライトが獰どう猛もうな輝きを放って切迫した。だがボイルドは着地しなかった。ここでもフェイントを仕掛けてきた。宙で重力フロートを生じさせて真横に落下し、車が走り抜けた後の道路へと難なく宙を移動した。バロットはなんとかボイルドに車をぶつけようとしたが間に合わず、車は歩道に乗り上げ、雑居ビルの玄関口に突っ込んだ。


　ボイルドは悠々と三つのことを終えた。宙で弾丸を装塡する。腕を撃たれて血がしたたる右手から、無傷の左手に銃を移動する。バロットが待ち構える空間へ無事に降り立つ。


　着地と同時に弾倉が血も凍るような音を立てて戻された。


　ふいに、ショットガンを抱えた一人の老人が、何ごとかわめきながら車が突っ込んだ雑居ビルから現れた。そしてバロットが愕然とするのをよそに、ボイルドの左手が、無造作にそちらへ向けられた。


　慌ててバロットが撃ってボイルドを牽制した。重力フロートの壁がボイルドの弾丸の軌道も逸らし、老人のそばでビルの壁をごっそり削り取った。老人は腰を抜かした拍子にショットガンをぶっぱなし、向かいのビルの窓を砕いた。飛び出してきた若い男たちが老人をひきずるようにしてビルの陰に連れ去った。


「怪物同士の戦闘に、一般人は邪魔なだけだ」


　ボイルドは呟きざま雑居ビルに突っ込んだ車を撃った。ガソリン車ではなく、より安価なためリバーサイドで一般的な水素エンジンが一発で爆発し、雑居ビルが震え上がった。それで周囲の人間は完全に引きこもった。銃声が続く間は警察すら来ないことはバロットにもわかっていた。ここはそういうストリートであり、ブロックは二人のものだった。ボイルドは弾丸を二つ、ゆったり装塡し直すと、


「続けよう」


　左手の銃を横ざまに振った。リボルバーが鋭く元の位置に戻った。


　恐怖のゲームが再開され、バロットはその一瞬、炎越しに見る男の姿が、人間以外の何かに思われていた。のっぺりとした顔に、銃口よりも虚うつろで無慈悲な灰青色の瞳が、炎の色を呑んで輝いている。その逞しい四肢は鋼鉄のように痛みも疲れも知らず、その心臓は殺意をガソリンにして虚無の炎を爆発させるエンジンだった。


　バロットはきつく唇を嚙み、怪物同士という言葉の引力に抗あらがった。バロットもボイルドも機械と人の合成生物みたいなものだったが、ボイルドは心まで機械になろうとしていた。命の奪い合いに何の感情も抱かず、むしろ感情が起こることを期待して命を奪い合っていた。それこそ怪物だった。


　バロットは懸命に呼吸とリズムを整えた。体が熱く、心臓が燃え上がるようだった。


　銃から離した右手で、もう一つの銃を変身ターンさせた。両手に銃を握り、改めて周囲の空間と互いの位置を感覚した。


　ボイルドが炎へ向かって走り出すのが一瞬前にわかった。


　今度はボイルドにとって有利な位置を感覚することにも意識を使っていた。二人の有利な位置が、どのように変化するかということに。


　ボイルドが炎を重力フロートの壁で制圧しながら、バロットのいる歩道へ飛び出した。


　銃声はほとんど一つに聞こえた。ボイルドは一発、バロットは何発も一瞬で撃った。右手の銃だ。左手の銃はいざというときの大事なバンクロールだった。宙で弾丸が衝突し、ひしゃげ、弾かれた。それ以外は弾道を逸らされた。どの弾丸も相手には当たらず、互いに回り込むようにして走り寄せ、またたく間に接近した。


　バロットが〝電子攪乱スナーク〟の牙を剝くや、ボイルドが地面を蹴った。その巨体が信じがたい高さにまで浮かび上がり、バロットの背後の建物の壁に落下した。


　その壁面がボイルドにとって有利な位置であることもわかっていた。バロットは炎に飛び込んで相手の視界から一瞬だけ消え、撃つべきタイミングを狙い澄ました。だがそこで何もかもが狂った。


　距離が違う。遠すぎる。なぜ相手がそんなに高い場所にいるのかわからなかった。ボイルドが位置を読み誤ったと解釈しかけ、そんな甘い考えを抱いてはいけないという危機感が湧いた。そして、今の位置は決して自分にとって有利なんかではないという恐怖に従い、大急ぎで炎から飛び出し、相手から離れようとしたとき、


「フェイスマンの言う通り、お前は戦闘を経るたび未知数に発達する、得がたい怪物だ」


　ふいにボイルドが言った。バロットの能力が今この最中にも発達し続けていることを見抜き、その価値をはっきり認める口調だった。敵対する者だけが自分たちの価値を認めるのだし、今が互いに親しく会話をすべき唯一の瞬間なのだと告げるように。相手の命を奪う、この決定的な瞬間だけが。


「これが、お前を処理する方法だ」


　ボイルドが右手に何かを握っていた。上着のポケットから取り出した何かを。そして手を開き、重力フロートの範囲の外へ放った。それはまっすぐバロットのいる地上へ落ちてきた。


　バロットは反射的にそれを──ボイルドの手のひらにすっぽり収まるほどの大きさの黒い金属の球を撃っていた。


　それが何か知る余地もなかったが、なんであれ自分が最悪の場所に位置してしまったことはわかっていたし、ボイルドはそこに最悪のしろものを放ったに決まっていた。


　連想したのは爆弾だ。それならウフコックが守ってくれる。だがそれは、バロットの放った弾丸が命中したものの炸裂せず、壊れもしなかった。爆風も金属片も飛ばさず、大きく弧を描いて壁で跳ね返った。そして澄んだ音を響かせて歩道に落ちると、そこでにわかに目に見えない爆炎を放射した。


　バロットは突然、全身の皮膚に強い痒かゆみを感じた。


　と思うと痒みが燃え上がり、皮膚を焼かれる激痛に変貌してのけぞった。あまりの痛みに意識が遠のき、歩道と道路の境目でもんどり打って倒れた。精密に研ぎ澄まし続けた感覚が一発で打ち砕かれ、何もわからなくなった。


「しまった！　電磁波で皮膚の痛みを誘発する、非殺傷兵器──」


　ウフコックが叫ぶ。バロットは激痛のあまり何を言われているのかもわからず激しくかぶりを振った。喉が悲鳴を上げたくて引きつっていた。体の柔らかく敏感な部分を残らず引き裂かれ、火で炙あぶられるような痛みに意識が混濁するのがわかった。


　実際に裂かれたり焼かれたりしていれば、皮膚が破壊された分だけ痛みは感じなくなるかもしれない。だが皮膚はいつまでも健在だったし、エスカレートする一方の激痛の反復を存分に味わうことを一いつ向こうにやめなかった。


「来るぞ！　君の真上だ！」


　体が勝手に仰向けになり、自分の両腕が、さっとひとりでに上がった。ウフコックのフォローだった。腕を重ねた中心をボイルドの放った弾丸が直撃した。


　その衝撃に、全身を焼けたナイフで切られ、その切れ目に鉤針をさし込まれて皮を剝がされるような痛みが重なった。あまりの苦痛にバロットの心臓がどくっと異常な動悸を起こした。そのまま心と体が痛みから逃れるために自ら死んでしまうのだと思った。心は半ば死を請い願った。体はそれでも必死に生きようとしていた。


「体感覚を操作スナークしろ、バロット！　痛みを消せ！」


　声と電子情報と、両方でウフコックが言葉を伝えてきた。同時にバロットの全身を再び防護壁が覆っている。


　さらなる銃撃を浴び、防護壁を砕かれたことも意識になく、バロットは半狂乱で自分の体を操作スナークした。誰かが言っていた──痛みを味わおうとして調子に乗ったと。


　消すのだ。心を宙にとばして。いつでもそうしてきたように。無感覚の殻の中に閉じこもるのだ。


　最初はまだ完全ではなかった。父のときは。父の髭面が脳裏をよぎり、物凄い嘔吐感に襲われた。


　指が半分なくなった手が、学校帰りのバロットの制服を脱がしていった。消せ、今すぐ消せ。綺麗にしてやる。俺が綺麗にしてやる。死んだほうがいい。街のきらめきがささやくノイズ。痛みを消したくて──スイッチが入れば肉親だろうが他人だろうが引き裂く大型シュレッダーみたいなものだ。人間とは──痛い。ただ愛されたかっただけ。それは獲物だ。犯してやるフアツク・ユー──痛い痛い痛い！


　幾重にも襲いかかる絶望の刃が唸りを上げて回転し、ミキサーのように自分をめちゃめちゃにして細かな破片に切り刻んでいるのだと思った。心臓が止まるか、発狂するか、無になるかだった。


　胃が痙攣した。喉が上下し、嘔吐した。息が詰まった。吐きながら泣いた。声もなく。死にたくなかった。それは無条件に愛されたことのない者の叫びだ。死にたくない。


　──灰アツシユ、現金キヤツシユ、クズトラツシユ、壊すクラツシユ……


　こんな悲しいまま死にたくなかった。爆煙の味がまざまざと口の中によみがえった。


　──ぶん殴るバツシユ、鞭打ちラツシユ、めちゃくちゃハツシユ、ちくしょうガーツシユ！……


　脳裏で歌が聞こえ、ばちん、と弾けるような衝撃が走った。全身の感覚が一挙に切り替わった衝撃だった。バロットの目が眠るように閉ざされた。途方もない安らぎを感じた。


　──皿デイツシユ、洗うウオツシユ、磨くブラツシユ、流すフラツシユ……


　強力な電磁波が、ウフコックが試みるあらゆる素材の防壁をすりぬけてくるのがわかった。それが自分の皮膚をめちゃくちゃに刺激している様子が、痛みではなく現象として感覚された。


　──光フラツシユ、新鮮フレツシユ……


　痛みが消え、理性が戻ってきた。腐った過去が胸の底に沈み、生きる意志がよみがえった。元死体安置所で目覚めたときのように、にわかに覚醒感が訪れた。そのときと同じく、新たな力を手に入れて。


　──希望ウイツシユ……


　バロットは殻の中で目覚めた。





　屹きつ然ぜんと目を見開いた。自分が倒れている様子をはっきり感覚した。全身を卵形の白い防護壁にすっぽり覆われていて、その防壁が三発目の弾丸で撃ち砕かれながらも、かろうじて貫通を防ぎ、一瞬で復旧された直後だった。


　道路に倒れてから、まだ十秒と経っていなかった。痛覚が消えた分、周囲が恐ろしくクリアに感覚された。壁の上から撃ってくるボイルドの髪の毛一本一本の動きさえはっきりわかる気がした。いや、実際に感覚したければそうすることができた。


　両手の銃を握りしめた。どちらの銃をどのタイミングで使うべきか一瞬で思い出した。どちらが運を呼び寄せるためのチップで、どちらが勝つためのチップか。左の銃の口径がさらに大きくなった。


　バロットが跳ね起きた。全身を覆う殻が木っ端微塵になった。ウフコックがバロットの動きに合わせて防御を解いたせいであり、ボイルドが撃ったせいでもあった。


　ボイルドは防壁を貫ける位置にまで壁上を降りてきていた。その銃弾が立ち上がったバロットの右脇腹をかすめて走り抜け、地面を爆発させた。真っ白い衝撃吸収材とアスファルトの破片が飛び散った。衝撃で真横へ突き飛ばされたようになりながらも、バロットの右腕が殻を破った雛のくちばしさながらに、強烈な生存の意志を込めて突き出された。


　ボイルドが瞠目した。〝電子攪乱スナーク〟の牙がボイルドの左脚に食らいつき、重力フロートの一部を存分に引き裂いた。バロットの右の銃に詰め込まれた十二発の弾丸が三秒で撃ち尽くされ、その全てが、重力フロートの壁が乱れた隙間をすり抜け、ボイルドの左腿に近距離で叩き込まれた。血と火花が噴出し、ボイルドが宙に浮かんだ。壁に立ち続ける力を失い、その巨体がバロットに向かって落下してきた。


　バロットはその一瞬で左手の銃を使うタイミングを測った。スーツの左袖が変身ターンし、大口径の銃を撃つ衝撃に耐えるための鉄細工となって腕を支えてくれた。


　しかしボイルドの恐ろしさは、それさえもがフェイントに他ならないことだった。


　いきなりその両足が壁上に戻り、転瞬、凄まじい空気の唸りとともに銃底がバロットの頭部めがけてなぎ払われた。


　咄嗟に頭を振ってかわした。鉄槌のような一撃がこめかみをかすめ、皮膚が裂けて髪を削そいだ。灼熱の痛みが走ったはずだった。バロットはもう痛みを感じるのをやめていた。それどころか頭を砕かれても決めた通り動き続けるという確信があった。脳の代わりに皮膚が体を動かし続けるのだと。


　再び〝電子攪乱スナーク〟の牙が重力フロートの壁に食いつき、引き裂いた。ほんのわずかな隙間で十分だった。たった一枚のカードの差が必勝の配札を作るように。左手の銃が、その隙間に向かって閃光を放った。


　衝撃で左腕を覆う鉄細工がたわみ、弾け飛んだ。それほどの口径をもって初めて、ボイルドの肉体を完全に貫くことができた。その体内に移植された装置を。弾丸はボイルドの左腿に穴を空け、装置の核の一つを正確に貫いた。ボイルドの左脚が、一瞬、内側から風船のように膨らみ──破裂した。


　膝のすぐ上から爪先まで一挙に肉と骨と血の断片と化し、ズボンの布を引き裂いて飛び散り、バロットの頭上で真っ赤な驟しゆう雨うを降らせた。そして次の瞬間──ボイルドは、吹っ飛んだはずの左足で、バロットの胸元を、猛烈な勢いで蹴り飛ばしていた。


　背から車道に叩きつけられた。そのまま後方へ一回転して、慌てて跳ね起きた。


　体のどこも痛みは感じていない。感覚はクリアで、心が冷たく透き通るようだった。


　だがそこで目にしたもののあまりの異様さに愕然となった。


　ボイルドが壁を歩いて降りてきた。目に見えない左足で車道に立った。重力フロートを脚の形にして立っていた。出血はほとんどなかった。重力フロートが血管を圧迫しているのが感覚された。


「手足を吹き飛ばされたくらいでは、俺は止まらない」


　ボイルドが低くささやいた。その声と言葉が、苛烈な銃撃にも等しい恐怖をもたらした。戦慄で凍りつきそうになるバロットに向かって、にわかにボイルドが走った。


　バロットは反射的に右手の銃を構えた。声を発せていたら、果たして悲鳴と雄お叫たけびのどちらを上げていたかわからなかった。必死の思いで立て続けに撃った。装置が欠けた上に不可視の脚を作り出している分、相手は重力フロートの盾を前面に集中させており、わずかに数発の弾丸がその肩を引き裂いた。


　だがボイルドは止まらない。まっすぐ血まみれの右手を振りかぶった。


　空間が歪むような感覚とともにバロットの左右と前方から、息も詰まる衝撃が襲いかかってきて動きを封じられた。重力フロートを盾ではなく攻撃に使ったのだと遅れて悟った。


　体が真後ろに跳ね飛ばされ、車道を越えて反対側のビルのショーウィンドウに突っ込んだ。背でガラスが砕け、ラジカセや大人向け玩具の上に倒れ込んだ。


　咄嗟にウフコックがスーツを変形させて守ってくれたが、バロットはあえて全身を覆わせなかった。ボイルドが盾を棄てて攻めてきているときに、こちらも攻撃の態勢をとらねば、流れを押し切られることを肌で理解していた。


　ボイルドが銃を構える様子を感覚しながら、バロットは自分が飛び込んだビルに干渉し、操作スナークした。ショーウィンドウをふくめ、ビルの全フロアが一斉に輝き、再びボイルドの目をくらました。そうしながら素早く飛び出している。直後に銃撃の轟音が走り抜け、ラジカセがショーウィンドウの壁ごと消滅した。バロットは歩道に伏せながら、右手の銃を撃ち放った。目で見ず相手の位置を──その存在を感覚した。そしてまた自分の存在を感覚した。二人の存在が生存を賭けて鼓動し、意志を持ち、互いに影響を与え合うことで作り出す必然の流れを感覚した。


　ボイルドが宙を跳び、ショーウィンドウの上の壁面に着地した。バロットはそれを追って撃ち続けながら、素早く起き上がって道路を走った。そしてくるりと相手を振り返ると、そのとき最も必然であり、最もすべきことを躊ちゆう躇ちよせずにした。まっすぐ男に向かって歩み寄りながら撃ったのだ。範囲の狭まった重力フロートの盾を特定の向きに固定させるためにも、それを武器として使わせないためにも。


　ボイルドもまた、そうすることが最も必然であると悟っている様子で、着地した壁面から一歩も動かず、銃にやどる最後の一発を放つ瞬間を狙っている。


「好奇心キユリオス……俺はただ、お前と──お前たちと、こうしていたかった」


　その顔が、不敵というには、あまりに暴虐に満ちた笑みを浮かべた。


　バロットのスーツの右袖が、ぐにゃりと歪み、それまでにない武器に変身ターンした。右手首にブレスレットのようなものが現れ、いくつもの光のラインをボイルドに向けて放った。隠れ処に現れた殺し屋の一人が使っていた武器──ワイヤーカッターという名であることを使った後で思い出していた。


　四本のワイヤーを、ボイルドの重力フロートの盾が激しい火花を散らして弾いた。さらに一本だけがバロットの操作スナークによってまっすぐ上空へ伸び、先ほど老人が撃った窓のアルミサッシに絡みついた。


　火花が散ったがサッシは切断されず、折れ曲がった。ワイヤーを高速で巻き戻し、バロットの体が引っ張られて宙に浮いた。ビルの壁が迫り、バロットの足が思いきりそれを蹴って舞い上がった。さながら飛翔だった。スーツを翻して飛びながら、この殺伐とした世界に鋼鉄の咆吼を上げて睨み合う二人の存在を感覚し、二人が生み出す流れをはっきり認識した。そしてそれを最後に、ぱっと感覚が散った。まるで自分の存在が空気に溶け、完全に消えてしまったようだった。それでいて互いの存在はそこに在あり続けている。バロットは流れそのものになった。相手の行動も自分の行動も、あらゆる可能性も、それぞれの結果も何もかもが、とてつもない現実感を伴って認識された。あらゆる要素が同時に感覚され、本当にボイルドの髪の毛一本にいたるまでそこに在ることを強く感じた。


　バロットの体が、壁に立つボイルドよりも高い位置に躍り出た。


　ボイルドが身をひねって、こちらに銃口を向けた。その指が引き金を絞り込む様子が微細に把握された。ボイルドがそうする一瞬前に、全てわかった。引き金が引き切られるコンマ数秒前に、バロットの足が再び壁を蹴った。ボイルドの指がぴたりと止まり、その銃口が次の一点を狙って動いた。


　ワイヤーがバロットの操作スナークで全て切断された。バロットの体が宙で静止した。永遠にも感じられる一瞬のうちに右手の銃が、ぐにゃりと変身ターンし、また違う武器になった。


　ボイルドはあくまでバロットの動きを読んで壁面を素早く移動した──一歩、二歩、三歩──そうなるはずだと、バロットがすでに知る位置へ。そして壁に左肩をこすりつけるようにして頭から落下するバロットに、ボイルドが途方もなく正確にタイミングを合わせ、至近距離で銃撃を放った。


　バロットの左手の銃が火を噴いた。大口径の銃弾がボイルドの放った弾丸と真正面から衝突し、陽射しかと思うほど鮮やかに白熱する火花を飛び散らせた。その輝きの中でバロットは相手の重力フロートの隙間がどこにあるか、感覚するのではなく知っていた。感覚されるあらゆる必然が、そこにそれが必ずあるということを告げていたし、それがそのようになるために全ての行動が行われたのだ。


　バロットは落下しながら、その隙間めがけて右手の武器を力いっぱいなぎ払った。


　ボイルドが銃を握る腕を庇かばうこともわかっていた。


　そして殺し屋たちが使っていた武器の一つが──二十万ドルのバターナイフと呼ばれる高電磁ハチソンナイフの刃が──ボイルドの右肘のすぐ上を、水でも切るように何の抵抗もなく斬り飛ばした。


　そのまま地面に激突する寸前、スーツの一部が、ぐにゃりとクッションに変身ターンした。


　ぽん、と歩道で一度跳ね、クッションが切り離された。バロットは裾を翻して歩道に立った。その眼前で、柔らかくて重いものが落ちる音がした。切断されたボイルドの腕だった。切断面から重力フロートを生み出す装置の一部が覗き、血と火花を噴き出すそれに、バロットが目を向けることはなかった。


　切り離された腕を追って、ボイルド自身が落下してくるのがわかっていたからだ。


　フェイントでも何でもない、ボイルドの最後の手段ヒツトだった。装置の五分の二を失った今、見えない脚を作り、壁面で体を垂直に立たせ、なおかつ身を守る盾を作ることなど完全に不可能になっていた。それゆえ残る全ての力を攻撃に転じるのが最も必然であるボイルドの選択だった。熟した果実が重みで枝から離れるように、甘く腐った果肉を地面で破裂させて殺意の種子をばらまくため、ボイルドは今、一個の爆弾となって、爆心地グラウンドゼロたるべき一点を目指して落下したのだ。


　バロットはスーツを操作スナークした。全てを攻撃に振り向ける相手に対し、全てを防御に振り向けるために。かつてなく強固で分厚い殻をイメージし、それが一瞬で現れ、体を包んだ。


　直後に爆撃が到来した。周囲の窓ガラスが衝撃で全て砕けた。猛烈な力の奔流を真っ向から受けて倒れたバロットの背を何重ものクッションが守り、その下でコンクリートが砕け、歩道に亀裂が走って車道にまで及んだ。重力フロートの爆圧が荒れ狂い、切断された己の腕すら木っ端微塵に吹き飛ばし、落下地点を中心にして火花と土煙を高く舞い上がらせた。


　やがて砂塵が晴れ、最後のカードの並びを現した。ボイルドは右腕と左脚を失った姿で、真っ白い殻に覆われつくしたバロットにのしかかっている。弾倉が開かれ、薬莢がばらまかれた。その焼けつく銃身を歯でくわえ、唇と舌が銃の熱で灼かれるのも構わず、残された左手で一発だけ装塡した。そして銃を握りしめ、弾倉を元に戻し、待った。


　バロットは、動かない。その顔も体も繭まゆのように覆われ、呼吸さえ定かではない。


（いたぁ……い、の？）


　ふいにボイルドの脳裏で、やけに澄んだ声が響いた。


（な……ぜ？）


　初めてそれを──金色の小さな生き物を手に取ったときの温もりがよみがえった。


　ボイルドは、自分が泣いているのかと思った。


「何も……痛くはない」


　だが涙など一滴たりとこぼれはしない。腕と脚の傷から血がしたたり、白い殻を赤く染め上げていった。


（あた……たかい）


　優しい声はさらに響き続けた。魂の、最後のかけらのありかを告げるように。ボイルドは、左手の銃をバロットの頭のあるあたりに当て、撃鉄を起こした。


「俺という虚無を……止めてみせろ」


　ボイルドが引き金を引いたとき、殻が弾け飛んだ。


　狙いを定めたがゆえに咄嗟に銃を動かすことのできないその一瞬を衝いて、舞い散る白いかけらの中、猛然とバロットの右手のナイフが迅はしった。


　刃はリボルバーの銃身に食い込み、その偉大な鋼鉄を切り裂いた。強固な機構を熔断し、ついに真っ二つに切断していた。最後に残った弾丸は発射される直前に炸裂し、圧倒的な殺意のプレッシャーを生み出し続けた銃の内部で断末魔を上げ、放たれるべき銃口を構成する鋼鉄もろとも粉々に消し飛んだ。


　そうして再び殻を破って起き上がったバロットが、左手の銃口を、ボイルドの喉元にぴたりと押しつけ、正面から力をこめて睨み据えていた。


《これが、あなたの充実した人生サニー・サイド・アツプ……？》


　そう詰問するバロットの顔が、びっしり銀の粉だらけになっている。全身の皮膚が成長し、激しい代謝を経て、その黒髪さえ銀の粉にまみれてきらきら光った。


　ボイルドは答えない。ただ、バロットの顔を見つめたまま、破壊された武器を手放し、


「彼女は、よくやった」


　ごとっと重苦しい音を立てて、砕けた銃のグリップが地面に落ちた。


「最後はお前がやるべきだ、ウフコック」


　ボイルドが、ささやくように口にした。お互いの呼吸が感じられる距離だった。


　もうやめて。思わず叫んだ。だが声は出ず、バロットの喉がひゅうひゅうかすれた息をこぼした。


「二十年間、戦場にいた……俺は今、充実している」


「よせ、ボイルド──」


　ふいにウフコックの声がした。ボイルドの目が鈍い光を放ち、いきなりその声を──バロットの左手の銃をつかんでいた。バロットはそのボイルドの手のひらに移植された金属繊維が、自分と同じ力を発揮するのを感じた。手にしたものを支配し、自由にする力を。


　ボイルドが立ち上がった。恐ろしい力でバロットの左手が引っ張られ、無理やり立ち上がらせられた。かと思うと、重力フロートの圧迫に突き飛ばされ、壁に叩きつけられた。衝撃で息が詰まった。左の手袋が裂けて素肌が見えていた。何かが奪われたという感覚があった。


　かちりと音がした。咄嗟にそれが何であるかわからなかった。自分の命が軋きしむ音だと心が告げた。気づけば、ボイルドがバロットから奪った銃を構え、こちらを見ていた。大口径に変身ターンさせた、弾丸がまだぎっしりと詰まった銃を。そして先ほど聞こえたのは、撃鉄を起こす音だ。だがそれ以上に、


　──ウフコック！


　ひゅうひゅうと掠かすれた息をこぼして相手を呼ぼうとした。それこそ奪われたものの名だった。今や流れの中で溺れたバロットに黒い虚空のような銃口がささやいている。呪われた人生を綺麗にする方法はこれ以外にないと。痛みを棄てた後は、命を棄てるだけだと。バロットの目に涙がにじんだ。


　──死にたくない。


　全身が死のささやきに逆らい、夢中で右手の武器を突き出した。何にもならないとわかっていても、最後まで自分の命の価値を創るチャンスを求めた。何度でも求めたかった。


　そしてそのときまたしても男の脳裏に、


（あた……たかい）


　声が響いていた。取り戻したのだという確信が虚ろな胸にこだました。自分の魂の最後の破片を。だが思い出したのは温もりがかつてそこにあったという事実だけで、それは最後まで戻ってくることはなかった。


　ボイルドは冷たい引き金にかけた指に力をこめた。


　銃声が轟いた。悲鳴のような音だった。何かを大声で祈るのに似ていた。


　放たれた弾丸は大きく逸れて、バロットが背にした壁の遙か頭上を穿った。外したのか。この男が。本気でそう思った。だがすぐに事態を悟った。


　男が見つめているものを。自分の右手が握る武器を認識した。恐ろしく口径の大きな銃だ。一瞬前まで刃であったもの──それが、最後まで自分の手に残り、使い手の求めに忠実に応じて、望みを果たすため、変身ターンした道具の姿だった。


「ウフコック……」


　ボイルドが呼んだ。銃を構える手が下がった。太く逞しい腕が、たかが銃一つ分の重みに耐えかねるとでもいうように。そして腕が下がりきる前に、手から銃が落ち、ごとっと音を立てて歩道に転がった。その崩落をバロットは銃を突き出したまま呆然と見守った。


　ボイルドの手が、胸を押さえる素振りをみせた。その動作で男の胸に大きな穴が空いているのがわかった。


　その穴からこぼれ出すものがあった。命だ、とバロットの心のどこかがささやいた。


　ボイルドの左脚の代わりだった重力フロートが消失した。恐ろしい圧力を放ち続けてきたその巨体が、ひどく呆あつ気けなくその場にひざまずいた。たちまち腕と脚の傷からホースで水でも撒くみたいに血が噴き出した。胸と背からも、どくっどくっと鮮血が溢れ出している。


　命がこぼれて排水孔へ流れ込む音を聞いた。下水へと。これまで耳にしてきたあらゆる音の中でも、最も悲惨で、最も恐ろしい音だった。思わずその音を止めたくて歩み寄った。


　ボイルドが顔を上げ、バロットを見た。一瞬、助けを求めているのかと思った。


　だがそうではなかった。ボイルドはバロットを見つめながら、何かを言った。声もなく。


　唇の動きとかすかな吐息で、かろうじて何を言ったかわかった。バロットは咄嗟にうなずいてみせた。男の言葉がきちんと伝わったことを示すために。それ以外、どうしたらいいかわからなかった。


　ボイルドの目が動き、体から流れ出す黒いしみを見つめた。胸に空いた穴を。


　また少し唇が動いた。それから目を閉じた。それを最後に、ボイルドは動かなくなった。


　バロットは息をのんだ。ふいに右手から手袋ごと銃がほどけて滑り落ちた。


　その、ごとっという音を再三耳にして、バロットはひどく悲しい気持ちに襲われた。それは戦う意志が失われる音だった。


　──ウフコック？


　スーツに干渉した。応答はなかった。そこは今度こそ本当に、もぬけの殻だった。


　慌てて落ちた銃を拾い上げた。銃口が灼けるように熱かった。その銃に繰り返し呼びかけた。どうすればいいか教えてほしかった。そしてふと何かに気づき、まじまじと見つめた。そこにあらわれたウフコックの意志と行動に、バロットは、胸の真ん中を突き飛ばされたような衝撃に──どうにかして声を上げて泣きわめきたいほどの悲しみに襲われた。


　その銃には、引き金がなかった。


　バロットの全身に、少しずつ、忘れていた痛みが戻ってこようとしていた。










　　　　　４







　こめかみの傷がずきずきした。体のどこもかしこも悲鳴を上げるようだった。


　救急隊員に手当てされ、ボイルドが使った電磁波を放つ武器も撤去されてのち、痛みだけが残った。バロットはあえてその痛みを感じ続けた。それが今できる唯一のことであるような気がしていた。


　ウフコックは銃の姿のまま応答せずにいる。バロットは赤いオープンカーの助手席に座り、その銃を抱きしめ、じっと痛みに耐えながら脳裏で韻を踏む歌に耳を澄ませていた。


　──皿デイツシユ、洗うウオツシユ、磨くブラツシユ、流すフラツシユ……


　消防隊員たちが、それ自体燃えているかのような色の車輛を街路に並べて消火剤をまき散らしている。住民は住宅の損害保険額を叫び、市の行政官が慣れた顔で全員の住居登録を確かめている。


　──洗うウオツシユ、壊すクラツシユ、磨くブラツシユ、めちゃくちゃハツシユ……


　警察が一帯を封鎖し、ゴミ箱から気を失ったシェルを発見して担架で運んでいった。その様子をカメラで撮ろうとするマスコミが、警官たちと押し合った。


　──ぶん殴るバツシユ、鞭打ちラツシユ、クズトラツシユ、灰アツシユ……


　白い制服の人間たちが血痕を調べたり、千切れたシェルの指や、ボイルドの手足だったものを袋に包んだりした。死者は一人だった。死体袋に入れられた大きなフォルムが重々しく運ばれていった。


　──光フラツシユ、新鮮フレツシユ、潰すマツシユ、かなり良いグデイツシユ……


　ドクターは警官たちと話をしていた。裁判で顔を合わせる検事もそこにいた。検事は会心の笑みを見せて、ドクターの胸元に拳を当てたりしている。とても楽しげに。


　──吹き出物ラツシユ、腐った卵ジヨツシユ、希望ウイツシユ、向こう見ずラツシユ……


　ドクターが検事から離れ、バロットの乗る車に歩み寄った。


　──終わりフイニツシユ、しーっハーツシユ！


　それを最後に歌が消え、ドクターの声が耳を打った。


「これで、君の事件は完結する。二次事件も事前交渉から本格的な審議に入る」


　ドクターは穏やかに笑った。バロットを励ますように。むしろこれからが大変だぞ、と言い聞かせるような顔で。事実、ドクターにはこれからやることが山ほどあるはずだった。


「君をずいぶん危険な目に遭わせてしまったね。報酬はその分、割高になると思っていい。恨みは、全部、僕とウフコックに──と言いたいところだけど……」


　ドクターはオープンカーのドアに両手をつき、バロットが抱く銃を見つめた。


「良かったら、ウフコックのそばにいて慰めてやってくれないかな。この決着は……僕やウフコックにとって……少々、こたえるものだから……」


　バロットはうなずき、死体が運ばれていったほうを見ながら、カーステレオに干渉して告げた。


《あの人も、最期に、同じことを言ってた。ウフコックのそばに、いてやってくれって》


　ドクターが意外そうな顔になった。


「……ボイルドが？」


　バロットはまた小さくうなずいた。それから、こう訊いた。


《少しドライブしていい？　車の運転をオートにして。ここに来たときみたいに》


「いいけど……疲れてるだろ？　ハンプティの使用期限までまだあるから、そっちで休んでもらってても……」


《大丈夫。それに、ウフコックに伝えることがあるから。あの人が言ったことで》


「ボイルドが、他にも何か？」


《これでようやく、眠れるって》


　ドクターは口を開きかけたが、そのままじっと黙り込んでしまった。その目が遠くを見ていた。もしかすると、かつてあった日々を思い出しているのかもしれないとバロットは思った。ドクターが、ボイルドや他の仲間たちと一緒に過ごしていた頃のことを。


「僕も開発に携たずさわった……。あいつを、一生、眠らない体にしたんだ」


　ドクターが小さく呟いた。バロットは相手の強い悲しみを感じて目を細めた。ドクターはそこで、急にかぶりを振った。そうしながら、バロットが告げた言葉を、どうにか胸に落とし込んだようだった。


「沢山あるんだ。まだ今は、やることが沢山……」


《うん》


「悲しむのは、後にしなくちゃいけないんだ」


　バロットは、はっきりとうなずいてみせた。ドクターは誰かにそうしてほしがっていた。


　ドクターは少しだけ笑い、現場へ去っていった。





　バロットは体を覆う分厚い鎧よろいのような防護素材を、下地のスーツから音を立てて引き剝がした。左手の手袋を脱ぎ、汗に濡れた素肌を風にさらした。


　赤いオープンカーは、ラッシュを控えたメインストリートを避けて暗い海にかかる巨大な橋を越え、夜明け前の沿岸へと抜けていった。コンクリートのプラットフォームに埋め尽くされた一帯に出ると、清潔な臨海地区の向こうに重油にまみれた工業地帯が広がっているのが見えた。その先ではバロットが生まれ育ったイーストサイドの団地と公共住宅の群が、行き場のないティーンエイジャーたちの落書きと一緒に紫色の空の下で眠っている。


　都市の岸辺を眺め、銃を胸に押しあてながら、バロットは泣いた。


　泣きながら、死なずに済んだことを実感していた。こうして痛みを感じている自分を。命を奪われず、体も失わず、心もなくさなかった。ウフコックが守ってくれたのだ。最後の最後まで。生存のために相手を殺害せねばならないその瞬間からさえも──ウフコックはバロットを守ってくれた。


　シェルは過去を頭の中に押し戻され、ボイルドは殺戮の最期を迎えた。それが、彼らが辿り着いた〝天国への階段マルドウツク〟だった。そしてウフコックもまた自ら階段を踏んだ。バロットを守るために。道具であることを跳び越えて。バロットが殺されないために、ボイルドに殺させないために。


　そして、バロットに殺させないために。


　かつての使い手を自ら殺した。


　波の音が聞こえ、潮の匂いがした。空気は重かった。工業プラントの巨大な機械がよどんだ風に吹かれ、軋んだ音を立てている。


　オープンカーは何かに押し込められることから逃れるようにして、都市が海に向かって牙を剝くような防波堤のシーストリートを走り続けた。


　俺は道具だ、と告げるウフコックの声がよみがえった。使い手を守る優しい道具、多くのことを学ばせる厳しい道具だ。そのウフコックを呼び戻すための言葉が浮かんでは消えていった。ウフコックを慰めてやってくれとドクターは言ったが、ただこうして胸に抱くことしかできなかった。


　涙は流れ、乾き、また流れた。自分のために流れ、誰かのために流れた。


　そうするうち、ふいに胸に抱いた鋼鉄が温度を上げるのを感じた。


　ウフコックの気配がした。だがいつまでも姿を現そうとはしなかった。まるで本当に卵になってしまったみたいに。鋼鉄の殻の中に閉じこもったまま、しかし気配だけは確かにそこにあった。


　──ウフコック？


　静かに呼んだ。返事はなかった。腕を開き、銃を持ち上げようとしたとき、


「そのまま、抱いていてくれないか」


　ウフコックが、涙に濡れたような悲しい声でそう言った。


「あと少しだけ、君に……」


　突然、バロットは何かがどっと胸に広がるのを感じた。痛みを忘れるほどの温かさを持つ何かを。


　自分がウフコックを抱くとき、ウフコックも自分の温もりを感じてくれていた。そんな当たり前のことが心に迫った。いつでもそうだったのだ。自分の体温や気配や存在といったものを。今だけではなく。出会ったときから、ずっと。決して鏡の向こうから互いに自分の姿を見るだけではなかった。


　誰かが自分に触れ、自分を感じているということは、バロットの人生において呪いであり、あらゆる恐怖の根源だった。奪われ、いいようにされるだけだった。だからひたすら殻に閉じこもった。鏡の向こう側に逃げるしかなかった。だがそれが今、綺麗に晴れた。いつの間にか綺麗に消えていたのだ。長い間失われていたパズルのピースが知らないうちにぴったりはまり込んでいたように。


　綺麗にしてやる。俺が綺麗にしてやる──その叫び声が脳裏で薄れ、意味のない言葉となって消えた。たちまちバロットの目に涙が溢れて頰を濡らした。それまでとは何もかも違う涙だった。


　──一緒に泣きましょう、ウフコック。悲しい気持ちが少しでも消えるように。


　バロットは引き金のない銃を抱きしめ、かすかに明け始めた空を見上げた。


　そうしながら自分に何ができるかを考えた。どうすべきかを。いつでも煮え切らないこの卵を、ずっと抱いていたかった。この引き金のない銃を。たとえどんな焦げつきの中でも。そうすることができる自分でいたかった。


　それが今の望みであり、自分にできることであり、一番すべきことである気がした。


　車は海岸線を巡り、いつしか来た道を戻り始めている。


　巨大なビルの群が、互いにすれ違い続けるいくつもの道が、都市が近づいてくる。


　そこで挫折は繰り返され、暗い墓場から伸ばされる手は増え続けるだろう。


　亡霊は繰り返し立ち上がり、多くの沈黙を引き裂くための銃声が響き渡るだろう。


　バロットは死んだ男の言葉を思い出し、そっとうなずいた。


　そばにいること──それができる相手と共にいることが、この都市に残された最後の希望だった。


　バロットがウフコックを抱くように、マルドゥック市シテイもまた明けゆく空の下で、幾重にもつらなる交錯する空白スポツト・オブ・スポツトを抱いている。


　バロットは、そこに帰っていった。


　自分が一度死んだ場所へ。


　そこで生きるために。





精神の血を捧げて──十年の軌跡に謝して










　我々は無数の価値観を作り上げることで、かつて地球上のどのような生命もなしえなかったほどの規模で社会発展を果たした、人類という名の種である。


　価値観とは、偶然の出来事から必然へと赴く、人類独自の生存様式をいう。


　たまたま起こった事柄の意味を探り、その事柄の反復をもくろみ、そしてさらに新たな、より「価値のある」事柄を起こそうとする。それが必然へと赴くということである。




　　　　（旧『マルドゥック・スクランブルThe Third Exhaust──排気』後書きより）







　本書は、作者が二十代のはじめに書き上げ、どこからも出版してもらえず何年も放浪し、二〇〇三年にようやくハヤカワ文庫から刊行され、そして二〇一〇年の今年、新たに書き直したものである。主題、世界、人物、物語を変貌させることは避け、文章上、必要と思われる修正をできる限り行った。かつて最初に脱稿してから、十年目の改訂版となる。


　通常は旧版に多少手を加えて増刷すれば足りる。何も一から書き直す必要はない。そんな意見もあったが、本作においてそれは許されることではなかった。少なくとも僕はそう信じ切っている。改訂作業にゴーサインを出した早川書房の「塩」部長もそうだと思う。


　ちなみにこの文庫の前に、これまた改訂版となるハードカバー版『マルドゥック・スクランブル』の出版があった。同じものと思われるかもしれないが、あちこち文章やシーン展開を判型に合わせて変えたため、異なる二作を出すに等しい手間がかかった。


　バカじゃないか──意外に多くの方からそう言われた。少なくとも一人の作家から言われ、一人の評論家から「塩」部長に電話があり、何人かの編集者が聞こえよがしにささやき、そして大勢の読者がそう言っていると聞かされた。単純に商売に励めばいいものを、いらん苦労をなぜ背負い込むのか。


　それが必然だったからだ。


　当時の個人ブログには、こんなふうに記した。


『この作品だけは避けてはいけないことだからである。この作品を通して本当に多くの方々が当時の小説家・冲方丁を作って下さった（略）。なのに改稿不能なほど年月が経ってしまったわけでもないくせに、文芸賞をいただいた、急激に忙しくなった、スケジュールが大変なことになっている、などといって、安易に劇場版合わせの新装版で十年前の文章を過去最大部数で出し、作家本人は何一つしないなど、業界や現場の最前線で戦ってる人たちに対してどれだけ失礼か、あぐらをかくためにメディアミックスの現場に飛び込んだのか、ＳＦ大賞に対する感謝の念、当時の読者によって成長させてもらった感謝の念は、作品でしか返せないということを身をもって示さないで、あの受賞作家さんですなどと若手の前で偉そうに立てるか、（略）最もやらねばならないことをやる、それだけである』


　補足すると、本作は第二十四回日本ＳＦ大賞を授与された。メディアミックスの現場というのはゲーム、マンガ、アニメのことで、「活字離れ」の正体を知るため勉強させていただいている。また文芸賞というのは二〇一〇年に『天地明察』（角川書店）に授与された本屋大賞と吉川英治文学新人賞のことで、たまたま同じ年にそれらの授賞、本作の劇場アニメ化・マンガ化・英語訳、そして小説改訂版の作業が、ものの見事に重なったのだ。


　ビジネス上、重ねて当然ではあるが、そう簡単に重ねられるものではない。この巡り合わせに感謝する心を失えば、作家としてやっていけなくなる。そういう危機感があった。


　また、劇場アニメとマンガの両方の質がきわめて良いものであったことから、逆に「原作小説が負けられるものか」と、激しい勝負の熱を煽られた。


　さらには、かつてない速度でコンテンツが消費される昨今、何としても本作を、次の十年間を生き延びるものにしたいという気持ちもあった。


　かくして、再び反吐を吐く覚悟で、改訂版作業に突入したわけである。


　ちなみに反吐というのは、十年前、バロットとアシュレイの勝負のシーンを書くため、ノートＰＣとトランプの束と大学ノートを抱え、ビジネスホテルに五日間ほど閉じこもったときのことである。トランプを並べてのたうち回りながら書き、作中の勝負にのめり込むあまり、胃をやられてベッドと床に色々とぶちまけてしまった。その反吐を前にして、笑い声を上げたことはいまだに覚えている。自分に才能があるという思いもない、ただ作品を最後まで書くという意志のほかは何も持たざる若者が、その一瞬だけ、「今、自分が書いているこれは本当に面白いぞ」と心の底から思うことができたのだ。


　人間は、自分の反吐の匂いにだって、価値を見出す──若者が獲得する確信としては、上出来の部類に入るだろう。


　ブラックジャックのシーンを書き上げることで「やっと、ＳＦが書けた」と信じることができたし、物語をラストシーンに辿り着かせる力を手に入れた。


　だが、それから十年後の改訂作業では、そういうわけにはいかなかった。反吐を吐く前に、体がみるみる壊れてゆく。二十代の体力を過小評価し、今の体力を過大評価していた。仕事の忙しさも二十代とは比べものにならず、慢性的に手足が痺れ、動悸とめまいが続き、慌てて軌道修正をはかった。今の課題は、再び反吐が吐ける書き手になることである。


　さて。


　本作では、ある少女が一匹のネズミと出会い、武器を手に入れ、幾多の敵と遭遇し、自己を知り、再生と成長を経験する。その原型は、十代の頃、海外暮らしで出会ったアメリカン・コミックの「ダークヒーロー」ものにある。十代の末にはアンドリュー・ヴァクスなどのハードボイルド作品にも出会っている。「卵」などのモチーフを継続するところなどは、日本独特の娯楽作品の手法だという印象を受ける。そうした影響を自分の力に変えて物語を書けるようになるかが問われていた頃の作品だったのだな、と思う。


　そうした自己批評を少しばかり試み、当時を振り返りはしたが、やはり、本作が描こうとしたものは、今も自分が描こうとしているものと、変わりがない。結局、旧版『マルドゥック・スクランブルThe Third Exhaust──排気』の後書きに書いたことが、全てなのだ。


　だから、過去の後書きの引用としてではなく、新たな思いでここに記したい。





　人類は常に価値を形にし続ける。言語化し、映像化し、音声化する。喪失しては再発見し、封印と独占が交響楽の休止符のような沈黙をもたらし、かと思うと一挙に解放され、「高み」「深み」「広さ」「鋭さ」「重さ」「軽さ」などの諸形態を、ダンサーのまとう華やかな衣裳のように翻らせ、その正当性を問うてゆく。


　人類は価値のもとで努力し、挫折する。挫折さえも一つの価値として記録するのだ。それが人類の尊厳であり、我々は、どれほどみじめでちっぽけな個人であっても、常に価値の栄光の中にあって、不滅であり続ける。


　それが、本書の執筆で得た僕の実感であり、何より読者と分かち合いたいものだ。


　だがいくら娯楽とはいえ、若い少女が痛めつけられ、自ら抱いた兇意に翻弄され、馬鹿げた金額を刹那的な「全か無かオール・オア・ナツシング」の勝負に費やすような物語を、果たして読者は望むだろうかという疑問は決して拭えない。そして答えは、今も昔も、ノーだ。不愉快なシーンもあり、なぜこんなものを読まねばならないのかと思われる方も多いだろう。現実はもっとひどいのだから、と開き直る気もないし、逆に現実に負けぬよう残酷な描写を徹底するべきだとも思えない。心が見出したものを、その通り書く努力こそあるべきなのだ。


　ならばなぜ、そんなものを書いたのか。


　僕はただ、反吐にまみれながら見つけた、精神の血の一滴を、他の誰かにも見せたかっただけなのだ。その輝きが、どんなときも、あらゆる人々の中にもあるのだということを、声を限りに告げたかったのだ。


　最善であれ、最悪であれ、人間は精神の血の輝きによって生きている。


　エンターテインメントは、その輝きを明らかにするための方法にほかならない。


　そして僕は、そのために地上の泥を這い続ける最前線の兵士の一人でありたいのだ。


　現代が新たな価値を次々に咲き乱れさせる一方で、小説がそれに巻き込まれるばかりではなく、リードしてゆけるのだと信じ、今後ともこの稼業に身も心も捧げたいと思う。


　最後に、この作品に関わって下さった全ての方々へ、そしてページを開いて下さった読者の皆様へ、心からの感謝を申し上げます。







　二〇一〇年九月　　冲方　丁
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